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仙台市では、昭和57年に山口遺跡において初めて水田跡を検出しました。次いで、同年より開始

した高速鉄道 (仙台市営地下鉄)の試掘調査により、富沢地区においても広大な範囲に水田跡が存

在することが確認され、翌年には「富沢水田遺跡」としてその範囲を登録しました (昭和62年に「富

沢遺跡」に改称)。

富沢遺跡は、仙台市の南西部の富沢、泉崎、袋東、長町南等に広がる総面積約90haに も及ぶ水田

跡を中心とした遺跡で、名取川と広瀬川に挟まれた沖積平野に立地しています。当遺跡は、昨年度

に至るまで94次に渡る調査が各所で実施され、弥生時代から近世までの水田跡が重層的に検出され

ています。このうち、弥生時代の水田跡は東北地方中部における稲作農耕の起源に迫る貴重な資料

を提示し続けています。また、弥生時代の水田跡の下層からは縄文時代の遺構や遺物が確認され、

さらにその下層からは約 2万年前の最終氷河期の人間の生活の様子や自然環境そのものが生々しい

状態で発見されています。

しかし、この富沢地区は昭和50年代の土地区画整理事業を契機 として年を追う毎に開発が進み、

とりわけ昭和63年の地下鉄の開業により、一層都市化が進んでいるところです。このような中にあっ

て、平成 8年度には富沢地区に所在する富沢遺跡において 7件の発掘調査を実施しました。本報告

書は、そのうち 6件の調査成果をまとめたものであります。

先人の残した文化財資源を保護し、保存活用を図りつつ、地底からのメッセージを後世に残し伝

えていくことは私たちに課せられた責務 と考えています。ここに報告する調査成果が、こうした意

味で研究者のもならず、市民の皆様に広 く活用され文化財に対するご理解と保護の一助となれば幸

いに存じます。

最後になりましたが、調査並びに本報告書刊行に際しましては多 くの方々のご協力、ご助言を頂

きましたことを深 く感謝申し上げ序といたします。

平成 9年 3月

仙台市教育委員会

教 育 長 堀 籠 克 彦



例   言

1.本報告書は民間の受託事業・仙台市関連事業に関わる富沢遺跡第95次～99次・101次調査の調査報告書である。

2.本書の作成・編集は、五十嵐康洋、吉岡恭平が主に行い、各調査担当者と随時協議しながら行った。

3.本文の執筆担当は以下のとおりである。

第 1章

第 2章第 1節

第 2節

第 3節

第 4節

第 5節

第 6節

第 3章

五十嵐康洋

我妻 仁

吉岡恭平

吉岡恭平

五十嵐康洋

佐藤 洋、五十嵐康洋

吉岡恭平

(株)古環境研究所

4.自然科学分析に関しては、 (株)古環境研究所にお願いした。

5。 発掘調査、本書の作成に関して、下記の方々 。研究機関のご指導 。ご助言を賜った。記して、感謝の意を表す

る次第である。 (順不同・敬称略)

須藤 隆、手塚 均、太田昭夫、斎野裕彦、中富 洋、荒川悌二、東北歴史資料館

6。 本発掘調査に関わる一切の資料は、仙台市教育委員会が保管している。

例

1.本書で使用した上色は、「新版標準土色帖」 1/Jヽ 山 。竹原 :1976)に 準拠している。

2.本文 。図中で使用した方位は、全て真北で統一している。

3.図中の座標値は、平面座標系Xに よる。

4.標高値は、海抜高 (T,P)を示している。

5。 遺構名の略号として以下のものを使用した。

SB:掘立柱建物跡、DS:濤 跡、SK:土抗跡、SX:性格不明遺構、P:柱穴、小柱穴

6.遺物の登録には以下の略号を使用した。

A:縄文土器、B:弥生土器、C:土師器 (ロ クロ不使用)、 D:土師器 (ロ クロ使用)、 E:須恵器

I:陶器、 J:磁器、K:石製品、 L:木製品、N:金属製品

7.土師器実測図内面のスクリントーンは、黒色処理を表している。

8.遺物観察表中の法量 ( )の数値は、図上復元値を表している。

9。 本文中の「擬似珪畔 B」 は、水田畦畔直下層 (自然堆積層)上面に認められる畦畔上の高まりを示している (斎

野他 :1987)。

10.本文中での「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1980)は 、現在、十和田a火山灰TO― aと 同定されており、降下

年代は915年初夏とされている (町田他 :1981、 1996)。
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第 1章 富沢遺跡のあらまし

第 1章 富沢遺跡のあらまし

富沢遺跡は仙台市の南東部に位置し、仙台市太白区長町南・富沢・泉崎等に所在する。遺跡は名取川と広瀬川に

挟まれた沖積地 (郡山低地)の西側にあり、北西を丘陵、他を自然堤防で囲まれた背後湿地を中心に立地している。

遺跡の総面積は約90haに も及ぶ。現在は土地区画整理事業により盛上がなされており、大部分は住宅地 となってい

る。20年程前までは一帯は主に水田として利用されてきた。盛土以前の旧地形は北西から南東方向に緩やかに傾斜

して下がっており、その標高は 9～16mでぁる。

昭和57年に山口遺跡において仙台市では初めて水田跡が検出されたが、その後、隣接する富沢地区においても高

速鉄道に関わる試掘および本調査で、水田跡の存在が確認された。このため昭和58年 に水田跡の存在が予測される

後背湿地を地形的特徴とする一帯は「富沢水田遺跡」として登録された。その後、遺跡は居住域などの発見によっ

て昭和62年には「富沢遺跡」と改称され、平成 2年には北東部において遺跡範囲の拡大が行なわれている。また、

それまで集落跡との性格付けがなされてきた泉崎浦遺跡においても水田跡が検出されたことで、平成 3年にはその

範囲をも富沢遺跡に包括して扱うことにした。

富沢遺跡では昨年度まで91次 に及ぶ調査が実施されてきた。そしてこれまで多 くの地点において上層からは弥生

時代から近世までの各時代の水田跡が重層的に検出されている。また、弥生時代の水田跡のさらに下層においても、

数地点において縄文時代の遺構や遺物が発見されている。

昭和63年には縄文時代の遺構面のさらに下層から、富沢遺跡では初めて後期旧石器時代の遺構・遺物が発見され

た。これは第30次調査での調査成果であるが、ここからはまた、樹木や植物化石、動物のフン、昆虫化石なども多

数検出されており、人類の生活跡とそれをとりまく森林などの自然県境が共に発見されたことで、国内外の注目を

集めている。その後の調査でもこの30次調査周辺の数地点において旧石器時代の樹木群が検出されており、こうし

た森林跡が富沢遺跡の耳ヒ部を中心に広範に広がることがわかってきている。

山口遺跡は富沢遺跡の南に隣接し、名取川支流の旧魚川北岸の自然堤防上に立地している。遺跡面積は約25haで

あり、遺跡範囲の北部では、富沢遺跡から続 く後背湿地部分をも含んでいる。主に縄文時代 。奈良時代・平安時代

の集落跡として登録されている遺跡である。これまで14次に渡る調査が実施されているが、その結果、自然堤防上

部分では上記時代の住居跡などが、後背湿地部分では弥生時代から近世までの水田跡がそれぞれ検出されている。

なお、富沢いせきと山口遺跡の地形・地質および歴史的環境に関しては、富沢遺跡第15次調査報告書 (斎野他 :

1987)、 富沢遺跡第30次調査報告書 (太田他 :1991)に 詳しい記載があるので、それらを参照されたい。

次数 所 在 地 調査の原因 調 査 期 間 調査面積 調査概要 (主な発見遺構 ) 調 査 員

泉崎 1丁目21-8 寮建設
平成 8年 4月 10日

～ 6月 14日
252m2 建物跡・濤跡・畠跡 吉岡恭平・我妻 仁

長町南 3丁目15-3 共同住宅建設
平成 8年 6月 26日

～ 8月 7日
133nY 濤跡 吉岡恭平・我妻 仁

泉崎 1丁 目20-2 共同住宅建設
平成 8年 9月 5日

～■月26日
240m2

弥生 。平安 。中世の水田跡・

濤跡
吉岡恭平・我妻 仁

長町 7丁目211
テナントビル

建設

平成 8年 6月 19日

～ 7月 29日
102m2 弥生 。近世の水田跡 佐藤 洋・五十嵐康洋

長町 7丁目401 道路建設
平成 8年 8月 19日

～12月 18日
1 026m2

弥生 。古墳・平安～中世 。近

世の水田跡

佐藤 洋・五十嵐康洋

伊藤孝行

長町 5丁 目85-2 共同住宅建設
平成 8年 8月 1日

～ 8月 2日
13m2 濤跡・水田跡 (断面観察) 吉岡恭平
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h 遺跡名 種男J 立地 時代 遺跡名 種別 立 地 時代

ニツ沢 散布地 丘陵斜面 縄 文 元袋 集落 。水田・ 畠・ 盛 自然堤防・後背湿地 弥生～近世

青山二丁 目 散布地 丘陵斜面 奈良～平安 大野田 祭 lB・ 集落・ 畠 自然堤防 縄文～平安

萩ケ丘 B 散布地 丘陵斜面 縄 文 北屋敷 散布地 自然堤防 奈良～平安

ニツ沢横穴群 横穴墓 丘陵斜面 古墳 王ノ壇古墳 円墳 自然堤防 古墳

茂ケ崎城跡 城 館 丘 陵 中世
=ノ

壇 集落・屋敷・ 畠・ 墓 自然堤防 縄文～近世

兜塚古猿 前方後円墳 自然堤「/f」 古墳 長町清永 散布地 自然堤防 古墳

鹿野屋敷 散布地 丘陵斜面 古墳～平安 皿屋敷 集落・屋敷 自然堤防 奈良～中世

鹿野一丁 目 散布地 丘陵麓 縄文～弥生・奈良～平安 長町六丁目 散布地 自然堤防 奈良～平安

集落 丘 陵 縄文～弥生・ 平安 長町南 散布地 自然堤防 奈良～平安

三神塞 集落 丘 陵 縄文・ 平安 新 田 散布地 自然堤防 奈良～平安

上手内横穴群 横穴墓 丘陵斜面 古墳 西台畑 塵 自然堤防 縄文～古墳

土手内 集落 丘 陵 縄文～平安 郡 山 官衝・集落・ 水田・ 畠 自然堤防・後背湿地 縄文～近世

土手内窯跡 窯 丘陵斜面 古墳～奈良 北目城跡 城館・集落・水田 自2rR堤 防・後背湿地 縄文～近世

砂押屋敷 散布地 丘陵麓 奈良～平安 矢来 散布地 自然堤防 占墳～平安

冨沢窯跡 窯 丘陵斜面 古墳～平安 的場 談布地 自然堤防 奈良～平安

三神塞古蹟群 円墳 丘 陵 籠ノ瀬 散布地 自然堤防 占墳～平安

金山窯跡 窯 丘陵斜面 古墳 欠の上 I 後背湿地 古墳～近世

金洗沢古墳 円猿 丘陵麓 古墳 欠の上 H 散布地 自然堤防 占墳～平安

裏町東 散布地 丘陵麓 平安 欠の上 I剛 散布地 自然堤防 古墳～平安

裏町古猿 前方後円墳 段 丘 古墳 若林城跡 集落・城館・ 需墳 自然堤防 弥生～古墳・平安～近世

原東 散布地 丘陵麓 古墳～平安 遠見塚古墳 前方後円墳 自然堤防 古 墳

原 散布地 段丘麓 弥生・ 古墳・ 平安 南小泉 集落・屋敷・畠・墓 自然堤防・後背湿地 縄文～近世

西台窯跡 窯 丘陵麓 奈良～平安 ? 砂獅「 散布地 自然堤防 古墳～平安

上野 集落 段 丘 縄文・ 奈良～平安 砂押 II 散布地 自然堤防 占墳～平安

宮沢上ノ台 散布地 自然堤 1/」 縄文・平安 中糾西 散布地 自然堤防 弥生～平安

堀ノ内 散布地 自然堤防 古壌～平安 神棚 居館 自然堤防 奈良～平安

鍛治屋敷 A 集落・ 製鉄 自然堤防 縄文・ 奈良～平安 沖野城跡 鑢 自然堤防・ 後背湿地 中世

鍛冶屋欺 散布地 自然堤防 縄文・ 奈良～平安 河原越 散布地 自然堤防 古壌～平安

南ノ東 散布地 自然堤防 弥生 。平安 日辺館跡 城館 自然堤防

六本松 集落 自然堤防 奈良～平安 日辺 散布地 自然堤防 古墳

富沢南西 散布地 自然堤防 奈良～平安 大塚山古蹟 円墳 自然堤防 古墳

富沢遺跡 城館跡 自然堤防 中世 上古川 塚 自然堤防 近世以降

富沢清水 散布地 自然堤防 奈良～平安 柳生台畑 散布地 自然堤防 古墳～平安

富 沢 埋没林・水田・ 畠・ 集落 後背湿地・微高地 旧石器～近世 散布地 自然湿地 奈良～中世

泉崎浦 集落・ 水田・ 墓 自然堤防・ 後背湿地 縄文～古墳・ 平安・近世 散布地 自然堤防 奈良～平安

教塚古墳 円墳 自然堤防 古墳 舞台上 散布地 自然堤防 奈良～平安

山 口 集落 。水田・ 昌 自然堤防・ 背後湿地 縄文～近世 熊野神官社宿坊跡 沖積錐 中世

下ノ内 集落 自然堤防 縄文～中世 砂押古墳 円墳 丘陵麓 古猿

伊古田 集落 自然堤防 縄文・ 古墳～平安 二塚古墳 前方後円墳 丘陵麓 古墳

五反田石棺墓 円墳 自然堤防 古墳 一塚古墳 円墳 丘陵麓 古墳

五反田古墳 円 療 自然堤防 古墳 金岡八幡古墳 円墳 微高地 古墳

大野田古墳群 円墳 自然堤防 古墳 春日社古墳 円墳 自然堤防 古墳

六反田 集落・水口・ 畠・ 墓 自然堤防・後背湿地 縄文～近世 杉土手 丘陵・ 段丘 近 世

袋東 散布地 自然堤防 古墳・平安 下 ノ内浦 集落・ 水日・ 畠・ 墓 自然堤防・後背湿地 縄文～近世

周辺の遺跡及び地名表傷継鶏賭現堪望呼蒲習
部」
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第 1図  富沢遺跡全体 図 (数字は調査区次数を赤丸は平成 8年度の調査地点を示す)
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第 2章 調査成果

第 1節 宮沢遺跡第95次調査

1 調査に至る経緯

平成 7年 2月 23日 付けで、工藤 壽氏によりRC 6建寄宿舎建設の発掘届が提出されたが、当教育委員会では平成

7年度の調査予定は既に決定していたため、平成 8年度の発掘調査 として受託することでご了解を得たものである。

平成 8年 2月 26日 、発掘調査の実施に先立ち申請者側と第 1回 目の協議を持った。内容は調査時期、期間、契約

額、事前の準備事項などであり、以後も打ち合せを重ね契約を交わし、 4月 10日 から調査を開始した。

2 調査 の方法

調査箇所は富沢遺跡の南西部に位置する。付近は数年前までは水田として利用されてきたが、現在は約0,7mの盛

上がなされ、大半が住宅地となっている。区画整理以前の地形を第 1図 に示した。それによれば調査箇所付近の旧

地形は周辺と比較すると、北西から南東にかけて傾斜している。

今回の調査対象面積は607m2で あるが、その中に南北14m、 東西18m、 面積252m2の 調査区を設定した。遺構の測

量は杭A、 Bを基準 として実施した。なお、基準杭の平面直角座標系Xに おける座標値を計測し、遺跡内の正確な

位置を把握している(杭 A:X=-197.824697km、 Y三 十3.449255km、 杭 B:X=-197.825304km、 Y=+3.457231

km)。 また、杭AB線上の杭Aか ら西へ 3mの地点を基点とし (N=00、 E=00)、 lm間隔で南北方向をN01～ N
■、東西方向をE01～ E llで表記し、調査区内における各遺構などの位置関係を示した (杭A:N00。 E03杭 B:

N00・ E ll)。 検出された遺構は、 8m間隔に設けた基準杭を中心に水糸をlmメ ッシュに組み、それらを基準線と

して作図し、実測図の縮尺は 1/20を 基準 とした。写真記録には351nlllカ メラを 2台使用し、モノクローム・ カラー

リバーサルの 2種で撮影した。土壌サンプリングはプラントオパール分析用に 2～ 12層、火山灰分析用に19層中で

行った。調査は平成 8年 4月 10日 から調査員 2名、スタッフ26名の体制で開始し、盛土および旧耕作上である 1層

第 1図 調査区位置図 (1)
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は重機により除去したが、 1層の直下に遺構

の存在が予想されたため、そこから人力によ

る調査を開始した。なお、調査区周囲には土

層観察および排水路の側濤を設けた。12層中

までは、調査区全面の精査を行ったが側濤断

面により下層の状況を観察した結果、これよ

り下層では自然堆積層が連続する状況が確認

され、遺構の存在する可能性は低いと考えら

れた。したがって、これ以後の調査は、第30

次調査 (太田他 :1991)な どで検出されてい

る森林跡を伴う旧石器時代の有無の確認を目

的とすることとし、 5月 27日 調査区を一辺 7

mに縮小して遺構の確認調査を実施した (最

下面では0.8× 0.7m)。 深堀に関しては調査の

安全性に配慮しながら、該選層までできる限

り広い面積 を確保 して調査を行 うこととし

歩
二

一 N-3

第 2図 グリッド配置 。調査状況平面図

た。 6月 12日 深度5。 2m(標高約6.8m)で25層の砂礫層を確認した段階で、これ以上の掘 り下げは危険と判断され

たため深堀を終了した。その後、最終的な土層観察と断面図の作成、写真撮影を行い、発掘調査の一切を終了した

のは6月 14日 である。

3 基本層序

今回の調査では平均0.7mの盛土直下 1層上面から約5。 lmの掘 り下げを行った。この間確認された層は大別で25

層、細別で32層 を整える。これらの層は、おおまかに 1層から8b層 までの砂・シル ト、8c層から9b層 までの粘土、

10層以下の砂・砂質シル トに大別される。本調査区の層序は、砂および砂質シル トが主体 となっており、粘土や泥

炭質粘上が主体 となることが多い他調査地点における層l贋 と際立った違いが認められる。

1～ 3層 はシル トおよびシル ト質粘土で 1層 は旧耕作土、 2・ 3層は中世以降の層で、 3層は畑の耕作上の可能

性がある。4a。 4b層は平安時代の層と考えられる。4a層の下部から4b層の上部にかけては10世紀前半に降下したと

される灰白色火山灰のブロックが検出される。4b層は水田の耕作上の可能性が考えられる。5a・ 5b層は砂を主体 と

した風化凝灰岩粒を多量に含んだ層で、5b層は層厚10～ 26cmと 比較的厚い層である。6層は黒褐色の砂質シル トで

弥生土器を含み弥生時代 と考えられる。 7・ 8a・ 8b層は砂および砂質シル トである。 7層 は

'ヒ

較的西側に厚 く堆積

する。8a層は西側に部分的に、8b層は東側にやや厚 く堆積している。8c層から9b層は粘性の強い粘上で、8c層 は

とくに粘性が強 く下部には薄い黒色の有機物層を含んでいる。9c層から■層は砂・砂質シル トである。9c層 は10層

への漸移層で南東部を除 くほぼ全域に堆積し、10層 は北半に11層 はほぼ全域に堆積している。12層から14層 は黒色

粘土質シル トの13a層 (厚 さ20cm前後)を挟んだ厚い砂層で、とくに12層 は層厚が lmに も及ぶ。ともに部分的に有

機物の堆積が見られ下部に砂礫層も含んでいる。グライ化は12層から漸次進行し19層以下から顕著となる。15層 は

粘性の強い黒色の粘上で下面には根の痕跡 とみられる凹凸がある。16層 はシル ト質粘土で未分解の樹木片を含んで

いる。この樹木片は粘土質シル トの17層 にも見られる。18層から21層 は砂質シル トである。18・ 19層には火山灰状

のものが根の痕跡状に見られるが、18層のほうが顕著である。20層 は濃い緑灰色部分が霜降り状にみられ、他層に

比べやや硬 くなっている。22層から25層 は砂層で。23層 はオリーブ黒色のシル ト質粘土と細砂がラミナ状になり、
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未分解の小樹木片や植物遺体を多 く含んでいる。この層が30次調査での旧石器時代の層に相当する可能性が考えら

れたため、樹木片をサンプリングし放射性炭素年代測定を行っている。25層 は砂礫層で粗砂を主体 として径 5 cm2程

度の礫を含んでいる。砂礫層は標高6.8～7.9mで約 lmの高低差をもって検出されている。沖積地の基底 と考えら

れる砂礫層は建設工事に先立って実施されたボーリング調査によって確認されているが、砂礫層上面の深度は盛 り

上上面から4.9mで推定標高は約 7m前後であるので、25層が基底の砂礫層と考えられる。以上基本層序について記

したが、本調査区は位置的に富沢遺跡第21次調査泉崎浦地区 (渡辺 :1986)や泉崎浦遺跡第 3次調査 (主浜 :1988)

と近接するため基本的な層序の比較が可能で類似している。

1表 基本層序註記表

層序 土 色 土  性 粘 性 しまり 層厚 (cln) 備 考

1 オリーブ黒     5Y3/1 シルト やや石 有 旧耕作土。下部に鉄分の集積あり。

2 にぶい責褐色   10YR4/3 シル ト 征
（

有 2～10

3 黒褐色      10YR3/2 シル ト質粘土 征 有 4～ 6

灰黄褐色     10YR6/2 シル ト 健
小

有 5-10 下部に灰白色火山灰を含む。

灰黄褐色     10YR4/2 粘土賃シルト 征
小

石 2～ 6 上面 に火山灰 を含 む。

黒褐色      10YR2/3 砂質 シル ト 無 有 2～ 11 径 1～ 2 cmの風化凝灰岩粒を多量に含む。

5b にぶい責褐色   10YR5/4 砂 無 有 10-26 径 1～ 2 clnの 風化凝灰岩粒を多量に含む。

6 黒褐色      10YR2/2 砂質 シル ト 無 有 10-16 遺物を若干合む。

7 褐色       10YR4/4 粗砂 無 有 10-20

暗灰責色     25Y4/2 砂質 シル ト やや有 鉦
小

1-10 両側に部分的に堆積する。

オリーブ褐色   25Y4/4 砂 8～22 SD7の方向に厚 く堆積する。

暗灰責色     25Y4/2 粘土 かな り有 無 4-12 下部に薄い黒色の有機物層を含む。

黒褐色       10YR2/2 粘土 有 やや有 6-14

9b 灰オリープ     5Y4/2 粘土 有 無 1-6

暗オリーブ褐色  25Y3/3 砂質 シル ト 無 有 1-10 10層への漸移層。

灰オ リープ     75Y4/2 砂質シル ト やや有 有 2-20 凝灰岩粒を含む。

11 黒褐色      10YR2/3 シル ト 鉦
ヽ

有 2-12

オリーブ灰色  2 5GY5/1 細砂～粗砂 鉦
小

有 80^ヤ 100 下部に砂礫層。部分的に有機物の互層を含む。

黒色     7/5YR17/1 粘土質シルト 無 6-26

オリーブ黒色    5Y3/1 砂 無 有 4^V20 13a～ 14層への漸移層。

灰オリープ色   75Y4/2 砂 無 有 26-52 下部に有機物の堆積層あり。砂礫層を合む。

黒色       25Y2/1 黒色粘土 有 無 1-34

灰色       75Y4/1 ンルト質粘土 有 征
小

12-30 径 1～ 4 cmの樹木片 を含 む。

17 灰色        10Y4/1 粘土質 シル ト やや有 無 18-28 径 1～ 4 clnの 樹木片を含む。

灰色       75Y4/1 砂賃 シル ト 征
小

無 20-32 白色火山灰状のものを根の痕跡状に合む。

暗緑灰色    7 5GY4/1 砂質シルト やや有 無 22-42 白色火山灰状のものを根の痕跡状に合むが18層 よりも少ない。

暗緑灰色      5G4/1 砂質 シル ト 若干有 有 12-20 緑灰色部分がしもぶり状に見える。他の層に比べ、ややかたい状

態である。

暗オリーブ灰色  5GY4/1 細砂か ら砂賃 シル ト やや有 32-44 若干の有機物の層を含む。

オリーブ黒色    5Y3/1
暗オリーブ灰色  2 5GY4/1

シルト質粘土

細砂

やや有

やや有

無

無

16-60 自然堆積層。ラミナ状の互層。未分解の小樹木片、植物遺体を多く

含む。

暗緑灰色      10G3/1 粗砂 無 鉦
小

10-14

暗オリーブ灰色2/5GY4/1 砂礫 無 征 粗砂を基盤に径05～ 5 cmの礫を含む。
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4 検 出 された遺構 と遺物

(1)2層

2層上面で掘立柱建物跡 (SB)3棟が検出された。

SB01(参宥5[コ )

梁行 2間以上 (総長2.9m以上、柱間寸法90～ 205cm)、 桁行 3間以上 (総長5.9m以上、柱間寸法100～225cm以 上)

の南北棟で梁・桁内側は身舎、同夕辮Jは廂あるいは縁と考えられる建物跡である。方向はN-4°一Wである。身舎

の柱間は220cm前後、柱穴は45～54cmの不整円形で、柱痕跡は15～ 18cl■程である。柱穴の深さは61～66cmで平均56cln

程である。廂あるいは縁と考えられる柱穴は30～43cmの不整円形で、柱痕跡は 9～ 17c14の 円形である。柱穴の深さ

は39～55cmで平均46cm程である。身舎 と廂あるいは縁との柱間は、梁行で90cm、 桁行で103cmで ある。身舎の柱穴 Pl

の底面からは径18cln程厚さ 9 cm程の根石と考えられる石が出土した。埋土は黒褐色砂質シル トである。なお、西端

の柱穴 P20は壁の崩壊によリプランのみの確認である。出土遺物はない。

Ｅ
解
Φ
尊

∞
キ
＝
ン

第 4図  2層上面遺構平面図
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第 6図 SB03平面・断面図

SB02(第 5図 )

梁行 1間 (総長3.8m、 柱間寸法380cm)、 桁行 3間 (総長5.8m、 柱間寸法180～ 200cm)の東西棟の建物跡で方向

はN-82°一Wである。柱穴は25～32cm程の円形で、柱痕跡は16cm程 である。柱穴の深さは、■～66cmで平均44cln程

である。埋土は黒褐色砂質シル トである。出土遺物はない。

SB03(第 6図 )

N-87°一Wに延びる柱列を検出した。東西方向に 3間分検出した。東西に柱穴が確認されないことから、北へ展

開する建物跡と捉えた。検出した総長は6.Om程であり、柱間寸法は130～240cm程である。柱穴は28～37cm程の円形

で、柱痕跡は13～ 15cm程である。柱穴の深さは12～50cmで平均32cm程である。埋土は黒褐色砂質シル トである。出

土遺物はない。

2層出土遺物

2層からは、磁器片 1点、須恵器 1点、土師器 2点が出上しているが、いずれも細片で図示し得なかった。磁器

は肥前産の白磁か染付の碗で江戸期のものである。

(2)4層

①4a層

4a層上面では濤跡 (SD)1条、小濤状遺構群が検出された。上面はわずかに東方向に低くなっている。

SD01(第 7図 )

調査区の西半で確認された。検出されたのは一部で西部は調査区外に延びでお り、重複 はない。直線的に走行 し

てお り、その方向はN-68° 一Wである。検出長は4.3m程で上端幅0.58m前後、下端幅は0。 15m前後、深さは 4～35

上A「
=‐比朋血 +蜘飾

1200m＝
――
＼
半
―

)      1       2m

第 7図 SD01平面 。断面図
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cmであり西半部で急に落ち込む。壁は南壁が底面から緩やかに立ち上がっているが、北壁は立上がりがやや急であ

る。底面および壁面 ともに一定せず、凹凸が顕著に認められる。底面の形状は 2～ 3 cmの細いくばみを呈している。

堆積土は粗砂層が主体である。土師器杯 1点 (第 8図 1)、 赤焼き土器杯 1点 (第 8図 2)が出上している。

小溝状遺構群 (第 9図 )

調査区の東半部で確認された。小濤状遺構群はSD01に切られている。方向は東西方向(N-86° 一E、 W-5°一E

のものとがあり、東西が 7条、南北が 4条検出された。小濤は幅15～35cmで平均が25cm程、深さは 1～ 4 cmで平均

が2.5cm程である。濤の間隔は東西方向が1,2～1,8mで平均が1.46m程、南北方向が1.3～1.7mで平均が1.5m程 で

0                      10Cm

E-3

図版番号 種   類 遺構・ 層位 内 面 外 面 残   存
法    量

写真図版 登録番号
口 径 底 径 器 高

I 土師器 杯 SD001 堆積土 マメツ、黒色処理 ロクロナデ 口～体 :1/6 7-5 D-1
2 赤絲土器 邦 SD01 堆構土 ロクロナデ ロクロナデ 口 :1/8 7-4 D-2

第 8図 SD01出土遺物
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ある。東西 と南北の重複が見られ、数時期に分けられる可能性もあるが新旧関係は確認できなかった。濤の堆積土

はどちらの方向も基本層 3層で直下層のプロックを若干含むことから、この小濤状遺構群は 3層の耕作により形成

されたものと考えられる。出土遺物はない。

②4b層

スジ状の灰白色火山灰 (写真 3-2)

東半部でスジ状に広がる灰白色火山灰と牛足跡を検出した。火山灰のスジは不定形に途切れながら伸びており、

明確な濤状には確認されなかった。幅は数～10cm、 厚さ数～ 5 cm、 間隔が20～50clnで ある。北側では南北方向で間

隔がやや狭 く、南側では東西方向で間隔が広い。牛の足跡は同じ面で不規則ながら多数検出された。形状は長幅12

cm前後のC字・ハの字状である。これらは火山灰降下前にあった畠の畝間や牛足跡などの地表面の凹みに堆積した

もの、降下後の耕作によるすき込みや牛の踏み込みによるものなどの可能性が考えられる。ただし、プラント・オ

パール分析から上層が耕作土と考えられることから、火山灰降下前の地表面は残存していない可能性が高いといえ

よう。

4層出土遺物

土師器 2点 (内黒不 1点、甕底部 1点)が出上しているが、いずれも細片で図示し得なかった。

(3)6層

6層上面では、濤跡 (SD)5条が検出されている。上面は全体的に見ると、南西側に高 くなる傾きを示す。細

かく見ると、南西部の高まりが最も高 く、高低差10cm前後の段差を経て SD05に至 りSD02・ 03を介在しながら北東

へ徐々に傾斜している。傾斜の高低差は、南西部の高まりと北東端では28cln、 南東端では37cmである。

SD02(第10図 )

直線的に走行しており、その方向はN-19°一Wである。検出されたのは一部で北、南 ともに調査区外に延びてい

る。SD06と 重複し、それより新しい。検出長は12.9m程で、上端幅は1.3m前後、下端幅は0.26m前後、深さは28

cln程である。断面形は開いたU字形で、壁は底面からやや急に立上がり、外側に開く。堆積土は5層確認され、砂、

砂質シル トを主体 としている。最下層 5層 と1・ 2層の砂の間に基本層 6層起源の 3・ 4層が介在することから水

流に2時期の変遷が考えられる。底面および壁面ともに一定していてほぼ直線的なことから、人工的な濤である可

能性が高い。濤の東岸は低い土手状になっており、その規模は、上端幅が0.5～ lm程、下端部が0.6～1.2cm程 、高

さが2.8cm程である。

SD03(第10図 )

SD02の西側を平行するように直線的に走行している。その方向はN-17°一Wである。検出されたのは一部で北、

南ともに調査区外に延びている。SD04・ 06と 重複し、それらよりも新しい。検出長は14.lm程で、上端幅は1.05m

前後、下端幅は0.47m前後、深さは 2～ 9 cm程である。断面形は浅いU字形で、壁が西壁が底面から緩やかに立ち

上がるが、東壁は立ち上がりがやや急である。底面および断面ともに一定せず凹凸がある。南端の底面が落ち込み、

土坑状になっている。この土坑状の落ち込みは、上端平面形が約1.1× 0.6mの不整精円形で、下端平面形は約0。 9×

0.4mの不整楕円形である。深さは14cm程 で、底面および断面 ともに凹凸が認められる。

SD04(第10図 )

濤はSD03の西側を並行するがやや蛇行しながら走行している。検出されたのは一部で北、南ともに調査区外に延

びている。途中 SD03の ほぼ中央付近で重複し、それより古い。方向は、SD03と の重複地点から北半がN-32°一W

である。南半はN-4°一Wであり、南端で西へ屈曲する。検出長は14.4m程で、上端幅は0。 33m前後、下端幅は0.17

m前後、深さは 4 cln程である。壁は外側に開き断面形は舟底形である。底面はほぼ平坦で、やや西側に傾斜してい
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第10図  SD02・ 03・ 04・ 05・ 06平面・ 断面図
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10Y 径 1～ 5 clnの 礫 を多量 に含 むぉ 下 部 は凝 灰 岩 の た め に全 体 に責 梱 色 にみ え る
^

1層にJ べ て礫 を ほ とん ど含 まな い が 、 下 部 に青 灰 色 の径 1～ 2 cmの礫 を若 干 含 むぅ
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婆 】

る 。

黒袖   10YR2/2 砂 管 シ ル ト 竜,。

灰 責 褐 色  10YR5/2 砂 吉 灰角 の礫 を芳 干 含 むぃ
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る。堆積土は砂が主体である。

SD05(第 10図 )

濤は調査区南西部の高まりのふもとを、ほぼ平行するように直線的に走行している。その方向はN-45°一Wであ

る。検出されたのは一部で、北西側は調査区外に延びており重複はない。検出長は9.4m程で、上端幅は9.4m程で、

上端幅は0.23m前後、下端幅は0.02～0.2m、 深さは 7 cm程である。壁は東壁が底面から緩やかに立ち上がり、西壁

は立ち上がりがやや急である。底面は平坦である。堆積土は砂が主体である。

SD06(第 10図 )

方向はN-72° 一Eでほぼ直線的に走行している。検出されたのは一部で、東側は調査区外に延びており、SD02・

03と 重複 し、それらより古い。検出長は6.2m程で上端幅が0.15～0.4m程、下端幅は0.04～0.2m程、深さは 3 cm程

である。壁は外側に開き、断面形は舟底形、堆積土は砂が主体である。

6層出土遺物 (第■図)

6層から弥生土器15点、素焼き土器12点出上した。うち 6点を図示した。 1は台部である。 2は壷の体部で沈線

が 3条施文されている。 3・ 5・ 6は細かい縄文 LRである。

ユ 1諷
1

饒 ―郎 0              5 cm

図版番号 種   類 遺構・ 層位 内 面 外 面 残   存
法    量

写真図版 登録番号
回 径 底 径 器 高

1 弥生土器 台部 ? 6層 ミガキ ミガキ 台部 :1/4 7-12 B-5
2 弥生土器 壷 6層 ミガキ マメツ、沈線 3糸 体部片 7-8 B-1
3 弥生土器 甕 ? 6層 ナ デ 紹文 LR 体部片 7-10 B-4

弥生土器 甕 ? 6層 ミガキ ほとんどマメツ、一部に縄文LR 体部片 7-■ B-3
5 弥生土器 導 ? 6層 ミガキ 細い縄文 LR 体部片 7-9 B-2
6 弥生土器 甕 ? 6層 ミガキ HIBい 縄文LR、 5と 同一 体部片 7-6 B-2

第11図  6層出土遺物

(4)8c層

8c層上面では濤跡 1条が検出された。

SD07(第 12図 )

濤は直線的に走行しており、重複はない。検出されたのは一部で、北、南ともに調査区外に延びており、その方

向はN-23° 一Wである。検出された長さは13.lm程 で、上端幅は2.2～ 5.Omで平均が3.3m程、下端幅は 5～ 15cm、

深さは 7～ 20clnで ある。壁は底面から外側に広 く聞き、断面形は緩やかなV字形を呈している。底面および断面は

一定ではなく凹凸が顕著に認められる。濤は直線的ではあるが底面の著しい乱れがあることなどから、自然流路の

可能性が高いと考えられる。堆積土は 2層確認され、いずれも砂を主体 とした。

(5)9c層

9c層上面では濤跡 (1条)が検出された。

SD08(第 13図 )

濤は直線的に走行しており、その方向はN-23° 一Wである。上端の平面形は一定せず乱れており、北側では北東

日

川

――

阿

一

　

　

４
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方向に蛇行している。検出されたのは一部で北、南 ともに調査区外に延びており、重複はない。確認された長さは

13.lm程で、上端幅は2.5～4.2mで平均が3.2m程、下端幅は40～138clnで平均が101cm程 、深さは34cln程 である。断

面形は外側に大きく開 くU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面は比較的に平坦であるが、部分的に大きな落ち

込みが見られる。中央付近の落ち込みの比較差は17～ 36cm、 南端では14～ 39clnで ある。堆積土は3層確認され、粘

上、粘土質シル ト、砂質シル トで植物遺体を含んでいる。濤は上端の平面形の乱れなどから、自然流路の可能性が

高いと考えられる。

(6)12層

SX01(写真 5-5、 6-1)

12層中で不整楕円形の落ち込みを検出した。規模は約1.5× 2m、 深さ30cmである。底面が凹凸であること、堆積

土が基本層12層 と13層 を撹拌した状況であることなどから、樹根跡の可能性が考えられる。

E-3 E-11

N―H

=-197 815 km

N3

E-11

撮

十
脚

伴
壼 Om

o                                           5m

第12図 SD07平面・断面図

SD07
色 土       '陛 備

ユ 灰 責 裾 色  10YR4/2 砂 1～ 2 clnの 小 礫 を中央 に多 く含 む。 中央 部 に駿 化 鉄 を濡 状 に含 む。

暗 灰 責 色  25Y5/2 細 砂 杵芳 千 合 ▼
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(7)13層

河川跡 (写真 6-2)

13層上面で河川跡を検出した。幅1.5m以上で、北からと東からの流路が深掘区南側で合流している。堆積土は12

最下部である。尖頭器が 1点 (第14図 5)出土した。石材は頁岩で全体に摩滅している。

(8)その他の遺物

1・ 2・ 3・ 7・ 12・ 15・ 18層から陶磁器、縄文土器・素焼 き上器・石器が出上している。

1層からは磁器 1点、陶器 4点出上している。磁器 (写真 7-2)は 白磁の瓶で近世か近代である。陶器のうち

E-3

――一一一 N-11

x==197 815 km

長

一

N-3

0               2m
第13図 SD08平面・断面図

SD08
土    色 土 性 傭

1 黒 色    10YRl.7/ 粘 十

し

tF。

10YR2/2 結 十 管 シ ル ト む 。

10YR3/1 砂 管 シ ル ト :な っている!火オ ―フ伯 (5Y5/2)の細砂 狩プロック状 に
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轡メ籍プ
0       5 cm
崇

図版番号 種  別 I還構・ 層位 I       特        徴 産  地 年 代 残  存
法   量 (cln)

写真図版 登録番号
口 径 底 径 器 高

1 陶 器 鉢 3層    I内 外面ロクロナデ、外面ヘラケズ リ、内面マメツ 山茶続窯系 13C前半 体～底 :1/4 -3 I-1

図版番号 種   類 遺構・ 層位 内 面 外 面 残  存
法    量   (cm)

写真図版 登録番号
回 径 底 径 器 高

2 縄文土器 深鉢 7層    Iナ デ、胎土に繊維 を含む ナ デ 体部片 7-17 A-1
3 縄文土器 深鉢 15層    Iナ デ、胎上に織維を含む 縄文不明 底部付近 7-14 A-3
4 綴文土器 深鉢 12層下部   Iナ デ、マメツ 擦文 LR、 マメツ 体部片 7-13 A-2

図版番号 種  類 特 徴 石  材 重量 (g) 長 さ (cm) 幅 (cln) 厚 さ (cm) 写真図版 登録番号

5 尖頭器    113層 ・ 河川跡 頁 岩 12  1 519 3 26   1    1 05 7-15 K-2
6 尖頭器    118層 上部欠損、全体 にマメツ 流紋岩 45    1   5 86 420  1 246 7-16 K-1

第14図  その他の出土遺物

1点は古瀬戸の天目茶碗 (写真 7-1)で 中世、ほかは大堀相馬産で18・ 19Cの ものである。 2層からは磁器 1点、

須恵器 1点。土師器 2点が出上している。磁器は肥前の染め付け碗で近世のものである。ほかは細片である。 3層

からは陶器 1点 (第14-1図、写真 7-3)で 、山茶碗窯系の鉢で13C前半のものである。 7層からは繊維を含む

縄文土器の細片 (同図 2)が出上している。12層からは縄文土器細片 2点 (同図 3・ 4)、 尖頭器 (同図 6)、 クル

ミ、 トチノミが出上している。 6は基部側で全体が摩滅している。石材は流紋岩の剣片が 1点出上している。

5 遺構 の所属年代 とまとめ

(1)検出した遺構は、 2層上面で掘立柱建物跡 3棟、4a層上面で濤跡 1条、小濤状遺構群、4b層上面で耕作痕、

6層上面で濤跡 5条、8c層上面で濤跡 1条、9c層上面で濤跡 1条、12層中で性格不明遺構 1基、13層上面で小河川

跡 1条である。また、プラント・オパール分析より、 2・ 3・ 4a・ 4b層は稲の耕作層である可能性が高い。

(2)周辺調査区との対比

当調査区付近では、富沢遺跡第 1・ 4・ 21・ 55・ 70。 97次調査、泉崎浦遺跡第 3・ 4次調査、教塚古墳などの調

査が行われている。この付近は富沢遺跡の中でも扇状地性微高地にあたり、土砂の供給が盛んであるために層序が

複雑である。このため前述調査間の層の細かな対応は困難であるが、西方約20mの近接した21次調査 (渡辺 :1986)

5
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を対象として大まかな対応を試みた。その結果おおむね以下のように対応が可能であつた。

95ツk

3層

4a層

4b層 上部に灰白

色火山灰

5a層

5b層 砂

6層

95ツk

7層 細砂

8a層

8b層 砂

8C層

9a層

9b層

9C層

21老k

3

4a

4b

5

6

8 ・ 10

21ツk

ll a

1l C ・ 12

13・ 14

95次

10層 砂

11層

12層 砂

13 at層

13b層

14層

21Vk

15・ 16

17

18・ 19

20

20

21

(3)2層上面で検出した掘立柱建物跡 (SB01～03)に伴う明確な遺物は乏しく、この遺構に所属年代を決定する

ことは難しいが、 2層中から近世の磁器が出上していることから、近世以降と考えられる。

(4)4a層上面で検出された小濤状遺構群は3層の耕作により形成されたと判断された。 3層からは13世紀前半の

山茶碗窯系鉢が出土していることから時期は中世頃と考えられる。

近年近隣の下ノ内浦遺跡の調査で畠の畝状遺構の下位から小濤状遺構群が検出され、小濤状遺構群が畠跡の耕作

痕であることが明確になった(佐藤甲 :1993)。 一方、プラント・オパール分析の結果では 3層が最も高い値を出し、

稲の耕作層である可能性が極めて高い。よつて、 3層において畠で稲作 (陸稲栽培)が行われていた可能性が考え

られよう。今後の課題 としたい。

(5)4b層上面のスジ状の灰白色火山灰は、火山灰降下前の凹みへの堆積、あるいは降下後の耕作の影響などの可

能性が考えられる、上層が耕作層のため前者の地表面は残存してない可能性が高いこと、畝間堆積の残存にしては

形状が不整形であることなどから、火山灰降下後の耕作により形成された可能性が考えられるが、今後の類例をまっ

て再考したい。いずれにせよ4a層の時期の上限、4b層の下限は10世紀前半に位置づけられよう。なお、同様のもの

は山口遺跡 2次調査「シマ状遺構」 (田中他 :1984)、 富沢遺跡35次調査 (平間 :1991)10層水田跡で確認されてい

る。

(6)6層上面で検出された SD02は、ほば直線的に走行し、壁の立ち上が りの状況などから人口的な濤の可能性が

高い。 6層からは低い値ながらプラント・ オパールが検出されており、周辺で稲作が行われていた構成 とが想定さ

れ、SD02は水田域の水路の性格が考えられる。時期は出土遺物から弥生時代に位置づけられる。

同時期の水路が近隣の 1・ 8・ 55次 においても検出されている。これらは連続するものと理解されている (佐藤

甲 :1990)。 今次 SD02は位置関係などから上記の水路に連続する可能性も考えられる。

(7)8c層検出 SD07、 09c層検出 SD08は年代決定資料がない。12層下部の樹木片の14c年代 (約4220年前、第 3

章参照)と 6層の年代から縄文時代後期から弥生時代の間に位置づけられる。また、SD02・ 03・ 07・ 08は、ほぼ同

じ位置で検出されている。このことからこの地点には自然の流路が形成しやすい地形であったことが考えられる。

(8)17層、23層の樹木片の14c年代測定も実施した。17層のものは約5000年前、23層のものは約7800年前という結

果である (第 3章参照)。



2.深掘東壁断面

|.東壁断面

4.調査区近景 (北 から)

写真 I

3.深掘東壁最下部断面



|.建物跡全景 (南 から)

5。  SBOI  PIホ 艮石

写真 2



|.4a層上面小濤状遺構群 (南から)

2.4b層 上面シマ状遺構 (南から)

4。 4b層 牛足跡 (3の ひとつを掘り上げ)3.4b層牛足跡



2.8cttSD07全景

3.9cttSD08全景

写真 4



|.SD01断面 (西 壁)

2.SD02断面 (南 か ら)

3. SD03断面 (南 から)

4. SD07断面 (南 から)

写真 5

5。  SX01断面 (南か ら)



1.12層 SXO全景 (南 から)

2.3層 小河川跡 (南 から)

3.完掘全景 (南 西から)

写真 6
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写真 7 出土遺物
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第 2節 宮沢遺跡第96次調査

1 調査に至る経緯

平成 6年 9月 8日 付けで庄子正一氏よりRC 6階建共同住宅建設の発掘届が提出されたが、当教育委員会では平

成 7年度の調査予定は決定していたため、平成 8年度の発掘調査 として受託することでご了解を得たものである。

平成 8年 2月 27日 、発掘調査の実施に先立ち申請者側 と第 1回 目の協議を待った。内容は調査時期、期間、契約

額、事前の準備事項などであり、以後も打ち合せを重ね契約を交わし、 6月 26日 から発掘調査を開始した。なお、

同申請者からは同遺跡内別地点での発掘届が提出されていたが、同時に調査を行うことが効率的であることから協

議の上、今次期間内に行うこととした (富沢遺跡101次 )。

2 調査 の方法

調査箇所は富沢遺跡の南東部に位置する。20年程前の区画整理以後は1.7～ 2mの盛上がなされしばらく畑地で

あったが、調査直前は駐車場 として利用されていた。区画整理以前は旧字名宮田の水田であった。

今回の調査対象面積は315m2でぁる。その中

に14× 9.5mの調査区を設定した。遺構の実測

は杭A・ Bを基準 とした。基準杭の平面直角

座標値を計測し、遺跡内の正確な位置を把握

している(杭A:X=-197717.769m、 Y=+

4212.488m、 杭 BIX=-197718.545m、

Y三 十4220.450m)。 また、杭A(E4、 NO)、

杭B(E12、 NO)と し、南北をNO～ 10、 東西

をEO～14で表記し、遺構の位置関係を示し

た。遺構の実測は平板測量で行い、縮尺1/50

を基準とし、断面図は1/20と した。写真は95

次 と同様である。

土壌サンプリングはプラント・オパール分

半
E-12

第 1図 調査区全体図 (3)
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―

重
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協

導
十

＝
弟

第 1図 調査区位置図 (2)
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析用に 2～ 12層、火山灰分析用に27層で実施した。

調査は6月 26日 に開始した。盛土および旧耕作土は重機により除去したが、以下の層は人力による調査 とした。

全面調査は11層 までで、以下は縄文時代、旧石器時代の層の確認を目的とした深掘 (5× 8m)を行った。35層

まで確認をしたが地表下約 6mと深 くなり、また調査区が 1× lmと狭 くなったため、以下は安全性を考慮し掘 り

下げを断念した。調査は8月 7日 に終了している。

3 基本層序

確認された層は大別で35層、細別で37層である。層序を大まかにみると1層が旧耕作土、2～■層が粘土層、12～ 15

層が泥炭質粘土と粘上の互層、16層以下が粘土層となる。顕著なグライ化は32層以下である。

2～ 6層は粘性の強い粘土層で水田耕作上の可能性がある。 2～ 3層は近代から近世 と考えられるがそのほかは

不明である。遺跡内の多 くの各地点で確認される灰白色火山灰は認められない。

7層 には酸化鉄の集積がみられるが上位のどの水田層の影響によるかは不明である。

8・ 9層 は縞状を呈する自然堆積層で、特に 8層は中央に薄い黒色粘土層をはさんでいる。

10層は下面に起伏が認められ、水田耕作上の可能性が考えられる。

12～15層 は泥炭質粘土と粘土が互層になる自然堆積層で合わせて80cm程の厚さになる。

層序 土 色 土 性 粘  性 しまり 層厚 (cm) 備 考

1日 耕作土。

2 暗オ リーブ灰色  2 5GY4/1 粘土 あ り あ り 4-10 酸化鉄・ マンガ ンを斑状に含む。

灰責褐色     10YR4/2 粘土 あ り あ り 7-20 酸化鉄・ マンガンを 2層 より多 く含む。上部 に厚 さ 2 cmの 黄褐色粘上を部分的に含む
^

にぶい黄褐色    10YR4/3 粘土 あ り あ り 6-15 酸化鉄 。マンガンを斑状 に含むが、マンガンが多い。3a層 よりやや明るい。

4 褐灰色      10YR4/1 粘 土 あ り ややあり 3-8 酸化鉄 。マンガンを斑状 に含む。上部 に厚 さ l cm程の黄褐色粘上 をわずかに含む。3b層

より黒味が強い。

5 にぶい黄橙色   10YR6/3 粘土 あ り ややあり 34-5
6 灰黄褐色     10YR4/2 粘 土 あ り ややあり 3へ 8́ 下面やや乱れる。

7 オリーブ灰色  2 5GY4/1 粘 土 あ り な し 2-5 薄い黒色粘土層を上部 に部分的に含む。

8 オリープ灰色 5CY5/1 粘 土 あ り ややあり 3^ヤ 10 薄い黒色粘土層を中央 にす じ状 に含む。

9 オ リーブ灰色   2 5GY5/1
褐灰色      10YR4/1
黒色

土

土

土

粘

粘

粘

5^´ 8 互 層

10 灰色        5Y4/1 粘 土 あ り ややあり 3-8 下面やや乱れる。水田耕作上 ?

11 緑灰色       7 5GY5/1 粘土 あ り な し 6-15
暗灰黄色     25Y5/2
黄灰色      25Y5/1
黒色      10YR1 7/1

粘土

粘土

泥炭質粘土

あり

あり

あり

なし

なし

なし

10-15 互層。植物遺体を含む。

黄灰色      25Y4/1 粘 土 あ り な し 5-10 植物遺体 を含む。

14 黒色       10YR1 7/1 泥炭質粘土 あ り な し 10-17 植物遺体 を含む。

15 黄灰色      25Y4/1
黒色      loYR1 7/1

粘土

泥炭質粘土

互層。植物遺体 を含む。

16 黒色       25Y2/] 粘 土 あ り な し 20-30 植物遺体 を含む。薄い黄褐色粘土層を上部に含む。下面乱れ、樹根 を含む。

黒褐色      25Y3/1 粘 土 あ り な し 16・ 17層 を部分的にブロック状 に含む。

17 灰色        5Y4/1 粘 土 あ り な し 10-20 植物遺体 を少量含む。

18 黒褐色      25Y3/1 粘 土 あ り な し 5-15 植物遺体 を少量含む。

19 灰色        5Y4/1 粘 土 あ り な し 6^ν 15 凝灰岩粒 (径 l cm)を 稀 に含む。植物遺体 を少量含む。

オリーブ黒色    5Y3/1 粘土 あ り な し 8-15 値物遺体 を少量含む。

灰オ リーブ色    75Y4/2 粘土 あ り な し 10-20 砂粒 を少量含む。植物遺体 を少量含む。

22 オリーブ黒色     5Y3/1 粘土 あ り な し 6^ン 20 植物遺体 を少量含む。

黒色       25Y2/1 粘土 あ り ややあり 10-20 植物遺体を少量含む。

オリーブ黒色    5Y3/1 粘土 あ り な し 6-10 植物遺体 を少量含む。

オリープ黒色    5Y2/2 粘土 あ り な し 植物遺体 を少量含む。

灰色        5Y4/1 粘 圭 あ り ややあり 8-15 植物遺体 を少量含む。

オリープ黒色     5Y3/1 粘土 あ り ややあり 15-20 淡いビンク色の火山灰 をプロック状態に含む。植物遺体 を少量含む.

暗緑灰色    7 5GY4/1 粘土 あ り な し 5 ヤヽ10 植物遺体 を少量含む。

オリープ黒色     5Y3/1 粘上 あ り あ り 15-30 植物遺体を少量含む。

暗オ リーブ灰色  2 5GY4/1 粘土 あ り ややあり 10-20 植物遺体 を少量含む。

オリーブ黒色    5Y3/1 粘 土 あ り あ り 30^′ 50 植物遺体を少量含む。

緑灰色     7 5GY5/ユ 粘 土 あ り ややあり 5-20 植物遺体 を少量含む。

緑灰色      10GY5/1 粘 土 あ り かなりあり 10^ヤ 15 植物遺体 を少量含む

緑灰色       10GY6/1 粘 土 ややあり かなりあり 15へ 2́5 細砂 を霜降 り状 に含む。

漫い緑灰 粘 土 かなりあり 非常に堅い層。オ リーブ灰色 と霜降 り状になる。

第
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70m―

第 2図 基本層序断面図

16～31層 は黒褐色系と灰色系とが交互になる粘土層で、16・ 23層の下面には根の痕跡状の落ち込みが見られる。

27層 には淡いピンク色の火山灰が小プロック状にわずかに含まれている。この火山灰は、分析の結果 (第 3章)約

5500年前の十和田中諏テフラの可能性が高いことが判明している。

32層以下はグライ化が顕著な緑灰色の層である。特に35層 は非常に堅 く、これが旧石器時代の腐植層の上位によ

くみられる固結粘土層 (太田 :1995)に 相当する可能性があるが確証はない。

35層以下は安全性を考慮し掘 り下げは断念したが、ボーリング棒によりさらに約 lm土層を確認した。以下80cm

は緑灰色の砂と粘土層が続き、やや暗い層が厚さ 5 cmで確認されている。これが旧石器時代の腐植層であるかは不

明である。基底礫層は不明である。

4 検 出 された遺構 と遺物

(1)2層

性格不明遺構 (SX)を 1条検出した。

SX01(第 3図 写真 1-3・ 4)

調査区の北西隅で検出した。3b層上面で検出したが西壁断面より2層の遺構 と判断した。検出長は3.7m、 幅

0.4～ 0,7m、 底面0.1～ 0.2m、 深さ56～93cmで ある。平面形は北から南へ曲がる濤状を呈するが、底面が細 く蛇行

し凹凸がある。壁の立ち上がりは凹凸がみられ不安定である。堆積土は 3層で粘性が強 く、締 りがなく、特に3層

はかなりべたつく軟弱な層である。濤や自然流路 とは異なる自然の営能力によるものと考えられる。遺物は出上し

ていない。

2層出土遺物

土師器 2点、須恵器 1点、陶器 2点、磁器 1点、素焼土器 2点、古銭 1点が出土している。土師器は細片で器種

調整不明である。須恵器は甕の体部片 (第 6図 1)で外面平行タタキである。陶器は播鉢の体部片 (同図 2)で、

すじ目に鉄化粧の痕跡が観察される。丹波産で17世紀前半と考えられる。古銭は寛永通費の「文銭」 (同図 3)であ

る。
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(2)3層

濤跡 (SD)を 1条検出した。

SD01(第 3図 )

調査区の中央やや西寄 りで検出した。3b層上面で検出したが南壁断面より3a層上面の遺構 と判断した。規模は検

出長8.5m、 上幅0.5m前後、下幅0。 15～0.3m、 深さ6～ 12cmで ある。方向はほぼ真北で直線的に伸びる。断面形は

やや不整形な皿状を呈する。底面は平坦でほぼ水平である。堆積土は 1層で出土遺物はない。

3層出上遺物

陶器 2点、磁器 2点が出上している。いずれも細片で図示していない。陶器は灰釉の碗で 1点は瀬戸美濃産 (写

真 2-1)で 、 1点 は大掘相馬産でともに18世紀のものである。磁器は肥前産の急須の蓋 (18～ 19世紀)と産地不

明の色絵の碗 (19世紀後半)である。

850m引

Ａ

く

と

百

Ｅ・４＋Ｎ

十
Ｅ一４

A
870m―引

A′

SD01  
ト

SX01 土層注記

1層 :灰色 7.5Y4/1 粘土

2層 :灰色 7.5Y5/1 粘土

3層 :灰色 75Y4/1 粘土

SD01=上層

'主

記

1層 :褐色 10YR4/4 粘土

粘性かなりあり。しまりなし。マンガン粒含む。

粘性かなりあり。しまりなし。酸化鉄をかるく含む。

粘性非常にあり。べたつく。かなりしまりなし。 1層 より若干暗い。

粘性あり。しまりあり。マンガン・酸化鉄も斑状に含む。下部に黄褐色の細いプロックを含む。

第 3図 SX01・ SD01平面・断面図
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(3)10層

10層水田跡 (第 5図 )

調査区南側で10層 を掘 り下げ中に■層の帯状の伸びとして、凝似畦畔Bを 2条 (1・ 2)と 区画①を検出した。

10層 は下面に凹凸がみられ撹拌を受けた層相で水田耕作土壌を呈していること、■層が自然堆積層であること、

プラントオパール分析で水田跡の可能性が指摘されていることなどから、前述の11層の帯状の伸びを10層水田跡が

形成した擬似畦畔Bと判断した。

擬似畦畔 1は方向が北西 (N-55° 一W)、 検出長6.5m、 幅0.2～0.35mでぁる。 2は方向が北東 (N-43° 一E)、

検出長が 3m、 幅が0。 15～0.3mでぁる。

10層 は灰色粘土層で全域に分布する。しかし、層厚が東半で 5～ 10cmと 西半よりやや厚 く、下面の凹凸も東半が

顕著であることから、境界線は不明だが耕作域は擬似畦畔の検出された東半部である可能性 も考えられよう。

出土遺物はない。

(4)16層

樹根跡 (写真 2-3)

深掘区東半部の16層下部で小規模の根株を検出した。平根、

根株は16～17層 にかけて出上しているが、互いに連続した状態

では検出できなかった。なお、17層上面では樹根状の16層の落

込みを検出している。

(5)2彊

樹木片 (第 4図 )

24層中で長さ約90c14、 径約 10cl■の樹木片を横位で検出した。

E-4

|

N-6-一一

E-12

|

―――N-6

E-12

0                      1m

第 4図 24層樹木片
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第 5図 10層水田跡
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一端が尖っているが加工されてはいない。

6 遺構の所属年代 とまとめ

(1)検出した遺跡は、 2層で性格不明の遺構 (SX01)、 3b層で濤 1条 (SD01)、 10層水田跡である。また、 2～ 6

層は層相から水田土壌の可能性がある。

(2)周辺調査区との対比

今次調査区は富沢遺跡における北部A地区基本層序 (佐藤甲 :1991)に 包括される。近接した調査 として、41次

(佐藤甲 :1989)、 49次第 8地点 (佐藤甲 :1990)、 64次 (佐藤淳 :1991)がある。それらとの層の対応関係は層相

から以下のようになる。

今次  41次  49次 -8地点 64次  北部A

7       6

8a

8   8b

9a(弥 生 :十三塚式期水田跡 )

8   9b

8      10a

10b(弥生 :水田跡)或いは10d(弥生 :水田跡 )

9       10e

ll(弥生 :桝形囲式期水田跡 )

10      12a

10    12b

ll      13

(3)SX01

2層上面で検出された SX01は、不整形な形状や基本層を撹拌したような堆積上の状況から人工的なものではな

く自然営力によるものと判断された。同様のものが87・ 89次等で確認されている。

(4)SD01

SD01か らの出土遺物はないが、検出面の 3層から19世紀後半の磁器が出上 していることから近代以降のものと

考えられる。南の隣接する41次調査においても南北の濤跡が検出されているが位置が不明のため対応は不可能であ

る。

(5)10層水田跡

出土遺物はないが、北部A地区基本層序の10b或いは10d層 に対応することから、弥生時代の桝形囲式期から十三

塚式期にかけての時期に位置づけられよう。擬似畦畔が 2条検出されたのみであるが、10b或 いは10d層 が西半で薄

くなることから耕作域の境界が存在 した可能性が考えられる。近辺における同時期の水田ないし水田耕作土は53

次・ 83次でともに北部A地区基本層序の10d層 である。

5

6

7       5

8       5

9       6

10      7

11      8

12       8

13      8

14      9

5b

6b

8b

9b

10a

10e

12a

12b

13

Cln

崇

図版番号 種 類 特 徴 残    存 写真図版 登録番号

1 須恵器 襲 2層 内面ナデ、外面平行 タタキ 体部片 2-3 E-1
2 陶器 摺鉢 2層 す じ目に鉄化粧の痕跡、丹波産、17C前半 体部片 2-2 I-2
3 古銭 2層 寛永通費「文銭」長さ2 5cm 厚さ1 14cln 約1/2 2-4 N-1

第 6図 出土遺物



2.調査区近景 (西から)

4.SXOI断面 (西壁)

SX01(南から)

5. 3層 下部地割れ状 (南 から)

6. SDOI(南 か ら)



1.10層水田跡 (南 か ら)

3.24層 樹木片 (南 から)

2.16層 樹根痕 (南 から)

写真 2

4.出土遺物
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第 3節 富沢遺跡第97次調査

1 調査に至る経緯

平成 7年 10月 ■日付けで、松浦 学氏よりRC 7階建共同住宅建設の発掘届が提出されたが、当教育委員会では 7

年度の調査は決定していたため、平成 8年度の発掘調査として受託することでご了解を得たものである。

平成 8年 3月 、発掘調査の実施に先立ち申請者側 と第 1回 目の協議を持った。内容は調査時期、期間、契約額、

事前の準備事項などであり、以後も打ち合せを重ね契約を交わし、 9月 5日から発掘調査を開始した。

2 調査の方法

調査箇所は富沢遺跡のやや南西部にあたる。付近は20年 ほど前に行われた区画整理以後は 1～1.2mほ どの盛上が

なされ宅地や店舗等になっている。それ以前は水田として利用されており、調査箇所は泉崎の集落南側の等高線が

ややくばむ谷の中央やや北よりに位置している (第 1図 )。 旧字名では泉崎前にあたる。

今回の調査対象面積は590m2で ぁる。その中に東西25m、 南北 9～ 1lm、 面積240m2の 調査区を設定した。測量基

準線は調査区南西隅外の任意の点を原点 (N=00、 E=00)と して、南北方向をN01～ 13、 東西方向をE01～ 27と

した。遺跡内の正確な位置は調査地内の任意の 2点 A(X=-197863.026m、 Y三 十3557.125m)、 B(X=―
197869.745m、 Y=+3601.245m)の平面直角座標系Xにおける座標値を計測し把握している。

遺構の実測、写真などは95次調査 と同様である。土壌サンプリングは、プラント・オパール分析用に7a・ b層を中

心に5地点で計21点、火山灰分析用に15層で実施している。

調査は平成 8年 9月 5日から調査員 2名、作業員21名の体制で開始した。盤土及び旧耕作土は重機により除去し、

以下は人力により掘 り下げた。なお、調査区周囲には土層観察およびラF水用の側濤を設けた。近世以降と考えられ

る2層の水田跡から弥生時代の水田耕作土を掘 り上げた 8層上面までは全面調査を実施した。 8層以下は縄文 。旧

石器時代の層の確認を目的とし調査区を縮小した(5× 9m)。 深掘に関しては安全性を考慮し、該当層までできる

限り広い面積を確保し行うこととした。16層で縄文時代早期末の遺物を含む層を検出した。さらに約1.5m掘 り下げ

(深度約 5m)22層 まで確認したが、湧水が激しく安全性を考慮し掘 り下げを終了した。旧石器時代の層は確認さ

れなかった。調査の一切を終了したのは11月 26日 である。

第 1図 調査区位置図 (1)
第 2図 調査区位置図
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3 基本層序

確認された層は大別で22層、細別で24層である。層序を大まかにみると1～ 5層がシル ト・粘土層、 6～ 12層が

粘土や泥炭質粘土と粘上の互層を中心としたとした層、13層以下がシル ト・粘土層となる。顕著なグライ化は15層

以下である。

1層 は旧水田耕作土、 2～ 5層 も水田耕作土と考えられる層である。これらの層には、下面の凹凸が著しなり、

層の下部には直下に層を起源とするブロックが分布する、という水田耕作土に一般的な特徴が認められる。

2層は東側に薄 く西側に厚 くなるが、それは東側では2層上部が 1層の耕作により影響を受けたためと考えられ

る。 3層は東側に部分的に残存するのみである。 4・ 5層 は平安時代の水田耕作土と考えられる。 4層中には10世

紀前半に降下したとされる灰白色火山灰がごくわずかに小ブロックで含まれる。 4層は東に厚 く堆積する6層の砂

第 1表 基本層序注記表
層序 土 色 土 性 粘 性 しまり 層厚 (cm) 備 考

1 黒褐色     25Y3/ユ 砂質シル ト ややあり ややあり 旧水田耕作土。

2 黒褐色     10YR3/1 ンル ト あ り ややあり 10ヘン20 水田耕作土。上部 に酸化鋲集積。酸化鉄糸捜 伏。砂粒・ 風化 。凝灰岩含む。下面凹凸あ り。

3 暴色     10YR2/1 砂質シル ト ややあり ややあり 2-5 水田耕作土。部分的に残存するのみ。

4 黄灰色     25Y4/1 砂質シル ト ややあり ややあり 5-15 水田耕作土。灰白色火山灰 をわずかに小プロックで含む。酸化鉄糸捜 伏。下面凹凸あ り。

5a 黒色      10YR2/1 粘上 ややあり な し 5-20 水田耕作土。酸化鉄糸根状。下面凹凸あり

黒色       10YR2/1 粘土 あ り な し 5-15 水田耕作上。5a層 よりやや黒い。酸化鉄管状。下面凹凸あり。

6 黒色     10YR1 7/1
灰黄褐色    10YR4/2
灰オ リーブ色   75Y5/2

泥炭質粘土

粘土

粗砂～細砂

あり

あり

なし

なし

なし

なし

5-40 自然堆積層。互層。上部が砂で、下部が粘土 と泥炭の互層 となる。

黒 色 OYR2/ユ 粘土 あ り な し 5-25 水田耕作上。植物遺体・ 風化凝灰岩を含む。下面に凹凸あ り。

7b 黒褐色

黒色

OYR3/

OYR2/

粘土

泥炭質粘土

あり

あり

なし

なし

4-10 自然堆積層。互層。黒褐色粘上の方は7a層 より明るく、褐色気味に見える。

8 黒色     10YR1 7/1
灰黄福色    10YR4/2

泥炭質粘土

泥炭質粘土

あり

あり

なし

なし

自然堆積層。黒色上の方は植物遺体を多く含む。

９

　

　

１０

黒色      10YR2/1
黒褐色     10YR3/2
黒褐色     10YR2/2

泥炭質粘土

泥炭質粘土

シル ト質粘上

あり

あり

あり

なし

なし

なし

15

10-15

自然堆積層。下部が明るい。植物遺体 を含む。

自然堆積層。植物遺体 を含む。下面に凹凸あり

灰オリーブ   75Y5/2 粗砂 な し ややあり 自然堆積層。下部 に大粒の砂、風化凝灰岩 を含む。

灰黄褐色    10YR4/2
黒色     10YR2/1

粘土

泥炭質粘土

あり

あり

なし

なし

10-15 自然堆積層。互層。植物遺体を含む。

黒色       10YR2/1 粘 土 あ り な し 5-10 自然堆積層。植物遺体を含む。

黒褐色      5Y3/1 粘土 あ り な し lll-20 自然堆積層。植物遺体 を含む。

灰オリーブ色  75Y4/2 シル ト質粘土 あ り な し 30^ヤ 40 自然堆積層。植物遺体 を含む。火山灰 を極少ブロックに含む。

オリープ黒色  75Y3/2 あ り な し 20へ 3́0 自然堆積層。植物遺体 を含む。下面に凹凸あ り。遺物 を含む。

暗緑灰色     5GY4/1 砂質 シル ト ややあり な し 15-25 自然堆積層。植物遺体 を含む。16層 をブロックに含む。

暗緑灰色    10GY4/1 細 砂 ややあり な し 自然堆積層。植物潮 本を含む。

暗緑灰色    5GY4/1 砂質 シル ト ややあり あ り 自然堆積層。櫨物遺体 を含む。

暗緑灰色    10GY4/1 シル ト質粘土 ややあり かなりあり 10-15 自然堆積層。楢物遺体を含む。

緑灰色     10GY4/1 シル ト質粘土 ややあり かなりあり 10-15 自然堆積層。植物遺体 を含む。

暗緑灰色   7 5GY4/1 シル ト あ り あ り 10ヽ 1́5 自然堆積層。植物遺体 を含む。
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層のため、東側ほど砂のブロックを増してより砂質化し西側ほど粘土質化している。5a層はより西側に分布する。

5b層 は西側で5a層 により撹拌を受けている。

6層 は上部が若干の薄い粘土層を挟む砂層、下部が泥炭質粘土と粘上の相互 となる自然堆積層である。砂層は北

東、特に7a層の畦畔 1の北側に厚 く(最大厚40cm)調査区中央まで分布し、北東から南西への傾斜を形成している。

この砂の堆積は 6層 より上位各層の微地形に影響を及ぼしている。

7a層 は弥生時代 と考えられる水田耕作土で、黒色の粘上である。7b層 は7a層 より明るく褐色気味に見える層で、

7a層の母材 と考えられる。

8層以下は自然堆積層で、■層には層厚40cmの 厚い砂層があり、15層以下はグライ化する。15層 には白色の火山

灰が極小ブロックで含まれる。

16層はグライ化した中でも黒味を帯びた層で縄文時代早期末の遺物を含む層である。下面に凹凸が見 られるが樹

根などによるものと考えられる。20・ 21層 はかなり堅 く、これらが旧石器時代の腐植層の上位によく見られる回結

粘土層 (太田 :1995)に相当する可能性があるが確証はない。22層以下は湧水が激しくなり安全性を考慮し掘 り下

げは標高約6.8mで断念した (深度 5m)。 ボーリング調査によれば基底礫層は標高5.5～ 6.Omでぁる。

4 検 出 され た遺構 と遺物

(1)4層

4層水田跡 (第 5図 )

4層 は黄灰色の砂質～粘土質シル ト (東 に行 くほど砂質化する)で、全域に分布している。層中にわずかに灰白

色火山灰を含む。

畦畔状高まり3条、段差 1ケ所、区画 5区画、土坑 (SK)2基を検出した。

畦畔状の高まりは、真東方向の 1と それに接続する南北方向の 2・ 3である。 1は上端幅0.5～0.7m、 下端幅

0.6～ 1.2m、 高さが残存のよい所で 6 cmで、方向はN-90° 一Eである。検出長は23.5mで ぁるが 3と の交差点より

東は長さ約5.5mの段差で検出されている。2はやや東に振れて(N-20° 一E)交差する。交差点の北側が上端幅0.7

m、 下端幅1.3mと 太 く、南側が上端幅0.4～ 0.7m、 下端幅0.7～0.9mと やや細 く、高さは良好な部分で 6 clnで ある。

3は 1に ほぼ直角に接し方向はN-5°一W、 規模は上端幅0.5m、 下端幅0.8m前後、高さは良好な部分で 7 cmで ある。

4は東西方向の段差で東端が北へ くぴれている。方向はN-80° 一E、 高さは良好な部分で 4 cmで ある。

区画は 5枚あるが全体のわかるものはない。③ は段差の 4な どか らさらに区画される可能性がある。標高は

10.2～ 10.35mで、③の西半が最も低い。③の東半が高いのは 6層の砂層が厚 く堆積しているためである。

水口状のものが 1と 2の交差点で検出されている。南側は 2が途切れており幅0.9m、 深さは 4 cmである。他は凹

み状で幅0.5～ lm、 深さ2～ 4 cmで ある。畦畔状高まりに接して濤状に浅 く落込む部分が 3ケ所検出された。1の

中央南側、 2の西側、 3の東側である。長さは 2～ 4m、 幅0,7前後、深さ 5 cm前後である。堆積土は基本層 2層で

ある。

SK01・ 02は 区画④内で検出された。SK01は 、径約1.2mの ほぼ楕円形、深さ20cm、 SK02は 0.8× 1.2mの楕円形、

深さ10cmで ある。堆積土はいずれも基本層 2層である。底面、壁 とも基本層 4層であることから、下層に土坑状の

存在が予想されたが、 5層上面でも5層が底面、壁 となる浅い凹み、 6層では凹みがなくなることか ら、遺構 とは

認め難 く、上位から強い圧力を受けへこんだものと理解した。

この水田面での畦畔状の高まりは、その上に上層の撹拌があまり見られないこと、畦畔状の高まりの脇に上層の

耕作が深 く及んだ落込みがあること、畦畔状の高まりの直下に疑似畦畔がないことなどから4層に伴 うものではな

く、 2層の形成した擬似畦畔と考えられる。
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出土遺物は弥生土器片と須恵器片で、 1は須恵器は甕の体部片である。2は弥生土器はLR縄文の小片である。

(2)5層

①5a層

5a層は層相から水田土壌と判断されたが畦畔などの遺構は検出されなかった。

②5b層

5b層水田跡 (第 6図 )

5b層は黒色の粘土層でほぼ全域に分布するが、西端付近では5a層の撹拌を受け残存が悪 くなっている。

畦畔状高まり5条、段差 2ケ所、区画 7区画を検出している。

畦畔状高まりは、ほぼ東西方向にのびる1と その延長方向の段差 3・ 5、 それらに接続する 2・ 4・ 6。 7であ

る。1は方向がN-85°一Wで上端幅0.5～ lm、 下端幅0.8～ 1.2m、 高さは良好な部分で 4 cmで ある。3はやや北に

振れN-77°一Wで高さは良好な部分で 7 cmである。 5は真東方向(N-90° 一E)で高さは良好な部分で 5 cmである。

1・ 3・ 5は、 3の方向がややずれるものの連続するものと捉えられよう。 2は 1・ 3に広がりながらほぼ直角に

接するもので方向はN-10°一E、 上端幅0.4～ 0。 7m、 下端幅0.6～ lmで、高さは良好な部分で 6 cmで ある。4は 3・

5に直角に接するがほぼ西側の段差のみとなっている。その方向は真北方向 (N-0° 一E)で、高さは良好な部分で

5 cmで ある。 7は 4に直角に接し、 6は 7に直交する。 7の方向はN-85°一W、 上端幅0.6m、 下端幅0.7mで、高

さ4 cmで ある。 6は方向N-3°一Eで上端部0.5～ 0.8m、 下端幅0.6～ lmで、高さは 4 cmほ どである。

区画は 7区画検出されているが全体のわかるものはない。規模のわかるものでは③ と⑥の東西で約7.5mと 約3.3

m、 ④ と⑤の南北が約 4mでぁる。標高は10.15～ 10.3mで北東が高 くなっている。

畦畔状高まりの下位に擬似畦畔は検出されていない。

この水田跡は、畦畔状高まりの上に上層の撹拌があまり見られないことや、下位に擬似畦畔がないことなどから

上層の 4層あるいは5a層の形成した擬似畦畔の可能性が高いといえよう。出土遺物はない。

(3)6層

6層上面で畦畔状高まり1条 と段差 2ケ所を検出した(第 7図 )。 6層は上部が砂層で、下部が粘土層の自然堆積

層であることから、畦畔状高まりは擬似畦畔 B、 段差は耕作深度の違いにより生じたものとして擬似畦畔Bに準ず

るものと捉えられよう。したがって、これらの遺構は上層の5bの水田跡が形成したものと考えられる。 2は擬似畦

畔Bで方向がN-85°一Wの ほぼ東西である。 1・ 3は段差で 1の方向がN-67°一E、 3が N-74°一Eと並行してい

る。出土遺物はない。

(4)7a層

7a層水田跡 (第 8図 )

7a層は黒色の粘土層で全域に分布する。7a層を覆う6層は自然堆積層である。

畦畔 4条、段差 4ケ所、濤跡 (SD)1条、擬似畦畔B6条を検出した。

畦畔 4条は北西―南東方向に並行するものである。うち 1・ 4の 2条は規模が大きく、 1は上端幅 1～1.6m、 下

端幅 2～2.4mで方向がN-63°一W、 高さが 7～15cmと 残存の良い畦畔である。4は上端幅1.5～ 2m、 下端幅2.4m

で方向がN-46°一W、 高さが西側の良好な部分で 8 cmである。 2・ 3は SD01の両側に沿う畦畔で、方向はともに

N-50°一Wである。 2は上端幅0.5m、 下端幅 lm、 高さは 6 cm程である。 3は上端幅0.8m前後、下端幅1.3mで、

高さ 3 cm程である。 2・ 3が同一の畦畔で SD01が畦畔上を流れる濤 とすれば、 2・ 3は上端幅1.9mと なり1・ 4
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種   類   I 遺構・層位

二次加工のある剣片 1  6層 下部

特徴
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と同様の大規模な畦畔となる。段差 7・ 8は 1に ほぼ直角に接続するもので方向がともにN-25°一Eである。高さ

は良好な部分で 7が 10cm、 8が 6 cmと 明瞭なものである。 5・ 6は高さが 3～ 4 cmと やや小さく畦畔にも接続しな

いが、方向が 7・ 8に並行し小区画の残存の可能性が考えられることから段差 と捉えた。

擬似畦畔Bは 7a層の掘 り下げ中に黒色の 8層が帯状にのびることで確認された。 9は段差 8の下位である。10。

11は 8に並行するがN-50°・ 45° 一Eと やや東に振れている。12・ 13・ 14は 1に並行 し、N-60°・ 50°・ 45° 一Wであ

る。これらは固定的な小区画が形成したものと考えられる。

区画は14区画確認された。 1区画の規模が推定されるのは⑥のみで、3.7× 5.8m、 面積約21.5m2である。10～ 14

の擬似畦畔Bか らは一辺が2～ 3mの小区画の存在が窺える。標高は9.85～10.lmで北西から南東への傾斜で6層

より上位の面とは異なる傾斜となっている。

SD01は調査区北西端から中央でやや屈曲しながら南東に向かい、南半では畦畔 2・ 3の間を流れる。上端幅

0.5～ lm、 下端幅0.1～ 0.3m、 深さ4～ 9硼である。断面形は浅い皿状で底面は南東へ傾斜している。堆積土は基

本層 6層の最下部黒色泥炭上である。明瞭な水流の痕跡はないが畦畔 2・ 3と 並走することなどから水田跡に関連

する水路の可能性が考えられる。

出土遺物は、弥生土器片 (第 9図 1・ 2)、 礫石器 (同図 4～ 6)、 石製品 (同図 3)である。 1・ 2は LR縄文の

体部片である。 4か ら6は畦畔上出上で、凹み痕、凹み痕 と敲打痕、摩痕のあるものである。3は石製円盤である。

罐嚢騨―�
1

Cln

0             10cm

図版番号 種  類 内 面 外 面     1残  存 写真図版 登録番号

1・ 2 弥生土器 7層 ミガキ                   I縄 文 LR 体部片 9-5・ 6 B-2
図版番号 種  類 遺構・ 層位 特 徴 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 写真図版 登録番号

3 石製円盤 7層 下部欠損、安山岩、重 さ24g 59 10-5 K-5
Ek石器 7層 凹痕、タタキ、凝灰岩質安山岩、重 さ390g 12 7 75 10-7 K-3

5 礫石器 7層 磨痕、安山岩 10-9 K-6
6 礫石器 7層 凹痕、安山岩 重 さ160g 67 10-6 K-4
7 杭 7層 丸太材 91 35 L-2

第 9図  7層出土遺物
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(5)8層

濤跡 (SD)2条 と性格不明遺構 (SX)1基 を検出した。

SD02(第10図 )

SDlと ほぼ同位置である。上端幅0.3～ 0.5m、 下端幅0。 1～0.2mで深さは 6 cmほ どである。断面形は浅い皿状で、

堆積土は7b層である。出土遺物はない。

SD03(第10図 )

7a層畦畔 1の下位に位置する。上端幅0.3～ 0.4m、 下端幅0。 15mで深さ約 4 clnは である。断面形は浅い皿状で堆

積上は7b層である。出土遺物はない。
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鶴
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種  類 遺構・層位 特 徴 石材 重量 長さ (cln) 幅 (cm) 厚さ (cln) 写真図版 登録番号

ポイントフレイク SX01・ ′ 茄 鰍 頁岩 02 10-3 K-7

第Htt SX01平面 。断面図
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SX01(第 10図 )

調査区北壁西寄 りで検出された。平面形は不整形で全体は不明である。規模は南東が4.5m以上、北東が 3m以上

で、深さは20clnで ある。堆積土は 1層で、基本層 8層 を撹拌した状況を呈していたため、プラント・オパール分析

を行ったが稲は未検出であった。底面は 2ケ所の凹みがある他は平坦である。ポイントフレイクが 1点出土してい

る。

(6)16層

16層から縄文土器片53点、石器 2点、礫石器 1点、石皿 1点が出土している(第 12図 )。 深掘区北側から石皿が出

上し、その脇に土器がやや集中する。土器片はすべて繊維を含む土器で、内外面に条痕あるいは縄文のあるものが

ほとんどである。Alの同一固体が多 く53点中13点で、石皿周辺の出上が多い。

第13図 1～ 7は同一回体の深鉢である(Al)。 体部はわずかに膨らみ、口縁部は外傾する。 1の縦位沈線の上部が

突起になる波状口縁で、その口縁部は肥厚している。口縁部の上端下端に隆帯を巡らし半載竹管による刺突を施す。

日縁部は条痕施文後、半載竹管による縦位、斜行、格子状の沈線を施文している。体部は 0段多条の LR縄文である。

日縁部内面はLR縄文で、体部内面の一部には条痕が観察される。体部内面下半に炭化物が付着している。8～10は

日縁部片で、 8は斜行沈線、 9・ 10に は隆帯がある。■・ 12は外面縄文内面条痕の体部片である。13・ 14は底部付

近体部片で、その形状から底部は丸みのある尖底 と考えられる。15は石皿である。第14図 1はエンド・スクレイパー、

2は打面側が欠損したフレイクで、ともに流紋岩である。 3は磨痕のある礫石器である。

(7)その他の出土遺物

1・ 2・ 10層から土師器、須恵器、素焼土器、石器、礫石器、金属製品などが出上している。

＝

Ｑ

Ｉ

Ｉ

第12図  16層遺物分布図
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0             10cm

図版番号 種  類 遺構・ 層位 内 面 外 面 残  存 写真図版 登録番号

1-7 縄文土器 深鉢 16層 口縁 :縄文 LR、 体 :一部条痕、炭化物付着、

肥上に繊維 を含む

口唇 :隆帯刺突、日縁 :条痕→縦位・斜行沈線

(半載竹管)、 隆帯十刺突 (半載竹管)、体 :縄

文LR(0段 多条)

9-8～ 14 A-1

8 綴文土器 深鉢 16層 マメツ、胎上に繊維 を含む 条痕 (?)→ 沈線 口縁部片 9-17 A-2

9 縄文土器 深鉢 16層 条痕、胎土に繊維を含 む 条痕、隆帯 2条、東」突 口縁部片 9-16 A-6

10 縄文土器 深鉢 16層 条痕、胎土に繊維を含む 条痕、隆帯、刺突 口縁部片 9-15 A-8

11 縄文土器 深鉢 16層 条痕、胎土に繊維 を含む 縄文不明 体部片 9-18 A-3

12 縄文上器 深鉢 16層 条痕、胎上に繊維 を含む 縄文 LR 休部片 9-19 A-4

13 縄文土器 深鉢 16層 条痕、胎上に繊維 を含む 縄文、尖底 ? 底部付近 9-20 A-5

14 蘊文上器 深鉢 16層 ナデ、条痕、胎上 に繊維 を含む 綴支 LR(0段 多条 )、 尖底 ? 9-21 A-9

図版番号 種  類 層   位 特 徴 石 材 1重量 (g)1長 さ (cm)1幅 (cm)1厚 さ にm) 写真図版 登録番号

15 石皿 16層 右側欠損 ? 安山岩 1      1  430  1  366  1  89 10-10 K-10

第13図  16層出土遺物 (1)
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0                           5crn

悦却

く(〔〔::!!】,)7  (⊂三二玲
摯

Cm                    Cm

図版番号 種  類 遺構・層位 特 徴 石 材 重量 (g) 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 写真図版 登録番号

1 エンド・スクレイパー 15層 背面に自然面 流紋岩 78 15 9-23 K-12
2 フレイク 16層 打面欠損 流紋岩 4 2 75 33 9-22 K-9

礫石器 16層 磨痕あ り 安山岩 78 10-8 K-11

第14図  16層 出土遺物 (2)

/＼

図版番号 種  類 層  位 符 徴 残  存 写真図版 登録番号

1 須恵器 甕 内面ナデ、外面平行 タタキ 体部片 9-2 E-1
図版番号 種  類 層  位 特 徴 長さ (cm) 幅 にm) 厚 さ (cm) 写真図版 登録番号

2 フレイク 2層 打面欠損、買岩、重 さ 8g 49 05 10-1 K-1
3 フレイク 10層 微細剣離あ り、珪質岩、重さ 2g 37 15 10-2 K― ユ

砥石 ? 2層 百英安山岩 重 さ150g 55 57 52 10-11 K-2
5 礫石器 2層 四痕あ り。石英安山岩質角礫凝灰岩 重 さ140g 95 8 75 35 10-12 K-13
6 鉄製品・ 不明 2層 4 4 11 9-7 N-1
7 杭 2層 焦痕あ り 92 36 2 2 L-1

第15図 その他の遺物
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5 遺構の所属年代 とまとめ

(1)検出した遺構は、4層、5b層、 6層、7a層上面での畦畔状高まり、 8層で濤 2条 (SD02・ 03)と性格不明

遺跡 (SX01)である。 2～ 5・ 7a層は水田耕作層と考えられる層である。16層からは縄文時代早期末の遺物が出土

している。

(2)周辺調査区との対比

今次調査区は富沢遺跡における南部A地区基本層序 (佐藤甲 :1991)に 包括される。近接した調査 として、 1次

(篠原・吉岡 :1989)、 4次 (同 )、 8次 (工藤 :1984)、 39次 (中富 :1989)、 55次 (佐藤甲 :1990)、 70次 (五十嵐 :

1992)、 泉崎浦 3次 (主浜 :1988)力 あゞる。それらとの層の対応関係は層相から以下のようになる。

今次  1次   1次   4次   8次  39次   55次  70次   泉崎浦  南部

IN試掘 IN試崎 泉崎

No 3 No 4  H区

3

4       3                4

5a・ b  4            4

6砂    5    2    5～ 7

6互層 6a・ b 3・ 4 5～ 7

7a    7    5    8    8B

7b      8                      9

8       9ハΨ13  6ハヤ9

1lT/」/N            13

3次   A地 区

3                          4

4       Ⅳ・ V  5(平 安 :灰 白火山灰降下以降)

5       Ⅳ・ V  6(平 安 :灰 白火山灰降下以前)

2～4e  Ⅳ    9(古 墳中期以前)

6a   5aハ∀8    Vl・ VⅢ a  ll

9        VIII b      12

13

7            14(弥 生 :寺下囲式期以前)

3a

3b

4a

6b

4b′
―V8

10 19 XV

(3)4層上面検出の畦畔状の高まりは、 2層の水田が形成した擬似畦畔と判断された (2層水田跡)。 真東方向を

基準とした方形区画を基本 と水田跡である。年代は 2層中から出土した近世の陶器や周辺との対比から近世頃と推

定される。

(4)5b層上面の畦畔状の高まりは、4層ないし5a層の形成した擬似畦畔と判断された(4層水田跡、5a層水田跡)。

両者を同時に検出した可能性が高いが、ほぼ真北を基準とした方向で方形を基調 とした水田跡である。年代は層中

から出上した土師器や灰白色火山灰のあり方、周辺調査との対比などから、 4層水田跡は平安時代の灰白色火山灰

降下以降、5a層は平安時代同火山灰降下以前と推定される。

(5)6層上面の畦畔状の高まりは、5b層 の水田が形成した擬似畦畔と判断された (5b層水田跡)。 畦畔の方向や

区画などについての詳細は不明である。 6層 は 4次の 5～ 7層 に相当し、 4次の 5～ 7層 に相当し、 4次の 4・ 5

層では古墳時代中期を中心とする遺構遺物が検出されていることや5a層の年代から、5b層 は古墳時代中期以降平

安時代灰白火山灰降下以前と推定される。

(6)7a層水田跡では、畦畔 4条、段差 4ケ所、濤跡 1条、擬似畦畔B6条を検出した。畦畔は傾斜面 と同じ南東

方向へ並行し、その規模から基幹的なものと考えられる。区画は方形を基調としているが、一辺が 2～ 3mの 区画

の存在が窺えた。濤跡も水田に関連する水路の可能性が高い。年代は、層中から年代を示す資料は出上していない

が、周辺調査との対比から弥生時代中期桝形囲式期 と推定される。

周辺の同時期水田跡畦畔は、 1次 (IN試掘配 4)5層、 3次 (泉崎 I区 )11層、 4次 (泉崎Ⅲ区)15層、 8次 8

B層、39次4a層、70次 9層、泉崎浦 3次ⅥⅡ b層で検出されている。3次以外の調査区で大畦畔が検出されている(第

図)。 その規模は下端幅で1.5～ 3mで、高さが良好に残存 している場合が多い。その方向は南東方向 (N―

40～ 65° 一W)の ものが多い。周辺地形面は、 1・ 4・ 70。 97・ 泉崎浦 3次が標高9.8～ 10.Omと ほぼ平坦で、南東に
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ある 3・ 8・ 39次が9.0～ 9.76mと 低 くなる南東方向の緩斜面である。大畦畔の方向はこの傾斜方向に沿ったためと

考えられる。

また、今次調査区南隣での55次6b層 (今次7b層)上面で SD01が検出されている。SD01は南東方向の濤で、そ

の北東側 (今次調査側)に は非耕作土層の6b層が存在する。その延長方向には今次の畦畔 4があり、 4の南西側に

は耕作上が存在する。よって、畦畔 4と 55次 SD01と の間には耕作境の在在が想定される。

(7)8層上面では溝跡 2条 と性格不明遺構 1基が検出された。SD02は SD01と 同位置にあるが、 8層は自然堆積

層であるので SD01以前の自然流路 と考えたい。SD03は 7a層畦畔 1の下位に位置する。畦畔との関連が考えられよ

う。SX01は 堆積土が基本層の撹拌を受けた様相であるが人為的営力か自然かは不明であるが、これも畦畔 1の下位

に位置することから水田に関連した濤構の可能性も考えられよう。年代は7a層の年代観より桝形囲式期以前と推定

される。

(8)16層出土遺物はその特徴から早期末葉の縄文条痕土器群に位置づけられる。類例は仙台市北前遺跡、福島県

松ケ平遺跡などに見られる。これらは梨木畑式に比定される土器群である (相原 :1990)。
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第16図 97次周辺弥生桝形囲式期水田 (1/2500)



1.東壁断面 (N8付近 )

2.南壁断面 (E21・ 22付近)

4.調査区近景 (西から)

3.深掘南壁断面

写真 |



た1/1

1.4層水田跡全景 (西 から)

2. 4層 水田跡西半 (南 か ら)

写真 2

3. 4層 水田跡東半 (南 から)



1.5b層 水田跡畦畔確認状況 (南 から)

2.5b層 水田跡唯畔検出状況 (南 から)

3.5b層 水田跡東半 (南 から)

写真 3



1. 6層 上面畦畔状遺構 (南 から)

2.7a層 水田跡畦畔検出状況 (南 から)

卜

ヽ

く

ドヽ

写真 4

3.7a層 水田跡全景 (東から)



2,7a層 水田跡西半 (南から)

ｒ
乃

3.7a層 水田跡東半 (南 から)

写真 5



1.8層SD02'SX01(南から)

2. 8層 SX01(北西から)

3, 7層 SDOI断面 (南 から)

写真 6

4.8層 SD03断面 (西 か ら)



1.16層 土器出土状況

2.16層 石皿出土状況

3.深掘区全景 (北 東から)

写真 7



1. 4層 水田跡唯畔 2南壁断面

2.5b層 水田跡畦畔 2東側南壁断面

3,7a層 水田跡畦畔 1東壁断面

4.7a層 水田跡畦畔 3南壁断面

写真 8

5.7a層 水田跡唯畔 4西側南壁断面
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第 4節 宮沢遺跡第98次調査

l 調査 に至 る経過

平成 7年 4月 17日 付けで、RC 3階建テナントビルを

建築したいとして文化財保護法に基づく届け出が成され

た。

平成 8年 3月 2日 、発掘調査の実施に先立って調査の

時期、期間、概算契約額、申請者側に準備、提供いただ

くものの第 1回 目の打ち合わせを持った。以後も打ち合

わせを重ね契約を交わし、平成 8年 6月 19日 から調査を

開始した。

2.調査の方法

調査箇所は、富沢遺跡の北部に位置する。付近は早 く

から宅地化が進み、現在約1.5mほ どの盛上が成されてい

る。区画整理前の地形を第 2図に示した。旧地名では、

長町字中谷地、鳥居原にあたる。今回の調査対象面積は

528∬であるが建物によって破壊される範囲は340m2に な

る。その中に13× 8m、 面積約112m2の やや台形の調査区を設定した。盛上が約1.5mと 厚いために安全確保のため

盛上下での調査可能面積は約60m2で ぁった。遺構の測量には、杭A・ Bを基準 として実施した。なお、基準杭の平

面座標系Xに おける座標値を計測し、遺跡内の正確な位置を把握 している (杭A:X=-197407.008m・ Y三 十

3810.793m、 杭B:X三 -197407.000m・ Y=+3801,787m)。 また、盛土上面での標高は約12mでぁる。検出され

た遺構の作図に関しては、杭A・ Bを基準として lmメ ッシュを組み縮尺 1/20で行った。遺物の取 り上げについ

ても杭A・ Bを基準としている。写真記録には35mmカ メラ 2台 を使用しモノクローム、カラーリバーサルで撮影し

X=-197 4096 km
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1060m―

960nュ ー

崩落

第
層序 上 色 土  性 粘 ′

陛 しまり 層厚 (cm) 備 考

饉土 区画整理時の猛土

la 10YR2/1     黒色 粘 土 あ り な し 区画整理前の水田耕作土

lb 75Y2/1      黒色 粘 土 あ り ややあり 0-15 西半部に分布

2 5GY2/1  オリーブ黒色 粘土 あ り あ り 5-15 層下面 に凹凸あ り (近世の水日 )

3 5Y2/1 黒 色 粘 土 あ り な し 5ヘフ20 層下面が著 しく凹凸、灰 白色火山灰をブロック状 に含む (平安か ら近世の水田)

4

5Y3/1   オリーブ黒色

25Y2/1      黒色
粘 土 あ り な し 0-10 相互、部分的な分布、植物遺体を少量含む

5 10YR2/2 黒褐色 粘土質泥隅 あ り な し 2-15 植物遺体 を多量 に含む

6 7 5YR17/1    黒色 泥炭質粘土 あ り な し 3-16 植物遺体を含む

5Y3/1   オリープ黒色 粘 土 あ り な し 2-7 植物遺体 を含む

8 7 5YR17/1    黒色 泥炭質粘土 あ り な し 5前後 植物潮 本を含む

25Y2/1      黒色 粘 上 あ り な し 2ヘフ8 層下面が国凸 (弥生水田)、 植物遺体 を含む

25Y2/1      黒 泥 炭 あ り な し 20前後 9a層水日の母材層、植物遺体 を多量に含む

5Y3/1   オリーブ黒色 泥炭質粘土 あ り な し 5^ヤ 10 値物遺体 を含む

25Y2/1      黒色 泥 炭 弱 い ややあり 10前後 値物遺体 を多量 に含む

10YR1 7/1     鼻色 粘土 強 い な し 10前後 植物遺体を含む

10YR1 7/1     黒色 粘 土 強 い な し 10前後 色片では判別できなかったが 1lb層 よりはさらに黒し

25Y4/1

10YR1 7/ユ

色

色

灰

黒

黄
粘 土 強 い な し 15-25 互層、植物遺体 を含むが量は少ない

10YR1 7/1     黒色 粘 土 強 い な し 30前後 植物遺体、炭化物 を少量含む

10YR2/1     黒色 粘 上 な し 0^ν 20 東学部に分布、火山灰のオヽプロックを含んでいる、植物遺体 を含む

10YR5/2  オリープ灰色 粘 土 強 い な し 20前後 グライ化、植物遺体 を少量含む

7 5GY6/1    緑灰色 粘上 あ り あり(強い) 60-120 グライ化、層下部に砂層を介在している、植物遺体を少量含む

17 7 5GY6/1    緑灰色 粘 土 あ り あり(強い) 0-15 グライ化、植物遺体 をわずかに含む

10YR2/2 黒褐色 粘 土 あ り あ り 0-16 部分的な分布、腐植層、針葉樹の案、枝を含む

5GY5/1  オリーブ灰色 粘 土 あ り 0ヘフ6 グライ化

5GY5/1  オリープ灰色 砂 な し ややあり 40-50 グライ化、層中に粘土層を2～ 3枚挟在する

75Y5/2  灰オリーブ色 粘上 強 い ややあり ll-10 僅かにグライ化、針葉樹、根、枝、球果を含む

10YR2/2 黒褐色 粘 土 あ り ややあり 10^´ 15 腐植層、針葉樹の案、根、枝、球果を含む、粘土層を 1～ 2枚狭在する

75Y5/2  灰オリーブ色 粘土 強 い ややあり 4-10 僅かにグライ化、針葉村の葉、根、を含む

10YR2/2 黒褐色 粘土 あ り あ り 10前後 腐植層。針葉樹の葉、根、を含む、粘上分が強い

7 5YR2/3 黒褐色 粘 土 あ り あ し 後工副２５ 腐植層、針葉樹の葉、根、枝を含む

5Y5/3   灰オリーブ色 粘土 あ り あ り 僅かにグライ化

第 3図 基本層序土色註記
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た。また、ネガカラーについては状況に応じて実施 している。土壌サンプリングはプラント・オパール分析用に 2

層から9a層 で行っている。

調査は、平成 8年 6月 19日 から調査員 2名、スタッフ23名体制で開始 した。盛土および旧耕作上であるla層は重

機により除去したが、これより以下は人力による調査を実施している。調査区周囲には土層観察および排水用の側

濤を設けた。断面観察の結果 2・ 3・ 9a層 に水田跡の存在が確認された。10層 までは、調査区全面の精査を行った

が、以下の層序に関しては断面観察の結果、自然堆積層が連続し遺構の存在する可能性は低いものとなった。従つ

て、10層以下の調査は第28次調査 (佐藤甲 :1988)な どで検出されている縄文時代早期の層の存在や、森林跡を伴

う後期旧石器時代層の有無の確認を目的としたものとした。後期旧石器時代の森林跡を検出した第30次調査 (太田 :

1991)、 第88次調査 (太田 :1995)は当調査地点から南西に約150m前後 と近接していることから、同様の森林跡の

広がりの確認が期待された。下層の調査には調査区を7× 3.5mと縮小し、安全性を考慮しながら28層 (27・ 28層 は

ポンプ穴で確認)ま で精査を行った (最下面では1.2XO.8m)。 14層で火山灰ブロック〔周辺の調査成果との対
'ヒ

よ

り、十和田中標火山灰であると予想したが、分析により沼沢テフラの可能性が高いとされた (第 3章分析。同定参

照)。 〕を検出し、18・ 22・ 24・ 27層で小枝、球果を含む腐植質粘土層を確認した。28層で標高が6mと なり、これ

以上の深掘は危険であると判断し、調査の一切を終了したのは7月 24日 である。

3.基本層序

今回の調査で確認された層は、大

別28層、細別32層 を数える。 1層 は

旧耕作上で粘土、 2層から4層 は粘

上で、2層 は近世の水田と考えられ、

3層は、層中に10世紀前半に降下し

た とされる灰白色火山灰 (白 鳥 :

1980)を プロック状に含むことから

平安時代以降の水田土 と考 えられ

る。尚、下面の凸凹は顕著である。

5層～1la層 までは、泥炭 と粘上が

互層をなしており各層に植物遺体を

含んでいる。このうち9a層 は遺物が

出上していないが、周辺の調査 との

対応から弥生時代中期の水田跡 と考

えられる。1lb層～15層 は非常に粘

性の強い粘土層である。また、14層

中には灰白色の火山灰 を含んでい

る、分析 。同定は行っていないが、

周辺の調査成果から見て縄文時代前

期に降下したとされる十和田中標火

山灰の可能性が考えられる。15層か

らグライ化が始まる。16層、17層 は

しまりの固い粘土層である。18層で

X=-197 401 km

X=-197.4076 km
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第 4図  2層平面・断面図
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針葉樹の葉 。小枝を含む腐植層を検出したが、部分的な分布である。22層、24層、25層でも針葉樹の葉・根・枝・

球果を含む腐植層を検出している。しかし、樹根は検出できなかった。設定調査区が狭いので、これ以上の深堀調

査は困難 と判断し、砂礫層までの検出は断面した。 (ポ ンプ穴で確認した27層 は腐植層、28層 は砂層である。)

層の堆積状況は、15層 まではほぼ水平に堆積しており、以下の層位では、厚 く堆積する16層、20層以外は起伏の

見られる堆積状況で一様ではない。

4.検 出 された遺構 と遺物

(1)2層の遺構と遺物

2層水田跡 (第 4図 )

2層はオリーブ黒色の粘土層である。lb層が堆積するところには、 2層はほとんど存在せず、調査区の主に東半

部において確認できた。2層の上面で段差をlヶ 所検出したが、畦畔は確認できなかった。段差の検出長5.5m、 比

高差 4～ 6 cmで、方向は、N-10° 一Eである。 2層上面の標高は、約9.9m前後である。この段差がどの段階で形

成されたかについて考えてみたい。上層のla層、lb層 もともに水田耕作上であり、このように水田耕作上が重なる

場合においては、層の帰属が問題 となって くる。今回の段差が形成された可能性 としては、次の 2つが考えられよ

う。まず 2層段階での水田耕作において、ここに段差を伴う水田区画が存在し、その後lb層水田が形成される。(こ

れは 2層段階の形状を踏襲するものである。)次にla層水田の耕作によって高い部分のlb層が削平されている。次

に考えられるのは、lb層水田の耕作において、この段差を生じるような耕作が成された場合で、このときには 2層

上面の耕作痕はすべて削平されている。その後la層水田の耕作によって高い部分のlb層が削平された場合である。

今回の検出状況では、このどちらかであるかを確認することは困難であったので、この段差がどちらに帰属するか

については不明であるとしておきたい。

Y=+3 802 km

第 5図  3層平面図
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遺物は、層中から染付の陶器の皿の破片が 1点

出上したのみである。産地は肥前で、時期は近世

以降と考えられる。

(2)3層の遺構と遺物

3層上面で畦畔 2条 と、畦畔に挟 まれた濤跡

(SD)1条 を検出した。

3層水田跡 (第 5図 )

3層は、黒色の粘土層である。層中には灰白色

火山灰をブロック状に含んでいる。この灰白色火

山灰は、富沢遺跡における他の調査箇所において

10c前半に降下したとされる十和田a火山灰 と層

の特徴が似ているので、同様のものと考えられる。

層下面の凸凹は著しい。調査区全面に分布するが、

北半部は 2層水田の耕作により削平され、遺存状

況は悪い。畦畔は 2条で平行しており、方向はN―

10° 一Eである。規模は、 2条 ともほぼ同じで検

出長約5.5m、 上端幅約0.6m、 下端幅約0.8m、 水

田面からの高さは約 3 cmで ある。水田区画につい

ては不明であり、面積 は預1り えない。標高は、

9。 8～9.85mで、北東から南西方向へ緩やかに傾斜

している。

遺物は出上していない。

SD01

SD01は 、畦畔 1、 2に挟まれた濤跡である。方向は、N-10° 一Eである。規模は検出長約5.5m、 上端幅約0.6

m、 下端幅約0.3m、 深さ約 5 cmで ある。北東から南西方向に傾斜している。断面形は、逆台形である。埋土は、基

本層の 2層が堆積しているが、一部濤底で砂の堆積するところが認められ水が流れた痕跡を示しているので、SD01

は 3層水田に伴う水路であった可能性が考えられる。

遺物は、濤底面から、金属製品が 1点出土した。煙管の吸い口で、内部に羅宇は遺存していなかった (第 8図 3)。

(3)5層の遺構と遺物

5層上面で濤跡 1条を検出した。

SD02(第 6図 )

5層の上面で検出し、方向はほぼ真北を向いている。直線的な濤で、規模は検出長約5m、 上端幅約0.35m、 下端

幅約0.2m、 深さは約 2 cmで ある。断面形は浅い皿形で、壁面は緩やかに立ち上がる。底面には緩やかな起伏が見ら

れる。埋土は 1層で粘性の強い黒色の粘上である。

遺物は層中から金属製品が 1点出上した。煙管の吸い口で、内部に羅宇は遺存していなかった (第 8図 4)。

S D02

第 6図  5層平面・断面図
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X=-197 4078 km

Y=+3 802 km

第7図 9a層平面・断面図

(4)9a層の遺構と遺物

9a層上面で畦畔18条 と、水田区画 4区画を検出した。

9a層水田跡 (第 7図 )

9a層は、黒色の粘土層であり、層中には植物遺体を含んでいる。層下面の凸凹は、認められるもののあまり顕著

ではない。また、層中には下層上である9b層をブロック状に含んでいる。

遺存状況が悪 く完全な形で検出されたものはないが、畦畔18条 とこれらによって区画されると想定できるものが

4区画、水口と思われる箇所を lヶ 所検出した。畦畔 1、 2は比較的規模の大きな畦畔で状況から見て基幹的な性

格を持つ畦畔 と考えられる。 1は方向がN-45° 一Eで、上端幅約0.7m、 下端幅約0.9、 水田面からの高さは約 5

cl■である。 2は 1と 交わり方向はN-65° 一Wで、上端幅約0.8m、 下端幅約 lm、 水田面からの高さは約 3 cmで あ

る。畦畔 3以下は、畦畔 1、 2に取 りつくものがほとんどである。しかし、遺存状況が悪いために詳細は不明な点

が多いが、畦畔 1、 2と の接続がわかる部分では、「T」 字状が多い。

これらの畦畔に区画されることが想定できる水田区画は、①から④ 4区画である。それぞれの大きさは、1.3m2

～1.9m2で 2m2に満たない小区画のものである。水田面の標高は9.6mほ どで北西から南東方向への傾斜が見られる。

作土は、自然堆積層である9b層 を撹拌している。層下面の起伏はあまり顕著ではなく、10層 までは耕作までが及

んでいない。

Y=+3 810 km
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遺物の出土は見られなかった。

(5)旧石器時代相当層の調査

10層以下には遺構が存在しないことが断面観察より確認されたために、周辺の調査で確認されている旧石器時代

層の確認のために調査区を縮小して深堀を行った。その結果、18層で針葉樹 (グイマツ)の葉、根、枝、球果を含

む腐植層を検出した。更に、22層、24層、25層でも球果等を含む腐植層を検出したが、樹根のような物は検出され

なかった (写真図版 3)。 しかし、これらの層は安定した堆積状況を示すものではなく、大きく波打ち所々にしか存

在していない。石器等の遺物は出上しなかった。

(6)その他の出土遺物

1層から陶器の播鉢底部を出上した (第 8図 1・ 2)。 産地は在地と思われるが、特定はできない。時期は、室町

時代頃と考えられる。

0              5 cm

第 8図 出土遺物
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98次
図版番号 種     別 特 徴 長 さ (伽 ) 幅 (cm) 厚さ (cm) 写真図版 登録番号

3 金属製品 キセル 基本層  1層 すい日のみ (75) 6-4 N-2
金属製品 キセル SD01(3層 )、 1層 すい回のみ 6- N-3
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5。 遺構 の所属年代 とまとめ

1。 今次調査は、富沢遺跡の中心から北よりの地点にある。近接した調査 として、 7次 (篠原・吉岡 :1989)・ 25

次 (松本 :1987)・ 50次 (佐藤淳 :1990)。 76次 (五十嵐 :1992)・ 88次 (太田 :1995)がある。また、富沢遺跡北部

東側基本層序 (佐藤甲 :1991)に 包括される。それらの層との対応関係は層々から次のようになる。

今次  7次   50次  76次  88次  北部

2

3

4

9a  7C

9b

14      24

20

21

22

3   4a  4a

9a

2    (近 世～現代 )

(平安 :灰白色火山灰降下以降)

(弥生 :桝形囲式期)

3

4a

ll

8

9b

9C

23                              1o

24                              1l a

25                       1l b

2.検出した遺構は、 2層で段差、 3層で畦畔 2条 と濤 1条 (SD01)、 5層で濤 1条 (SD02)、 9a層で畦畔18条 と

それらによって区画された区画を4区画検出した。

3. 2層で検出した段差は、水田耕作に伴うものであることは確認できたが、 2層に伴うものか上層に起因するも

のかの判断はできなかった。年代は層中から出上した陶器から近世以降現代までの水田跡 と推定される。

4. 3層水田跡では、畦畔 2条 と畦畔に挟まれた濤跡 1条を検出した。検出状況から見てこの濤跡は水田に関する

水路 と考えられる。調査面積が小さいので、水田区画等は明確ではない。年代は、時期を決定する資料は層中から

は出上していいないが、層中に灰白色火山灰を含むことや周辺の調査との対応から平安時代 (灰 白色火山灰降下以

降)か ら中世頃と推定される。

5. 5層では濤跡 1条を検出している。年代を示す遺物は、層中から金属性の煙管が出上しているが、上層からの

流れ込みの可能性も否定できないことから明確な年代は決定できない。

6。 9a層水田跡では、畦畔18条、水田区画 4区画、水口 lヶ 所を検出した。遺存状況が悪いので、区画がはっきり

しないが面積 2m2ほ どの小区画水田になるものと考えられる。年代は、時期決定資料が出上していないので周辺の

調査 (7次調査 。30次調査)と の対応から弥生時代中期 (桝形囲式期)の水田跡 と推定される。また、近接する調

査では畦畔を伴う水田跡は検出されておらず、同時期の水田跡の広がりが確認できた。

7.21層以下で検出した腐植層は、主にグイマツの葉 。枝・球果を含んでいる。これらの層の自然科学的な年代測

定は行っていないが、周辺の調査の成果より後期旧石器時代の相当する層と考えられることができる。
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2 3層水田跡検出状況 (東 より)
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第 2章 調査成果

第 5節 富沢遺跡第99次調査

l 調査に至る経過

平成 8年 7月 4日 付けで、(仮称)仙台女性センター、大規模小売店舗等の建設に伴い旧東北特殊鋼株式会社 (以

下「特殊鋼」と略す)の敷地の西端に道路を建設したいとして文化財保護法に基づ く届け出が成された。平成 8年

7月 17日 に第 1回 目の話し合いが関係各課、機関との間で持たれた。内容は、調査時期、期間、契約額などであり、

以後も話し合いを随時行い契約を交わし、平成 8年 8月 19日 より調査を開始した。

2.調査 の方法

調査箇所は、富沢遺跡の北部に位置する。特殊鋼の敷地 として利用されていたところで、西隣の民地 との境には

ブロック塀が立っていた。そのため調査に先立ち塀、および基礎の撤去を行った。

今回の調査対象面積は、1300m2でぁるが、隣地が近いので安全確保のため南北約115m、 東西約 9m、 面積1026m2

の調査区を設定した(第 1図 )。 しかし、重機により盛上を排除したところ特殊鋼時代の大規模なカクランが露出し、

馨憲静息t花黙ゴたみを席ピ【と伝ζ語轟熱、製
レ

相当し、昭和29～30年頃まで存在した特殊鋼の大形池跡で

ある。(第 4図 )]。 そのため調査区を I～Ⅲ区に分け調査を

実施している。盛上を除去した後の各区の調査面積は、 I

区433m2、 H区189m2、 Ⅲ区129m2で ぁる (第 2図 )。 遺構の

測量は杭A・ Bを基準として実施した。なお、基準杭の平

も
。
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第 1図 調査区位置図
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糸
ぎ
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β
一

面座標系Xに おける座標値を測量し、遺構内の正確な位置

を把 握 して い る (杭 A:X=-197263.373m・ Y三 十

3952.337m、 抗B:X=-197370。 776m・ Y三 十3976.095

m)。 基準杭A・ Bを基に5mメ ッシュを組み南北方向をア

ルファベット、東西方向を算用数字をあて、その組み合わ

せでグリット名 とした (第 2図 )。 遺物の取 り上げ、遺構の

実測にはこれらグリットを更にlmメ ッシュに分けて行っ

ている。遺構実測図は 1/20を 基本 とし、遺物が集中する

ようなところでは随時 1/10な どで実測し作図している。

写真記録には、3511ullカ メラ2台を使用し、モノクローム・

カラーリバーサル撮影を行い、カラーネガは随時インスタ

ントカメラで行っている。また、空中写真撮影には6× 7、

4× 5の大型カメラ等を使用している。自然科学分析用と

してプラント・ オパール分析に I・ Ш区で 2層～10層、火

山灰分析用に35層から土壌サンプリングを行った。また、

37層から出土した樹木片を14c分
析用に採集している。

調査は、平成 8年 8月 19日 から調査員 2名、スタッフ23

名で開始した。盛土を重機で除去し、以下は人力による調

査を実施している。調査区の周囲には排水と土層観察を兼

ねたal」濤を設定した。断面観察の結果 5。 7・ 12・ 14層 に

水田土壌の可能性のある層の存在が確認されたので 9月 18

日、調査員 1名・スタッフ19名を増員し、遺構の検出に努

めた。また、12月 からはスタッフ17名 を増員し調査を行っ

W

ヽ
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第 2図 調査区設定図



第2章 調査成果

てい る。

16層上面までは調査区全面の精査を行ったが、以下の層位は自然堆積層が連続することが確認され、また、周辺

の調査の成果かからも同様のことが窺えるので、これより以下では28次調査などで検出されている縄文時代早期の

層および、30次・ 58次・ 88次調査などで検出されている森林跡を伴う後期旧石器の層の有無の確認を目的とした深

掘 り調査を実施した。深掘 り調査区は I区 2箇所、III区 1箇所設定し、深掘 りに関しては安全管理に十分に配慮し

ながら行った。Ⅲ区32層中で十和田中標火山灰と思われる火山灰ブロックを検出した。また、Ⅲ区35層からナイフ

形石器 1点が出上したので東南に1× lmほ ど拡張したが、これ以上の出土はなかった。Ⅲ区では37層 を確認した

段階で標高 5mと なり、また、ボーリング棒で下層に礫層の存在を確認できたことによりこれ以上の深掘りは危険

であると判断し調査を終了した。Ⅲ区で確認できた腐植層は、34層・ 37層・ 38層である。 1区では、34～37層で腐

植質粘土層を検出した。しかし、37層 まで掘 り下げた段階で湧水が激しくなり、これ以上の調査は危険であると判

断し12月 27日 調査の一切を終了した。

3.歴史的環境

富沢遺跡の全般的な自然的・歴史的環境については、すでに何度か取 り上げられており割愛する。詳細は富沢遺

跡第15次調査 (斎野他 :1987)、 同第30次調査 (太田他 :1991)の 報告書を参照していただきたい。ここでは、特殊

鋼の敷地付近について述べることにしたい。

特殊鋼の敷地内の旧地形は、北部で南側に張り出す微高地となっており、この上に金岡八幡宮が奉られている。

南部 と西部が低地になっている。特殊鋼の所有地になる前は「舞台八幡宮」 と呼ばれ、地元の信仰を集めていたよ

うだ。この人幡宮は塚上にあるが、塚自体は古墳 と理解されており、仙台市では「金岡八幡古墳」として登録して

いる。ただ、調査されたことはなく詳細は不明である。

この八幡宮は、『名取郡誌』によれば天喜年中に河内国平岡より遷祀したと言い、その後永禄年中に地元の国人領

主粟野大膳が再興したといわれる。また、『東北特殊鋼二十年小史』によれば、明治18～19年頃に火災に合いその後

荒廃していた。昭和14年 に特殊鋼がこの地一帯を購入し、その際八幡宮の再建 (昭和15年)を計った。工事直前ま

で塚上には数百年を経たと見られる老杉や二本の松、小さな堂祠があった。また、工事に際しては、延宝や安政な

どの年号のある墓石・屋根瓦・煙管などが発見されたと指摘されている (発見位置は不明)。 特殊鋼の敷地になる前

は、地元では神社の周辺にある旧字名の「宮田・八幡前。矢流」などは神域であったと言い伝えていたようである。

この神社や調査地点の属する行政単位は、中世には正応五年 (1292)の 『中務丞惟秀譲状』 (斎藤文書)に ある「な

とりのこほりひらおかのかう」|こ みられるように、片穂氏が地頭代である名取郡平岡郷に属していた。近世には「平

岡村」と呼ばれていたことが『封内風上記』などにみえる。第 3図の『名取郡北方根岸村 。平岡村入会絵図』(文政

五年)で も「平岡村」が確認できるとともに、塚上に鳥居が表現され「舞台八幡」の名が明記されている。この神

社は、前述したように河内国平岡より遷祀したという記述と村名が一致する点興味深いのであるが、これを裏付け

る資料はないようである。いずれにしろ、この神社はこの村の重要な位置を占めていたと推察される。なお、調査

区の I区内に「八幡前」と「鳥居原」の字境が位置することが、地図の検討によって判明したことを報告しておき

たい (第 3図 )。

4.基本層序

今次調査区は特殊鋼敷地内にあり、工場解体に伴つて削平され、その後山砂による盛土整地がなされていた。こ

のときの削平や工場使用時の撹乱等によって、 I・ H区の基本層上部は失われている。一方、南側のⅢ区は、元来

低地部のためか工場建設以前の耕作上が、盛土によって保存されていた。なお。調査区北部では、基本層 1層以下
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第 2章 調査成果

の層序は西壁セクションのみ確認できるが、 1～ 4層

の平面的精査 。理解はできなかった。

基本層は I・ Ⅱ区では大別37層、細別43層に分 けら

れたが、さらに細分可能な層もある。 1～ 3層 は、砂

を多量に含むシル ト系の上壌である。いずれも水田土

壌 と考えられる。 4層 は、風化礫を含みラミナ状の堆

積を示す砂層である。下部に薄い粘土層が I・ H区で

見 られ、一部で灰白色火山灰をブロック状に混入する。

5層 はかなり砂の影響が認められる。5a層は水田土壌

だが、下部に比較的厚い砂層を伴う地点(I区南半～H

区)がある。I区では本層の上面に灰白色火山灰ブロッ

第 4図 昭和30年当時の特殊鋼敷地図
『東北特殊鋼二十年史』より号1用

クがのるが、Ⅲ区では層中に混入している。H区では火山灰が確認できない。 6層 より17層 までが泥炭質粘上・粘

土層で、植物遺体の目立つ層群である。特に、H区・Ⅲ区に分布する15層 は、植物遺体を極めて多量に含有してい

る。これらの層序中、7a・ 8。 12a・ 14層が水田土壌である。また、10a層 も下面に細かな起伏があり、水田土壌の

可能性がある。ただし、畦畔等の水田施設は検出されなかった。Ⅲ区では、16層以下の層が I・ H区と異なるよう

になる。弱い還元化は、 7層以下で認められるようになる。18層 は風化礫を含む砂層であり、 I・ Ⅱ区に分布 しⅢ

区には認められない。 I区北部では層厚が非常に厚 くなっていく。19～24層 は粘土層であり、上層に比べて植物遺

体は非常に少ない。25層 は砂礫層で、上部は黒 く土壌化している。この層も18層同様、Ⅲ区では認められない。26～ 30

層は粘土層で、このうち28層 で火山灰と見られるブロックが出土した。また、28・ 29層 の上面でピットが検出され、

樹根跡 と判断した。31～36層 も粘土層であるが、還元化して緑灰色へと変化する。32～36層 は締まって硬 く、特に

33層 は緑色が強 く非常に硬い土である。腐植層そのものは検出できなかったが、腐植質粘土層 (35層)は確認でき

た。旧石器時代に相当する層である。また、34～37層 中には、針棄樹の葉が含まれているが、球果・樹根・枝等は

出上していない。37層 は砂層である。

(III区の特徴)

Ⅲ区では5a層が存在し、 9層が 2層に細分される。Ⅲ区では泥炭質粘上が発達しており、16層以下でも顕著であ

る。16～31層 は泥炭質粘土・粘上であるが、風化礫を含む24層 を境に上 。下に大別できよう。24層 自体は、 I区の

18層 に対応する可能性があろう。31層では、上面に火山灰ブロックがのり、層中から縄文時代早期末の条痕文土器

が出上した。この火山灰の存在から、 I区の28層、第98次調査区の14層、地下鉄長町南駅深掘 り区 (第 5次調査 )

の33層や、同長町南駅 B換気口区 (第 17次調査)の 24層 との対応が考えられる (1989:篠 原。吉岡)。 32～41層 は還

元化の顕著なシル トや粘上の層が主体で、締まっている。特に、38～40層 は強い還元化を受け緑色の上に変化 して

いる。但し、これらの層は I区ほど硬 く締まってはいない。腐植質化が見られるのは34・ 37層で、マツ科 と思われ

る針棄樹の葉が含まれている。また、37層では枝、38層では木片や種子 (約1.5cm× 約0.8c14° 中空)3個体分が検

出された。今回の調査で特に注目される点は35層で 1点ではあるが石器が出上したことである。本遺跡では、 これ

まで石器の出土は第30次調査地点に限られていたが、今回の出上により分布域が広がった。

以上で層序の特徴を概観 したが、次に地形 との関係について若干触れておきたい。

今回の調査区は、遺跡の北端部にあたり北側の微高地から東 。南西に下がる傾斜地である。調査区内では、 I区

中央からやや北寄 りと、H区・Ⅲ区間に傾斜の変換点があるようである。基本層序もこの変換点に対応するように、

I区北部では下層の砂層が発達しており、Ⅲ区では泥炭質粘土や粘上が発達している。 I区では、変換点付近で各

層水田跡の大畦畔の集中傾向が見られる。一方、旧石器時代の地層は、 I区 。Ш区ともおよそ34層以下が相当する
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第 5節 富沢遺跡第99次調査

99次 IoH区註記

層 序 土 色 土   性 粘 性 り 層厚 (cm) 備 考

灰黄褐色    10YR4/2 砂質シル ト ややあり あ り 10～ 18(m区 ) 砂多量  I～ ■区では削平が著しい 黒色シル トや黄灰色砂質シル トのブロックを含む

褐色      10YR4/4 シル ト質砂 ややあり あ り 2-10 酸化鉄を多量に含む 粘上 を含む

2 にぶい黄褐色   10YR4/3 砂宵 シル ト ややあり あ り 6-20 小礫 は少ないが、砂 は多い (近世の水田 ?)

3 黒色      10YR2/1 シル ト質粘土 ややあり あ り 4～ 20(III区 ) 小礫 は少ないが、砂 は多い (中世の水田 ?)

にぶい黄橙色  10YR6/4 砂 な し な し 0-31 風化礫を含み、細砂、粗砂をラミナ状に堆積する 下部に粘上層があり、火山灰ブロック
を含むところ力Sあ る

にぶい黄褐色  10YR4/3 粘土 あ り あ り 3-28 I・ ■区では下部に砂層があり、層上面に火山灰プロックを合む (水日)

5b にぶい黄褐色  10YR5/3 粘 土 あ り あ り 0-22 I・ H区では上面に粗砂 を含む 酸化鉄、灰白色砂 を含んでてる

黒色      10YR2/1 泥炭質粘土 あ り あ り 2-3 m区の】ヒ部にのみ分布  植物遺体 を含む

6 黒色     10YR1 7/1 泥炭質粘土 あ り な し 2-8 植物遺体 を少量含む

オ リーブ黒色    5Y3/1 粘 土 あ り ややあり 5-30 酸化鉄・植物遺体 を僅かに含む (平安水田)

黒絶      2 5YR3/1 粘 土 あ り な し 0-16 I区のみ分布 上部ににぶい責褐色粘土層がある 酸化鉄・植物遺体を少量含む

8 黒色     10YR1 7/1 粘 上 あ り な し 0-15 酸化鉄・ 植物遺体・ 灰化物 を少量含む (奈良～平安 ?水田 )

9 黒色     10YR1 7/1 泥炭質粘土 あ り な し 0-15 植物遺体を多量に含む 上部に灰黄褐色泥炭層 (10YR4/2)が見られる。

暗灰黄色    25Y4/2 粘上 な し 0ハヤ12 植物遺体を少量含む 水田?

灰貢色     25Y6/2
塁f1     10YR1 7/1 泥炭質粘土 強 い な し 0^ン 12 互層 植物遺体 を含む

と] 黒色     10YR1 7/1 泥炭質粘土 あ り な し 0-11 植物遺体 を含む

黒色      10YR3/1 粘 土 あ り な し 2-14 植物遺体 を含む 弥生水田

黒褐色     25Y3/1 粘土 あ り な し 0´▼6 I区にのみ分布 植物遺体を含む

13 黒褐色     25Y3/1 粘上 あ り な し 0-12 黄福色粘土 (10YR5/3)層 を狭在する

14 黒色      25Y2/1 括 土 あ り な し l14-19 植物遺体 を含む (1区北部 には少ない)弥生水田

15 黒 色 10YR2/1 泥炭 あ り な し 植物退体 を多量 に含む (I区 には分布 しない)粘土層を含む

黒色      10YR1 7/1 泥炭質粘土 あ り な し 0-28 I区か ら狂区北端にかけて分布 し、I区では更 に 4層 に細分が可能で、北部では砂が混 じる

17 黒褐色     10YR2/2 粘 土 あ り な し 6-30 砂を含むが I区北部では特に大き▼

オリーブ褐色  25Y4/4 砂 な し な し 18-34 上部は粗砂で風化が多 く、 I区北半では粘土層を狭在する

19
暗灰黄色    25Y4/2
黒色      25Y2/1 粘上 あ り な し 27-39 互層 植物遺体 を含む

黒色     10Y見 17/1 粘土 あ り な し 10-17 上部に多 く植物遺体 を含む 3層 に細分ができるところもある

曇4St1      2 5Y2/1 粘土 強 い な し 12-19 互層 植物遺体 を含む 層境が不明瞭

・ＯＹＲ篇
色褐

色
黄
褐

灰
黒 粘土 強 い な し 24-30 互層 植物遺体を含む 層上面で自然流路 (砂堆積)を検出

黒色     10YR17/1 粘 土 あ り な し 84-18 植物遺体を含む

灰オ リープ    5Y5/2
黒褐色     25Y3/1 粘土 あ り な し 8-21 互層 植物遺体 を含む

黒色      25Y2/1 粘土 あ り な し 0^ヤ 10 植物遺体 を含む

暗灰黄色    25Y2/ユ 砂礫 ややあり ややあり 21-34 植物遺体・ 粘上 を含む 上部 は土壌化 して黒い (25Y2/1)

黒色      25Y2/ユ 粘土 あ り ややあり 6-12 植物遺体少量

27 黒色     10YR1 7/1 粘土 あ り ややあり 5-13 植物遺体少量

28 黒褐色      25Y3/1 粘土 あ り ややあり 4-14 火山灰 (?)プ ロックを含む 上面で樹根跡検出

オリーブ黄色   5Y6/3 粘上 あ り ややあり 約20前 後 砂 を含む 上面で樹根跡検出

にぶい責褐色  10YR5/3 粘土 あ り ややあり 約20前 後 砂多量 (確認のみ )

31 色片になし 粘土 あ り あ り 30-40 砂が多量で、色調は濃緑色である (確認のみ)

明緑灰    7 5GY8/1 粘 土 あ り か た ヤ 6-9 (確認のみ )

色片になし シル ト質粘土 ややあり かたし 75ヘフ80 非常にかたく、砂層を狭在し、色調は暗濃緑色である (確認のみ)

色片なし 粘 土 あ り あ り 3-6 針葉樹の葉を少量含み、色調 は明濃緑色である (確認のみ)

黒褐色     25Y3/2 粘 土 あ り ややあり 4-7 腐植層 針葉樹の葉 を多 く含むが、球果や枝などは含 まない (確認のみ )

にぶい責橙色  10YR6/3 粘 上 あ り あ り 13-lJ 針葉樹の葉を少量含む (確認のみ )

明緑灰色     5G2/1 細砂 な し な し 16以上 針葉樹の葉を少量含む (確認のみ )

99次Ⅲ区註記

層序 土 色 土  性 粘  性 しまり 層厚 (cm) 備 考

la 灰黄褐色    10YR4/2 砂質シル ト ややあり あ り 10～ 18(Ⅱ I区 ) 砂多量  I～ H区では削平が著 しい 黒色 シル トや黄灰色砂質シル トのプロックを含む

[b 髄         10YR4/4 シル ト質砂 ややあり あ り 2^′ 10 酸化鉄を多量に含む 粘土を含む

2 にぶい黄褐色   10YR4/3 砂質シル ト ややあり あ り 6-20 小礫は少ないが、砂は多い (近世の水田 ?)

3 黒色 10YR2/1 シル 晴 粘土 ややあ砿 あ り 4～ 20(III区 ) 小礫は少ないが、砂は多い (中世の水田 ?)

にぶい黄橙色   10YR6/4 砂 な し な し 0-31 風化礫 を含み、細砂・ 粗砂 をラミナ状 に堆積す る 下部 に粘土層があ り、火山灰プロッ
クを合む ところがある

にぶい黄褐色   10YR4/3 粘 土 あ り あ り 3^ン 28 I・ H区では下部に砂層があり、層上面に火山灰プロックを含む (水田 )

にぶい黄褐色   10YR5/3 粘 土 あ り あ り 0-22 I・ ■区では上面に粗砂 を含む 酸化鉄、灰白色砂 を含んでいる

黒 色 10YR2/1 泥炭質粘土 あ り あ り 2-3 Ⅲ区の北部にのみ分布 植物遺体 を含む

6 黒色      10YR1 7/1 泥炭質粘土 あ り な し 2-8 植物遺体 を少量含む

オリーブ黒色    5Y3/1 粘土 あ り ややあり 5-30 酸化鉄・植物遺体を僅かに含む (平安水田)

黒褐色      2 5YR3/1 粘上 あ り な し 0^ン 16 I区のみ分布 上部ににぶい黄橙色給上層がある 酸化鉄・ 植物遺体 を少量含む

8 黒色      10YR1 7/1 粘 土 あ り な し 0-15 酸化鉄・ 植物遺体・ 炭化物 を少量含む (奈良～平安 ?水田)

黒褐色      5YR2/2 泥炭質粘土 ややあり ややあり l-8 植物遺体 を多量 に含む

黒色      7 5YR2/1 泥炭質粘土 あ り ややあり 8-17 植物遺体 を多量 に含む

Iユ 黒色      10YR1 7/1 泥炭質粘土 つよヤ ややあり 2-6 植物遺体を多量に含む

黒色        5Y2/1 泥炭質粘土 つよヤ ややあり 3^ヤ 10 植物遺体 を多量に含む (水田 )

オ リープ黒色     5Y2/2 泥炭質若土 つよヤ あ り 2-7 植物遺体を多量に含む

黒色      10YR1 7/1 泥炭質粘土 つよ� あ り 4-16 種物遺体 を多量に含む (水日 )

黒色      7 5YR17/1 泥炭 あ り ややあり 4へ′21 植物遺体 を特に多 く含む

暴色      10YR1 7/ユ 泥炭質粘土 あ り ややあり 2-9 植物遺体 を含む

オリープ黒色   75Y3/2 粘 土 あ り ややあり 5-12 細分できるところもある

黒色      10YR1 7/1 泥炭質粘土 つよヤ ややあり 5^´ 12 植物遺体 を含む

オリープ黒色     5Y3/2 粘 土 つよヤ ややあり 21-27 色別はできなかったが、薄い互層である

黒色      10YR1 7/1 泥炭質粘土 つよセ あ り 11-17 植物遺体多量
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99次Ⅲ区註記

層序 土 色 土  惟 粘 性 しまり 層厚 (cm) 備 考

オリーブ暴色   75Y3/1 粘 土 つよヤ ややあり 18ヘレ27 薄い互層になってお り、植物遺体 を特 に多 く含む層がある

暴色      10YR1 7/1 泥炭質粘土 つよセ あ り 7-16 XfE砂を含む 植物遺体を多量に含む

黒色        5Y2/1 泥炭賃粘土 つよ立 ややあり 2-14 細砂 を含む 植物遺体 を多量 に含む

灰オ リープ色    75Y4/2 秒宵シル ト あ り あ り 30-46 薄い互層 風化礫を含む 植物遺体を多量に含む

暗オ リープ色     5Y4/3 粘 土 つよ彰 あ り 8-16 薄い互層 植物遺体を多量に含む

黒色      10YR1 7/1 泥炭質粘土 つよ� ややあり 2^フ 6 植物遺体 を含む

黒色      7 5YR17/1 泥炭質粘上 つよヤ ややあり 2-9 植物遺体 を含む

オリーブ黒色    5Y3/2 粘 土 あ り ややあり 9-21 植物遺体 を含む

黒 色 7 5YR17/1 泥炭質粘土 つよ� ややあり 10-20 植物遺体 を含む

黒色      10YR1 7/1 泥炭質粘上 つよヤ ややあり 3-11 層下部に砂層を含む 植物遺体を含む

黒色       25Y2/1 ンル ト質粘土 あ り ややあり 6-25 上面に火山灰プロックを乗せる 細砂を含む 縄文土器を出土 植物遺体を含む

暗オ リープ灰色  2 5GY3/1 粘土室シル ト あ り ややあり 26-46 植物遺体・炭化物を含む 上面で掛恨と思われるビットを多貌僚出

暗緑灰色    7 5GY4/1 粘土質シル ト つよラ あ り 45-63 植物遺体 を含む 細 V」9を プロック状 に含む

オリーブ黒色   75Y3/1 粘土質シル ト つよヤ あ り 1^ヤ 7 上部 は腐食層である 針葉樹の葉 を含む

暗オリープ灰色 2 5GY4/1 粘土質シル ト あ り あ り 12-23 植物遺体・ 炭化物 を多 く含む 石器出土

暗オリープ灰色 2 5GY4/1 細砂 な し あ り 34-76 層下部では粗砂に変わる 植物遺体・ 炭化物 を含む

オ リーブ灰色    10Y4/2 シル ト管粘上 つよし あ り 0～ 6 針粟樹の葉・枝を含む 部分的に分布

緑灰色     7 5GY5/1 シル ト つよし ややあり 12-45 木片・ 種子 を含む 粘土層 と砂層が薄い互層 となる

緑灰色       5G6/1 シルト質粘土 つよ� あ り 12-24 砂層との互層 層下部は粗砂になる

緑灰色       10G5/1 粘 土 つよい つよし 5D-72 砂層プロックを所々に含む

オリープ灰色  2 5GY5/1 粘上 つよ� あ り 22以上 約511cm下 位に礫層あ り
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ものと考えられるが、各区の対応関係や地形的な特徴は明確ではない。

5。 検 出 され た遺構 と遺物

第99次調査では、水田層 7枚 。濤跡14条・縄文時代の遺物包含層 1枚 。十日石器時代の遺物包含層 1枚を検出した。

なお、水田跡については精査できたものの以外に、調査区の壁面にて認定あるいは予想したものがある。以下では、

層位別に報告したい。

(1)2層の遺構 と遺物

2層水田跡

調査時には耕作上がすでに削平されており、平面的な精査を行うことができなかった。 I・ H区の壁面で、耕作

土や畦を確認した。特に I区西壁セクションでは大畦 (農道 ?)や杭を打ち込んだ滞の一部が確認され (第 3図 )、

歴史的環境のなかで述べた「八幡前」と「鳥居原」 との字境 とみられる。

2層 はにぶい黄褐色砂質シル トで、Ⅲ区では確認できない。水田区画などの特徴は不明だが、大畦断面はラミナ

状の層相が特徴で耕作土とは色調がやや異なっており、客上による造成のように思われる。田面の標高は。区北部

で11～11.2m、 I区南部やH区では上部を削平されているが、それぞれ10.6～ 10.7m・ lo.4～ 10.5m付近に位置し、

比高差はかなり大きかったようである。

遺物は磁器片が出上しているが図示できるものではない。

(2)3層の遺構 と遺物

3層水田跡 (第 9図 )

3層は黒色シル ト質粘上であるが、この水田跡は I・ H区では削平されて存在しない。僅かに、 I区西壁やH区

東壁で土層を確認できるのみである。一方、Ⅲ区では

'ヒ

較的残 りが良く、畦畔 5条・水田区画 4区画を検出した。

ただし、 1層水田跡 (現代)の耕作深度が深いことから耕作上が失われ、5a層が露出している部分 もある。畦畔は

南北方向がN-10～ 20° 一E、 東西方向はN-70～80° 一Wに集中傾向がある。真北基準にはなっていないようで

ある。区画面積は、全体を予想できる区画 3で約31m2でぁるが、これが平均的なものか不明である。水田標高は、

I区北部で11.1～11.2m、 H区10.5m、 Ⅲ区 (南半部)約9.8mでぁり、 lm以上の比高差がある。畦幅は下端幅で

lmを越すものが多 く、最大で2.14mで ぁる。畦高は最大12cmである。擬似珪畔や水回は検出されていない。下面

の起伏は認められ、特にⅢ区で著しい。

出土遺物は、Ⅲ区で土師器 。赤焼き土器・須恵器片各 1点ずつ出上しているが、図示できるものではなぃ。

(3)5a層の遺構 と遺物

5a層水田跡 (第10図 )

5a層は、にぶい責褐色の粘土層で、調査区の全域に分布 している。水田跡が確認できたのはHI区だけである。 I

区では層の上面に灰白色火山灰を乗せ、層下面には砂層を含んでいる。H区では火山灰の存在は確認できなかった。

Ⅲ区では、層中に灰白色火山灰を含んでいる。

層の遺存状況は悪 く、 4層を除去した段階ですでに5b層・ 6層が露出する箇所が多い。その結果、面的に確認で

きたのはⅢ区のみであるが、確認できたは段差のみである。これは、上部の 3層水田による耕作が深 く及んでいた

結果と考えられる。段差の方向は、東西方向である。Ⅲ区5a層上面の標高は10.4mでぁる。層が遺存するところで

の下面の起伏は、あまり大きくはない。
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第10図  H区 5a層水田跡
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遺物はⅢ区北半で打ち込み杭が四本確認できたのみであるが、打ち込み層位がはっきりしないのでこの水田跡に

伴うものであるかは断定できない。

(4)7a層の遺構と遺物

7a層水田跡 (第11・ 12・ 13・ 14図 )

7a層 は、オリーブ黒色の粘土層で、調査区の全域に分布している。しかし、 I区北端部では削平されすでに下層

の砂礫層が露出しているところもある。水田区画は I区 とⅢ区で検出し、H区では畦畔は検出できなかった (性格不

明の上手状の高まりを検出している。)。 この水田跡では、畦畔20条 (I区14条・Ⅲ区 6条 )、 水田区画14区画 (I区

9区画・Ⅲ区 5区画)を検出した。畦畔の方向は、 I区では南北方向N-10° ～20° 一E、 N-10° ～20° 一Wに

集中が見られた。しかし東西方向では、ばらつきが多 く規格性が見受けられない。ⅡI区では南北方向N-6° ～ 8

°一E、 東西方向N-79° ～82° 一Wに集中が見られ、下層の畦畔方向を踏襲している。しかし、北半部では遺存

状況が悪 くなり段差はほとんど確認できなくなっているところもある。区画面積はすべてを検出したⅢ区区画 2で

28.9m2を測る。Ⅲ区は長方形を基調 とした整った区画であるのに対して、 I区ではすべてを検出した区画もなく、

また、検出できた区画では畦畔が湾曲したりと区画に規teJLが認められない。標高は I区が10.6m～ lo.25m、 H区
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日

第13図 H区
'a層

本田跡平面・断面図
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第 2章 調査成果

が10.2m～ 9。 9m、 Ⅲ区が9.8m～9.7mでぁり、ほぼ北から南に (I区では畦畔毎に細かな傾斜が見られる)傾斜し

ており、 I区北端 とⅢ区南端 とでは約 lmの比高差が認められる。 これは地形的な影響のようで I区に大きな傾斜

の変換点が存在し、 I区畦畔 2を境 として水田面は約10cmの比高差を持っている。他には畦畔 6、 7、 8な どが同様

の傾向を示している。また、傾斜の方向に沿うような形で湾曲する畦畔12な どがあり、このように I区では、傾斜

に合わせて畦畔をつ くることによって比高差を是正している。 このことはこれより下層の水田跡でも同様の傾向が

伺える。畦畔の規模に関しては、前述したように傾斜の変換点 となる I区の畦畔 2、 6、 7、 8では下端幅平均126

cm、 上端幅平均101cmと 大きく、ほかは下端幅の平均が98cm、 上端幅が56cmである。畦畔の接続は「十」状、あるい

は「T」 字状である。Ⅲ区で擬似珪畔Bを検出した。 I・ Ⅲ区で水口を 1箇所ずつ確認した (I区畦畔 2・ 3、 Ⅲ

区畦畔 2・ 3)。 この水田耕作上の母材層は7b層、 8層であり、下面の乱れは著しい。

出土遺物は、内面黒色処理のロクロ成形土師器 (第15図 )、 弥生土器片等である。図示したもの以外は細片である。

(5)8層の遺構 と遺物

8層水田跡 (第■・ 16・ 17図 )

8層 は黒色の粘土層で、調査区の全域に分布している。水田区画はⅢ区で検出し、他の調査区では耕作上のみの

検出である。この水田跡では畦畔 6条、水田区画 5区画を検出した。畦畔の方向は、南北方向N-8° 一E、 東西

方向N-79° ～85° 一Wで直行している。これらの畦畔は、上層の7a層水田跡 とほぼ同じ方向である。区画面積は

すべてを検出した区画がないが、ほば 3辺を検出した区画 2か ら推察すると約40m2以上と考えられる。標高は、 I

区で10.4m～ lo.05m、 H区で10m～9.9m、 Ⅲ区で9.7m～9.6mでぁる。比高差は、 I区が40cm前後あるのに対し

て II・Ⅲ区では10cm前後 と小さい。Ⅲ区での水田標高の変化は、北東から南西への動きが窺える。畦畔の交点は「十」

状である。畦畔 1・ 2、 2・ 3の間に水日が存在する。この水田の母材 となる層は9層で、下面の乱れは著 しい。

出土遺物は、土師器、弥生土器片であるがいずれも細片であり、図示できるものはない。

(6)10a層の特徴

10a層 は暗灰責色粘土層で、調査区の全域で確認されているが、I区北端部では残 りが悪い。この層の上面では畦

畔が確認できなかったものの、かなりこわれているように見受けられた。また、擬似珪畔は確認できなかったが、

下面に起伏が認められ、特に南側のⅢ区で顕著であつた。過去の調査では、近接する第 7次調査 (地下鉄長町南 I

区)の 5層に類似する (1986:篠原。吉岡)。 また、富沢遺閉北部A地区基本層序 (1991:佐藤甲)の9a層 と類似す

るようである。水田耕作上の可能性を指摘しておきたい。

出土遺物は、弥生上器の細片と石器が各 1点出上している (第36図 )。 これらの遺物では、時期決定が難 しい。

0              5cm

ロクロナデ 底 :静止糸切無調整 ミガキ 黒色処理

第15図 7a層水田跡出土遺物
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(7)10b層の遺構と遺物

10b層上面で、濤跡 2条を検出した。いずれも I区である。 (第18図 )

SD01

1区中央部 (G・ H区)に位置し、10b層上面で検出した。下層の SD04と重複し、これを踏襲しているようであ

る。規模は検出長約10.08m、 幅0.18m、 深さ 8 cmで、方向はN-69° 一Wで直線的に走行する。埋土は10a層 が堆

積しているが、部分的に 9層が堆積しているところもある。遺物は出上していない。

SD02    ‐

I区北部 (C区 )に位置し、10b層上面で検出した。遺構確認当初は一条の濤のように考えられたが、結果は 4条

の濤跡に細分された。新しい濤から古い濤にa～ dを付して、以下述べることにする。aの規模は検出長約8.08m、

幅0.6m、 深さ20cmで、方向は約N-83° 一Wであるが、西端部は南へ屈折している。 bは検出長約7.28m、 幅0.6

m、 深さ 8 cmで、方向はN-63° 一W― N-82° 一Eである。 Cは検出長約6.72m、 幅0.28～ 1.32m、 深さ 6 clnで、

方向はN-56.5° 一Wである。dは検出長約3.6m、 幅0。 84m、 深さ 5 cmで、方向はN-79.5° 一Eである。いずれ

の濤も不規則であり、埋土はaが砂、 bが砂混じり粘土、 C・ dは粘上である。

遺物は、縄文 (地文)のみの弥生土器 6点が出土し、内訳はa2点・ bl点・ C3点である。いずれ も小片で表面

が摩耗し、地文 も不明瞭である。図示したのは 2点である (第25図 )。

これらの濤跡は、自然流路か人工的なものか判断に難しいが、前者を示俊しておきたい。また、 d→ C→ b→ a

と変遷し、新しくなる。

(8)11層の遺構 と遺物

11層上面で、濤閉 7条が検出され、内訳は I区 5条・ H区 2条である。 (第19・ 20図 )

SD03

1区中央部 (F区)に位置し、11層上面で検出した。規模は検出長約8.28m、 幅0。 39m、 深さ 7 cmで、方向はお

よそN-69° 一Eで、ゆるく屈曲している。埋土は10b層 に類似する粘上で、2層 に細分できるところもある。遺物

は出上していない。

SD04

1区中央部 (G・ H区)に位置し、■上面で検出した。SD01(10b層 )。 SD05と 重複している。このうち、SD05

とはほぼ同時期のものであろう。また、下層の12層水田跡の畦17と ほぼ同じ位置にあり、何か関連があるかもしれ

ない。規模は検出長10。 18m、 幅0.69m、 深さ10cmで、方向はN-67.5° 一Wで直線的である。濤内部では、部分的

に 2条に分離するところがある。遺物は出上していない。

SD05

1区中央部 (G～ I区)に位置し、11層上面で検出した。SD04・ 06と 重複する。SD04と はほぼ同時期 と考えら

れるが、SD06と の関係は不明である。規模は検出長約12.4m、 幅0.39m、 深さ 7 cmで、方向はN-16.5° ～39° 一

Eで南部で屈曲する。埋土は、10b層 と類似する灰責色粘土である。SD04と交差する部分は深 くなっている。この

濤は、下層の12層水田跡畦25と ほぼ同じ位置にあり、前述した SD04と 同じ状況である。遺物は出上 していない。

SD06

1区南部 (I区 )とこ位置し、■層上面で検出した。SD05と重複するが、新旧不明である。規模は検出長約7.42m、

幅0.41m、 深さ 6 cmで、方向はN-82° 一Eで直線的である。西側は残存状況が悪い。遺物は出上していない。



第 5節 富沢遺跡第 99次調査

―

一 第20図

幼∝
ａ一

Ｙ
ィ

ナ

ー

9,85m

X_― _ヱ
973=3h4

|

6些託
9

a 二10b

0                  5rn

ノ

＼

オ

0                   5コn

}
H tt SD08・ 09平面 。断面図

SD07

1区南部 (J区)に位置し、■層上面で検出した。規模は検出長約6.86m、 幅0.26m、 深さ 3 cmで、方向はおよ

そN-54° 一Eで中央部が屈曲する。埋土は10b層である。遺物は出上していない。

SD08

H区北半部 (L区)に位置し、■層上面で検出した。撹乱杭によリー部消失している。規模は検出長7.58m、 幅

0.27m、 深さ 4 cmで、方向はN-7グ ーWで直線的である。埋土は10b層である。遺物は出上していない。

SD09

H区南半部 (M区)に位置し、■層上面で検出した。規模は検出長約8.22m、 幅0.42m、 深さ 6 cm、 方向はおよ

そN-80° 一E～ N-69.5° 一Wへ屈曲する。屈曲部は東へ張 り出しを持ち、あるいは東へ濤が分岐していたもの

かもしれない。埋土は10b層 である。遺物は出土していない。

カクラン





／
／
ァ
／
／
　
　
　
　
５ｍ

第 2章 調査成果

0                     5m

粥 緻 飩9娩

9,70m

9_60m

ｍ

９，６＋

鞄 ″ rrp

ィ__3塗
幼

第22図 H区 12層水田跡平面・断面図



第 5節 富沢遺跡第 99次調査

1

93m

93m

―

93m

93m

93m 93m

島駒一
ン

′
イ

／

／

‐

繊

940m

X詳ミ望3δ

=Ff.

9 3rn

93m

93m

鞄 ∝ 4tl

93m

93m
9 25rn

0                   5rn

♀ l,I I叩
ｍ

′′
′
′
′
′
′
′
′

ｎ

第23図 H区 12層水田跡平面 。断面図



第 2章 調査成果

(9)12a層の遺構と遺物

12a層水田跡 (第 21・ 22・ 23図 )

12a層 は黒色の粘土から泥炭質粘土層で、全域に分布している。水田区画も調査区のほぼ全域で検出したが、I区

北端部で検出できなくなる。畦畔105条 (I区39条、H区23条、Ⅲ区43条 )、 推定できる区画79区画 (I区 32区画、

H区16区画、Ⅲ区31区画)を検出した。畦の方向は I区が南北N-15° ～30° 一E、 東西N-50° ～60° 一W、 H
区が南北N-25° ～40° 一E、 東西N-45° ～65° 一W、 Ⅲ区が南北N-20° ～50° 一E、 東西N-48° ～65° 一

Wにそれぞれ集中傾向が認められる。区画面積は、最小区画単位がよくわかるⅢ区で平均約1.7m2でぁる。 I・ II区

ではこの 2～ 3倍の区画面積を示すものが多い。水田標高は I区北部で10.3～ 10.4m、 Ш区で9.3～9.4mで lmの

比高差がある。 I区中央部 と I・ II区の境には大畦畔 [I区畦畔 3、 12と 畦畔39(I区 )・ 4(H区 )、 Ⅲ区畦畔 8・

■]があり、 2条一組で比高差を是正し、水平面を確保しているようである。また、 I区南端の畦畔37と 38・ 39の

間、H区北東部の畦畔 3の両側は濤になる可能性があるかもしれない。さらに、H区北西部の畦畔 4と 8の間には、

幅広で畦条の非耕作域が見られる。擬似畦畔は確認できなかったが、下面の起伏は認められた。水口は I区畦畔12

の南辺などで検出した。この水田耕作上の母材層は、 I区 12b・ 13層、H～Ⅲ区では13層である。

出土遺物は I区より出土した弥生土器片85点があり、その大部分は北部畦畔 1脇よリー括で出上した (第 24・ 25

図)。 おそらく、甕 1個体分 と予想されるが、細片であり摩耗し接合できない。しかも、口縁部や底部の破片は含ま

れていない。調整は、前述したように摩滅が著しく観察が困難であり、特に内面は一部ヨコナデが確認できるとこ

ろもあるが、ほとんど判然としない。外面は地文 (縄文 LR)を施してあるが、沈線等は認められない。頚部にヨコ

ナデが認められる。

(10)13層 出上の遺物について (第26図 )

13層出上の植物巻き石製品 (第26図 5)

この遺物が出土したⅡ区13層は、12a層水田と14層水田の間層を成す自然堆積層で、12a層 水田跡の母材層であ

る。出土状況は層中に少し刺さった状態で出上している。これに続 く矢柄等は確認できなかった。頁岩製で、最大

長は4.8cm、 最大幅は1.lcm、 厚さは 6111111を 計る。先端の尖った部分より幅約 2 1Mllの植物状のものを巻き初め、鏃身

の根元まできつく巻き、最後の部分を折 り返 し中を通して巻き終えている(植物は未同定)。 更に、茎部のくびれた

部分だけにまた植物を巻きつけている。この部分は鏃身の部分 と違い若干緩めである。X線写真撮影によると全面

に剣離痕が認められるのものである。しかし、茎部のくびれや茎部端の形状・全体長など桝形囲式期の石鏃の形態

とは違いを認められる点もあり、石鏃としていいものか疑間が残る。今後は民俗例など広 く情報を集め、また、植

物の同定・保存処理・分析などをとおして類例を探 していきたい。

13層からはこの他に、弥生土器片が 9点出上している。そのうち図 2は鉢の口縁部で外面に幅211ullの沈線で区画し

たのちに縄文 LRを充填する手法で施文されている。内面にも1条の沈線がある。図 3は、幅211ullの平行沈線を引 く

もので、胎土中に白色細砂を多 く含んでいる。図 4は、図 2と 類似するような手法が取られている。

(■)14層の遺構と遺物

14層では I・ III区で水田区画、濤跡 3条 (I区・ H区各 1条、 I区からH区にかけて 1条)を検出した。

14層水田跡 (第27・ 28図 )

14層 は黒色の粘土～泥炭質粘土で、調査区全域に分布しているが、水田区画は I区 とH区で検出した。 I区 は

SD10の西側で、Ⅲ区は全域でそれぞれ検出したがH区では畦畔は検出できなかった。このH区 と I区の SD10の東

側は非耕作域 となっている。この水田跡では、畦畔20条 (I区 17条・III区 3条 )、 段差 4ヶ 所 (I区 3ヶ 所・Ⅲ区 lヶ
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所)、 水田区画18区画 (すべて I区で、Ⅲ区は不明)を検出した。畦畔の方向は I区で南北方向がN-10° 一E前後

とN-30° ～40° 一Eに分極化し、東西方向がN-50° ～70° 一Wの間で振れ幅が比較的大きい。III区でも、東西

方向がN-50° ～80° 一Wの間で振れ幅が大きい。区画面積は、最小単位が I区の区画 2・ 3と 見られ 3m2代であ

る。中規模のものは (I区区画 4な ど)は 14m2代前後である。水田標高は I区北部で約10.4m、 Ⅲ区南半部で約9.2

mで、1.2mの比高差がある。水口は、 I区中央部で 2ヶ 所認められた。畦畔の検出された I区北西側では層厚が薄

く、下面の起伏は弱い。一方 1・ II区の SD10直下や東側の非耕作域及びⅢ区では層厚が厚 く、下面の起伏 も顕著で

ある。 I区の水田域では擬似珪畔Bは確認できなかったが、SD10直下で南北方向の擬似珪畔Bが検出され (第33図

スクリントーン部分)、 しかも東側 ()F耕作域側)へ伸びている。ただし、西側へ伸びるものはない。この特徴によ

り、 I・ H区の SD10下や非耕作域の14層下面の起伏は、耕作によるのもであることが理解できた。つまり、SD10

の形成以前や非耕作域 もかつては水田域であった。したがって、14層 では新旧 2時期の水田跡が存在したことにな

る。一方、Ш区の水田域は遺存状態が悪 く、また、前述した新旧どちらの水田跡かは明確でない。

出土遺物は、弥生土器27点 (I区26点・ H区 1点 )、 石器 7点 (I区 6点・ Ⅱ区 1点 )、 クルミ1点 (Ⅲ区)があ

る。 I区の上器は畦畔 1の畦上部で集中的に出上していて (第29図 )、 いずれも地文 (縄文)のみの破片である。畦

3

0             5 cm

二
盛

―

◇

‖離

図版番号 種 類 遣驚・ 層位 外 面 内 面 残 存 備  考 写真図版 登録番号

25-1 鉢 n層 区K3 底部欠損、体部 :縄文LR、 1条の沈線 (幅 2～ 3 cm、 深さlm) ミガキ 底部～体部 白色細砂 7-1 B-2
25-2 甕 12層 区C2 口縁 :ヨ コナデ、体部 :縄文 LR ヨコナデ十ミガキ (下部) 口 緑 ～ 体 部 一括lB土 7-7 B-5
25-3 甕 12層 区 C2 縄文 LR マメツ 体 部 一括出土 7-6 B-3
25-4 奏 12層 区 C2 ミガキ、 (マ メツ多い ) 縄文 LR(一 部マメツ) 体 部 7-2 B-4
25-5 甕 12層 区 C2 組文 LR マメツ 体部 一括出土 7-3 B-6
25-6 事 12層 区 C2 縄文 LR マメツ 体部 一括出土 7-5 B-7
25-7 襲 12層 区 C2 頚部 :ヨ コナデ、体部 :縄文 LR ミガキ ? 類部 ～体 部 一括出土 7-4 B-9

図版番号 種 類 特 徴 石 材  1重量 (g)I長さ (cm) BE(cm)1厚さ (cm) 写真図版 登録番号

25-8 石 鏃 l区・ 1層上面 石英 6-1 K-3

第25図 12層出土遺物実測図
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1の北では、幅 2 1mllの沈線文を施 し、胎土に自色細砂を多 く含んだ土器が出土した (第32図 2)。 また、この上器の

内面には靱痕が認めれる (写真図版 7-18)H区では、SD10下の14層中 (N区)で幅 3 1mllの沈線 (平行+波状)を

施した鉢が出上している (第32図 4)。 石器は、 1・ H区で石鏃・石庖丁 。二次カロエのある剣片・微細剣離痕のある

劉片・石核 ?が出土している。

SD10(第30図 )

I区中央部からH区にかけて位置し、14層上面で検出した。規模は検出長約42m、 幅 1区4.7m・ II区6.85m以上、

深さ西側1lcm、 東側 3 cm、 方向はおよそN-9.5° 一Eで蛇行している。濤西壁が高いのは、西側水田跡と関連する

ものであり、この濤に合わせて畦17が形成されているに起因する。北部では蛇行が著しくなるものと予想され、南

部 (H区)では濤幅が広が り著しくプランが不定形 となっている。濤の東側は非耕作域 となっており、ここにある

SD12(H区 )は SD10か ら派生する濤 と考えられる。埋土は13層である。遺物は出土していない。

この濤は、元来自然流路 と考えられるが、14層水田 (新期段階)の耕作に際しては多分に利用されていたものと

案摯/
2

◇
◇

贔ェゾ

5

0              5 cln

図版番号 種  類 外 面 内 面 残  存 備  考 写真図版 登録番号

26-2 高杯 13層、1区 B、 C 沈線 十縄文 LR十 (充壊)剣落 口縁部に一条の沈線、 ミガキ 回縁～体部 1自 色細砂 7-10
26-3 13層、1区 B、 C 沈線 十縄文 LR十 (充填 )、 剣落 ミガキ ? 体部 7-12 B-16
26-4 13層、1区 B、 C 並行沈線 (幅 2 ddl、 深さ 2 ma)、 剣落 マメツ 体 部 白色細砂 7-11 B-14

図版番号 種  類 特 徴 石  蒻 重量 (g) 長 さ (cm) 幅 (cm)1厚 さ (cm) 写真図版 登録番号

26-1 大型板状石器 1区 13層 中 G-2区 安 山岩 91 159  1  50 6-2 K-17
26-5 石鏃 狂区13層下部 鏃身部・ 茎部 に植物 を巻 く 頁岩 19  1  03 6-3 K-15

第26図 13層出土遺物実測図



籍2章 調査成果

1 1 2ト
ュ瑶島 _

Ａ

一

Ｂ

一

Ｃ

一

Ｄ

一

Ｅ

笙

Ｆ

一

Ｇ

一

Ｈ

一

‐

一

Ｊ

一

亀ヽ

ノ

守

♪

′

投聖姿塙
ヽ

一

Ａ

一

Ｂ

一

Ｃ

Ｘ

Ｄ

一

Ｅ

一

Ｆ

一

Ｇ

一

Ｈ

一

‐

一

Ｊ

一

κ

一

」

一

Ｍ

一

Ｎ

A

B

G

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

|| |
(16層 上面)

―
}

U

V

W

X

た
~~・ 959埼

(19ぇ 299娩

【
苺 θz9cF娩

長 ヱθぇ埼 娩

U

V

W

X 0                                                   25m|||
(14層水田跡)

1 1 2/J__.逓

娩

へ
■

第27図  14・ 16層全体図



第 5節

1

宮沢遺跡第 90次調査

菫章聖296f幼

鞄 Z97o塙
任―十一→一―トーキーfm

0                            5m

第28図 Ⅲ区14層水田跡平面・断面図



第 2章

0

調査成果

0                      5m

第29図  I区 14層水田跡出土遺物平面図



l                  m

第30図 SD10。 11平面 。断面図

}Y‐

3959幼



第 2章 調査成果

カクラン

100m
幼‰

ａ＋楽
／
甲
／
／

17

0                     5m

98m
9_75m

SD10

0                                                        5コ n

第31図 SD12平面・断面図

SDll(第30図 )

I区中央部 (F・ G区)に位置し、14層上面 (水田区画内)で検出した。規模は検出長5。 51m、 幅0.35m、 深さ

4 cln、 方向はN-47.5° 一Wで直線的である。隣接する14層水田跡の畦畔方向とは一致しない。遺物は出土してい

ない。

SD12(第31図 )

H区北半部 (L区 )に位置し、14層上面で検出した。 I区 とH区の境で、SD10に接続するものと予想される。規

模は検出長1.88m、 幅0.54m、 深さ 7 cm、 方向はN-65.5° 一Wで直線的に続 くものと思われる。埋土は13層であ

る。遺物は出上していない。

(12)16層上面の遺構と遺物 (第33図 )

16層上面では濤跡 2条・段差・ 14層水田の擬似珪畔Bを検出した。擬似珪畔については、14層水田跡で述べたの

でここでは省略する。

SD13(第34図 )
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I区中央部 (E・ F区)に位置し、16層上面で検出した。規模は検出長約10.4m、 幅0.86m、 深さ14cm、 方向は

N-60.5° 一Wで直線的に走行し、東部で 2条に分岐する。この分岐部分が、上層の SD10の西側張 り出し部分 とプ

ランが重複 している。また、濤の両側に土手状の高まりが取 り付いている。北側のものは調査区内のほぼ全面にあ

り、検出長約8.8m、 最大幅1.78m、 高さ 3～ 4 cm、 南側のものは検出長4.63m、 最大幅0.98m、 高さ 3～ 4 cmであ

る。この上手状の高まりは、濤の掘 り上げに起因するものと予想されるが、その性格 。目的は明確ではない。埋土

は、 1層で〔土性は黒褐色粘土である。遺物は出土していない。

SD14(第34図 )

I区中央部 (F区)に位置し、16層上面で検出した。規模は検出長約8.28m、 幅0.42m、 深さ 7 cm、 方向はN―

65° ～80° 一Eで屈曲している。埋土は14層である。遺物は出上していない。

段差

段差は I区で 2ヶ 所検出されている。北部の段差は、SD13北側の上手状の高まりより北へ伸びている。段差の比

高差は、 2～ 6 cmで ある。段差の北端部では、14層水田跡の区画と重複する部分があるが、大部分は14層水田区画

とは一致しない。したがって、14層水田の耕作深度の差によるものとは、必ずしもならないようである。何に起因

するものかは明確ではない。段差の下段で弥生土器の甕片が出上している。

南部の段差は、SD10の形成や14層水田跡 (古段階)の耕作深度の差に起因するものである。段差の比高差は10c14

前後である。段差の東側には、14層水田跡の擬似瑳畔Bが一定の間隔を持って並走 している(第33図 )。 水田跡 との

関連は、14層水田跡の報文を参照されたい。

(13)縄文時代 。旧石器時代相当層の調査

16層以下では、断面観察の結果自然堆積が連続することから縄文時代 。旧石器時代相当層の確認調査をすること

とした。縄文時代の遺構は・遺物は、第28次調査や などで縄文時代早期末の上器や石器が出上している。また、

旧石器時代相当層は、地下鉄工事に伴 う調査 (5次・17次調査)や、で腐植層が確認されている。これらの層位が、

今次調査区まで伸びているかどうかの確認のための深掘 り調査は I区 2箇所、Ⅲ区 1箇所設定した。深掘 り調査で

は作業上での安全確保のために調査範囲を縮小し、I区では16層の精査が終了した12月 9日 より6.5m× 12m、 2×

2mの調査区を設定した。Ш区では、6.2× 7.8mの 調査区を設定し■月28日 より開始した。

その結果、Ⅲ区31層で火山灰ブロックを確認した。この火山灰は周辺の調査から見て、十和田中板火山灰と予想

された [自 然科学分析の結果では、沼沢テフラの可能性が指摘された。 (第 3章分析。同定参照)]。 また、31層中か

らは縄文土器、石器が出上した。縄文土器は、早期の条痕文土器であるが細片のため実測は困難であった (写真図

版 7・ 21・ 22)。 石器は、第36図 に示した磨石、凹石である。34層で最初の腐植質粘土層を検出した。この腐植層中

には炭化物は含まれるが、種子・枝等の植物遺体は含まれていなかった。35層で、石器を出上した (第35図 )。 この

ため、石器の出上した地点を中心にlm程周囲を拡張して石器の確認を行ったが、更なる出土は見られなかった。

38層で、樹木片を含む腐植質粘土層を確認 した。さらに、41層 まで深掘 り調査を行ったが、標高が 5m以下になり

これ以上の調査は危険であるとして、12月 17日 Ⅲ区での調査を終了した。なお、41層下面から約50cm下で礫層が存

在することをボーリング棒で確認している。

I区では、28層で火山灰ブロックを確認したがⅢ区と同様のものであるかどうかは、分析を行わなかったので不

明である。30層以下は土壌が非常に固いものとなり、調査期間も少なくなったので lXlm程 の確認のための深掘

りに変えて調査を行った。その結果、34～37層 にかけて腐植質粘土層を検出した。特に35層 は、針葉樹の葉を多量

に含んでいる。12月 27日 、調査の一切を終了した。
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35層出土石器について

出土した地点は、Ⅲ区35層である。石材は頁岩で、表皮に近い部分と思われる。横長の剣片の腹面の両縁辺に連

続した二次加工がなされている。また、先端から衝撃剣離 と思われる新しい剣離痕が認められる。このことから、

形態的にはナイフ形石器 と呼べるが、基部の調整が途中で行われていないことや、横長の剣片を利用していること

など、狭義ではナイフ形石器 と呼べるかどうか疑間である。

◆

図版番号 種  類 特 徴 石 材 重量 (g) 長さ (cln) 幅 (Qm) 厚 さ (cll) 写真図版 登録番号
ナイフ Ш区 35層 頁岩 18 6-13 K-1

35層出土遺物

図版番号 種  類 特 徴 石 材 重量 (g) 長 さ (卿 ) 幅 (cln) 厚 さ (cm) 写真図版 登録番号

36-1 磨 石 Ш区31層 一部欠損 ギョウカイ岩 745 112 9 65 6-11 K-13
36-2 磨 石 Ш区31層 ギョウカイ岩 688 6-10 K-14
36-3 磨石 +凹石 Ш区31層 一部敲打痕あ り 欠損 した石 を利用 ギョウカイ岩 11 65 6-12 K-12

第36図 31層 出土遺物
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図版番号 種  別 遺構・ 層位 特 徴 産 地 年  代 残  存
法  量  (cm)

写真図版 登録番号
口 径 底 径 器 高

37-1 磁器 小瓶 I区 壁切 白磁 ? 上部欠損 一副 18C以降 体～r■

~部
ユ (23) 8-5 J-1

37-2 磁器 碗 I区 1層 染付 二重縄 目文 肥 前 口～体部 (40) 8-1 J-3
37-3 朧 碗 皿区 指乱 染付、摺絵、見込松竹梅文 不 明 19C後半 体～底部 (27) 8-6 J-5
37-4 磁器 猪 口 ⅡI区 撹乱 染付、高台内に銘あり「太明年製」か 肥前 体～底部 48 (205) 8-11 -5

37-5 陶器 信鉢 H区 撹乱坑 内外鉄釉、僑目10本単位、底部糸切り近世土抗か 堤 18C以降 底部 4) (28) 8-9 [-10
37-6 陶器 仏飯具 ? II区  撹乱 論粕 ?底都糸切 り、盲孔あ り 瀬戸・ 美濃 18C? 脚部 46 (23) 8-8 I-2
37-7 陶器 皿 III区  1層 灰軸 鉄絵 (文様不明 ) 大据相馬 18C後半以降 底部付近 52 (135) 8-14 I-3
37-8 陶器 瓶 II区  1層下部 白濁釉 内面・ 畳付露胎 大掘相馬 18C後半以降 底部 19) 8-7 I-4
図版番号 種 類 遺構・ 層位 特 徴 材  質 重量 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (側 ) 写真図版 登録番号

37-9 不 明 [I区 指乱坑 堤灯内型か ?(近世土坑 ?) 11 8-16 L-1・ 2

37-10 桶 底板 H区 境乱坑 約1/2欠 損 16 3 [3 8-26 L-3
37-J 桶 底板 I区 撹乱坑 一部欠損 05 8-22 L-5
37-12 桶 底板 ■区 撹乱坑 約1/2欠 損 8-25 L-6
37-13 杭 と区 10層 先端 は片面加工 中空材 上部欠損 14 5 19 18 8-19 L-4
37-14 砥石 皿区  1層下部 使用画二面残存 欠損 (近世以降か ) 4 8 9-3 K=2
38-1 /」 柄ヽ ■区 情乱坑 刀身欠損 茎残存 近世土坑か 真ちゅう? 22 1 07 8-17 N‐ 2

38-2 葬 III区  1層下部 耳掻 きあ り 変形 下部欠損 銅 ? 78 81 07 02 8-18 N-1
38-3 古銭 H区 撹乱 竜一銭銅貿  明治 8年 (1875) 銅 27 8-20 N-5
38-4 古銭 H区 盛土 四文銭、正字n波 明和 6年 (1769) 銅 27 8-21 N-4
38-5 蹄鉄 III区  1層 有濤式 (明治27年以降か)釘穴 5コ ー対 鉄 268 3 8-27 N-3
38-6 石角丁 ? I区 壁切 17 5 33 74 9-2 K-1
38-7 微細剣離のある適片 I区  1層中 安山岩 -1 K-4

第38図  1層他出土遺物②



第 5節 富沢遺跡第 99次調査

(14)そ の他の遺物 (第37・ 38図 )

その他の遺物は 1層や撹乱による土坑から多 く出土しているが、その所属時期を一定にしない遺物が多い。その

なかで図示したものは、19点である。また、H区で境乱 として掘 り上げた土坑には、近世の遺物しか含まれないこ

とから近世の上坑であった可能性も否定できない。このなかで第37図 9に図示した木製品は、桶の把手 とも考えら

れるが、継ぎ口部分が細すぎるので、提灯の内型の可能性を指摘しておきたい。また、第37図 13に 図示した木製品

は、10層 より出上した打ち込み杭である。上部を欠損しており、中が空洞になっている。先端は片面にだけ加工が

認められる。

5.遺構の所属年代 とまとめ

1。 今次調査は、富沢遺跡の中心から北よりの地点にある。隣接した調査として、 5次、 7次、16次、17次 (篠原・

吉岡 :1989)、 28次 (佐藤甲 :1988)、 74次 (平間 :1992)、 86次 (佐藤甲 :1996)な ど多くの調査が行われている。

また、富沢遺跡北部A地区基本層序に包括されている(佐藤甲 :1991)。 これらの調査の成果との主な対応関係は次

のようになる。

99次  99次  5次

I・ H区 Ⅲ区

7次  17次  28次

2               2       2               2

3       3

5a  5a  3   3   3

7a  7a

8       8

10a    10a    5      5      5

12a    12a    7 C    7 C    7 C

14      14      8       8       8

28      31      33              24

74次  86次  86次  北部  年代

C地区 E地区

4       4       3

5a  5   5

6

9a  7   10

1l a   12

Ｃ

　

　

　

　

　

ａ

４

５

９

１１

９

・
５９

・
　

？

・

近世以後

中世

平安時代

平安時代

奈良～平安時代

弥生時代

弥生時代帥形囲式期)

弥生時代 (桝形囲式期以前)

31

2.検出した遺構は、調査区全域において検出されたものとして7a層水田跡 。12層水田跡がある。その他に、 I区

で検出した遺構 としては、10b層上面で濤跡 2条 (SD01・ 02)、 ■層上面で濤跡 5条 (SD03～ 07)、 14層水田跡、SD10・

11(14層上面)、 16層上面で濤跡 2条 (SD13・ 14)がある。H区で検出された遺構 としては、■層で濤跡 2条 (SD08・

09)、 14層上面で SD12がある。Ⅲ区で検出された遺構 としては、3層水田跡、5a層水田跡、8層水田跡、14層水田

跡がある。また、 I・ H区の壁面において 2層水田跡が確認されている。これは近世から現代にかけての水田であ

り、特に I区では「字境」と思われる大畦を確認している。

3.Ⅲ区において 3層水田跡 (畦畔 5条 とそれによって区画される水田区画 4区画)を検出した。 I・ H区では上

層の水田耕作によって削平され、壁面においてわずかに土層が確認されるだけである。時期は、層位的には平安時

代以降近世以前であるが、過去の調査 との対応から中世の可能性が高い。

41Ⅲ区において5a層水田跡 (段差のみ)を検出した。 I・ II区では前述したようにすでに削平されている。遺物

は杭を4本出土したのみで、時期を決定するようなものはない。しかし、層中に灰白色火山灰を含むことから平安

時代 (灰 白色火山灰降下以降)か ら中世にかけての水田跡と推定される。

5。 調査区全域で7a層水田跡 (I区 :畦畔14条 。水田区画 9区画、H区 :畦畔等は検出では土壌のみ、Ⅲ区 :畦畔

6条・水田区画 5区画)を検出した。 I区では地形の傾斜に合わせて畦畔が作られているようで規則性が見られな

い。Ⅲ区では、ほぼ真北 とそれに直行する方向を示す畦畔であるが、宮沢地区における条里型水田に含まれるかは
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方向的なずれが見られるので今後の調査成果 と合わせて判断していきたい (富沢地区での条里型水田の南北方向は

真北か東に振れても 1° 以内である)。 明確な時期を示す遺物は出上していないが周辺の調査 との対応から、平安時

代 (灰 白色火山灰降下以前)の水田跡と推定される。

6。 8層水田跡は、Ⅲ区において検出した (I・ II区では水田土壌のみの検出である)。 明確な時期を示す遺物は出

土していないが周辺の調査との対応から、奈良時代から平安時代 (灰 白色火山灰降下以前)の水田跡と推定される。

7.10b層上面で濤跡 2条を検出した。いずれもI区である。

8.11層上面で濤跡 7条を検出した。 I区で 5条、H区で 2条である。時期を決定するような遺物は出土していな

9。 調査区の全域で12a層水田跡 (I区 :畦畔39条・水田区画32区画、H区 :畦畔23条・水田区画16区画、Ⅲ区 :畦

畔43条。水田区画31区画)を検出した。区画単位が、よくわかるⅢ区で見ると、平均1.7m2ほ どの小区画の水田である。

遺物は、 I区畦脇で甕 1個体が一括で出上しており、土器の文様形態や周辺の調査との関連から時期は桝形囲式期

に比定される。

10.13層では遺構は検出できなかったが、石鏃 ?。 石器 。土器等の遺物が出土している。特に上器に関しては、幅

2 1nlllほ どの沈線と充填縄文手法による「変形工字文」と考えられる文様が描かれている。また、胎土に白色細砂を

多 く含んでいるなどの特徴が見られる。このような特徴の上器は弥生時代中期前葉の船渡前式や寺下囲式の上器に

見られるものである。しかし、富沢遺跡から西に約 4 1dIの 「船渡前遺跡」出上の上器には同様のモチーフは見られ

ない。よって、大きくは弥生時代中期前葉の時期で収まると考えられるが、中期中葉の桝形囲式期により近いもの

であると理解しておきたい。

11。 14層で水田跡 (I区 :畦17条・水田区画18区画、Ⅲ区 :畦 3条)と 濤跡 3条を検出した。検出した濤跡 (SD10)

直下や、非耕作域下で擬似珪畔Bが確認された。このことは、14層水田が 2時期あったことを表しているものと考

えられる。遺物は、弥生土器や石器などがある。土器の文様の特徴を見ると細片が多 く全体の手法が判然としない

が弥生時代前期の山王Ш層式の特徴が見られ、この時期に該当するものと想定される。

12.16層上面で濤跡 2条 と段差を検出した。時期を決定する遺物が出上していないので断定はできないが、弥生時

代前期とだけしておきたい。

13.Ⅲ区31層中で検出した火山灰は、周辺の調査で検出している火山灰と肉眼の観察では似ているので、当初十和

田中標火山灰と考えていたが、自然科学分析の結果「沼沢テフラ」との同定をえた。今次調査区から西へ50mの 98

次調査35層から検出した火山灰も同様のものであるという指摘があつた。このことから、この火山灰は今まで富沢

遺跡からは検出報告がなされていない火山灰であり、縄文時代の古環境を復元する上でも重要なものと考えられる。

今後の資料の増加に期待するとともに、関連科学との連携の重要性についても再認識していきたい。

14.Ⅲ区35層で出上した石器は、30次調査で出上して以来のものであり、旧石器時代の人類活動の広がりが確認で

きた。

15。 腐植層は I区で 4層、Ⅲ区で 2層確認できた。いずれにも、針葉樹の葉は確認できたが、樹根・球果などの植

物遺体は確認できなかった。



1. I区 7a層水田検出状況 (南より)

2.I tt SD02全 景 (東 より)

5, I tt SD06完 掘 (東より)

6, I tt SD07完 掘 (東より)

7. I区 12層 水田確認状況北部アップ (南 より)

I tt SD04・ 05完掘 (東より) 8. I区 12層 水田検出 (南より)

写真 I



1.I区 12層 土器出土状況 (東より) 5.I区 14層 水田北部アップ (南より)

2. I区北部上器出土状況 (南より) 6. I区 14層水田北部上器 (東 より)

I区 13層 石器出上状況 (西より)

4.I区 14層 水田確認】犬況 (南より)

7.I tt SD13・ 14擬似畦畔 (南より)

8. I区 14層 水田下の擬似畦畔B(南より)



1.Itt SDH全 景 (南東より) 5,Htt SD08・ 09完掘 (北より)

2. I区 16層上面出土弥生土器 (東より)

I tt SD13全 景 (東より)

||      !   、一 iミ「、

6.H区 12層 水田確認 (北より)

7.H区 12層 水田全景 (南より)

4. I tt SD14全 景 (西より) 8.H区 13層 出土遺物 (東 より)

写真 3



1.H区 14層 上面全景 (南より) 5,Ⅲ区 7層水田跡検出状況 (南より)

2.Ⅱ区 SD12全景 (南 より)

3.III区 2層水四跡検出状況 (南より)

6.Ⅲ区 8層水田検出状況 (南 より)

7.III区 12層 水田確認状況 (南より)

4.m区 2層水田跡土器遺物 (北より)



Ⅲ区14層 水田全景 (南より)

|::11'|ヽ iiLLi'i:::::ill:`i! !サ■iこ‐

‐          
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III区35層下部石器出土 (東より)

2.H区東壁セクション (西より)

3.I区西壁セクション (東より)C・ D-2グ リット付近 7.I区東壁セクション (西 より)

4.7a層 水田 (上空より)

写真 5

8.7a層 水田 (北西上空より)
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第 6節 富沢遺跡第101次調査

1 調査に至る経緯

平成 7年 6月 14日 付けで、庄子正一氏よりRC 7階建共同住宅の発掘届が提出されたが、当教育委員会では 7年度

の調査予定は決定していたため、平成 8年度の調査で受託することでご了解を得たものである。

平成 8年 2月 27日 、発掘調査の実施に先立ち申請者側 と第 1回目の協議を持った。同申請者からは同遺跡内別地

点での発掘届が提出されており(96次 )、 今次調査の面積が狭いことから同時に調査を行うことが効率的であると判

断し、96次調査期間内に調査を実施することを申し合わせた。したがって事前の準備、契約等は96次調査 と併せて

行っている。

2 調査 の方法

調査箇所は富沢遺跡の北東端にあたる。旧地名では「広岡」の北端部で北の「山根街道南」に接した箇所である。

現在は都市計画街路長町折立線の北に面した箇所である。

今回の調査対象面積は90∬ と狭いため2.5× 5mの調査区を設定し、重機により掘 り下げを行い断面観察を中心に

行った。測量基準点は任意の 2点 Tl(X=-197241.979m、 Y=+4578.613m)、 T2(X=-197249.575m、 Y=十
4554.727m)を用いている。

調査は 8月 1・ 2日 に実施 した。重機により盛上をlm除去し、さらに旧表面から約 2m掘 り下げた。安全性を

考慮し現地表面から約 3mの深さで調査を終了している。

3 基本層 序

確認された層は大別で12層、細別で13層である。層序を大まかにみると1～ 4層がシル ト質粘土層、 5～ 9層が

粘土層、10・ 11層が砂層、12層の泥炭質粘土層となる。12層以下は未確認である。11層以下からグライ化がはじまっ

ているようである。

層の下面に下層を乱す凹凸がみられる。これは水田耕作上の一般的な特徴であることから水田層と考えられるの

は、3a・ 4・ 6・ 8層である。

日
喜

〇
い
∞
尊

＋

Ｈ

弟

Y=-197 500 km

第 1図 調査区位置図 (1) 第 2図 調査区位置図 (2)
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4 検出された遺構 と遺物

4層上面で濤跡 (SD)1条検出した。

SD01(第 5図 )

北壁、東壁の断面からの復元である。上端幅1.6m、 下端幅0.3m、 深さ■Ocmで、方向はN-81°一Wである。断面

第 1表 基本層序注記表
手 土 色 土  ′

陛 粘  ′
陛 しまり 備

1層 シル ト 土 旧水 田耕 作 土 。

Z I 砂 管 シ ル )り に酸 化 鉄 層 。 炭 化 物 看 干 。

10 Y lt4/2       !火 シアレト 田 耕 作 十 ?マ ン ガ ン Lr蔭関 多 畳 ハ

10 Y lt5/4    にぶいを章櫂 シル ト管 粘 土 マンガン上閥 門多量ぃ

4 10YR5/4     にぶい責沼 シル ト質 粘 土 あ り ややあり 水 出 耕 4/F土 ?卜 lglや や L

5 10YR4/2       灰責窮 粘 土 あ り あ り 黒 色 、 責 褐 色 の薄 い 層 互 層 に な るぅ

6   と10YR4/R     にぶい舌 粘 土 あ り あ り 水 田耕 作 上 ?下面 や や 凹 凸

7 lυ Y К4/Z     次頁俗巳
25Y6/3     にぶい黄色
25Y2/1        黒色

主
土
＋

稲
粘
粘

ユ

'曽

。

8 10YR5/1      褐灰色 粘 土 あ り ややあ り 水 出 群 作 土 ?卜 曲 や や 凹 凸 ぃ

9 25Y5/3        責栂色
,氏 Vと /1       善扉伯

シル ト賢粘土
シアレト質粘土

5Y(事4/1  FHZオ リー ややあ り あ り

5GY4/1   暗オ リー 万 層 ハ 頑 い 匠 角 十 縞 状 ハ

10YR1 7/1       黒色
5Y5/2     灰オリーブ色

炭
土

泥
粘

互 層

X_― ミ

10m■ ド

o                            2rn

第 4図 基本層序断面図 (西壁)

ヽ
→

第 3図 調査区全体図

SD01土層注記

o       1       2m

①10YR4/2 灰色褐色粘土 粘性あり。しまりややあり。マンガン粒

酸化鉄含む。うすい黄褐色上を上部に含む。

②2.5GY4/1 暗オリーブ灰色シルト質粘土 粘性あり。しまりあり。

25Y3/2 黒褐色粘土 粘性あり。しまりなし。植物遺体多く含む。

③5GY4/1 暗緑灰色 シルト質粘土 粘性かなりあり。しまりかなり

なく、かなり軟弱でべたつく。

平面・ 断面図

0         1         2rn

第 5図  SD01
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形はやや開いたU字形で堆積土は3層である。

5 遺構の所属年代 とまとめ

(1)検出した遺構はSD01である。水田耕作土と考えられる層は、3a・ 4・ 6・ 8層である。

(2)周辺調査区との対比

今次調査区は15次のⅢC区の北側10mに位置する。15次Ш区との層のおおまかな対比は以下のようである。

107Vk 15次Ⅲ区107次

3a

15次Ш区

2b 8    8a・ 8b

9    9aへ ″9C4       3a

5                 4

6      5・ 6

10

11

10

1l aヘン1l b

7                  7              12        12aハ ャ12f

(3)SD01の 確認面は15次調査での2b・ 3a層である。15次の2b・ 3a層 は近世以降 と考えられることから、SD01も

ほぼ同時期の可能性が高い。この溝跡は15・ 40次の中近世の濤跡 と方向性を同じくしており、その関連性が考えら

れる。また、字切図 との対応では字境 (山根街道南 と広岡)に位置することからそれに関連する水路の可能性 も考

えられる。

写真 2 SDOI東壁断面 (西から)

写真 1 西壁断面
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第 3章 分析・同定

株式会社 古環境研究所

第 1節 富沢遺跡第 95次,96次,97次,98次,99次調査 の人山灰分析

1. はじめに

仙台市、富沢遺跡第95次,96次,97次,98次および99次発掘調査の際に発掘調査担当者により検出採取された試

料について、届折率の測定により示標テフラとの同定を行って、土層の堆積年代に関する資料を収集することになっ

た。

2.屈折率測定

(1)測定試料

試料は、いずれも発掘調査担当者により発見採取されたものであり、その内訳は、第95次調査の19層、第96次調

査の27層、第97次調査の15層、第98次調査の14層および第99次調査の31層である。屈折率の測定は位相差法(新井、

1972)とこよる。

(2)測定結果

届折率の測定結果を表 1に示す。第95次調査の19層 には、無色透明の軽石型火山ガラス (最大径1.51nlll)が多 く含

まれている。この火山ガラスの屈折率 (n)は、1.4971.503で ある。重鉱物 としてはごくわずかに斜方輝石や角閃

石さらに黒雲母が含まれている。第96次調査の27層 には、無色透明の軽石型火山ガラス (最大径0.211ull)が多 く含ま

れている。この火山ガラスの屈折率 (n)は、1.5111.514で ある。重鉱物 としてはごくわずかに斜方輝石が含まれ

ている。第97次調査の15層 には、無色透明の軽石型火山ガラス (最大径0.81mll)が比較的多 く含まれている。この火

山ガラスの屈折率 (n)は、1.4971.503で ある。重鉱物 としてはごくわずかに角閃石が含まれている。第98次調査

14層 には、軽石型ガラスが比較的多 く含まれている。火山ガラスの最大径は0.61nlllで 、屈折率 (n)は 1.5001.505

である。重鉱物 としては、斜方輝石や角閃石がごく少量含まれている。斜方輝石 (γ)と 角閃石 (n2)の屈折率は、

各々1.7081.713と 1.6701.677で ある。この試料の中には、石英も比較的多 く含まれている。第99次調査31層 には、

軽石型ガラスが少量含まれている。火山ガラスの最大径は0.3111111で 、第98次調査14層 と,ヒ較するとより細粒である。

その屈折率 (n)は 1.4981.504で ある。重鉱物 としては、斜方輝石や単斜輝石がごく少量含まれている。斜方輝石

(γ)の屈折率は、1.713士 である。この試料の中には、石英が少量含まれている。含まれる軽石型ガラスの形状や

屈折率、斜方輝石の屈折率、石英が含まれていることなどにおいて、第98次調査の14層 と第99次調査の31層 の間に

似た傾向が伺えるが、前者の火山ガラスの粒径がが大きいことやごくわずかながら角閃石が含まれている点では違

いも認められる。

3.考察 一示標 テ フラとの同定

第95次調査の19層がテフラであるとすると、火山ガラスの色調や形態さらに屈折率など、915年に十和田火山から

噴出したと考えられている十和田a火山灰 (To― a,町田ほか,1981)に 同定される可能性が最も大きい。

第96次調査の27層 に含まれる火山ガラスの特徴は、約5,500年前に十和田火山から噴出した十和田中板テフラ(To

―Cu,大池ほか,1966,早川,1983,町田。新井,1992)の特徴 と一致する。したがって、27層がテフラとすると、

To―Cuに 同定される可能性が非常に大きい。なお To Cuは現在のところ福島県吾妻山以北の東北地方一帯で検出

されており、縄文時代の良い指標 となっている (早田・八木,1991)。
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第97次調査の15層がテフラとすると、火山ガラスの色調や形態さらに屈折率などから、十和田a火山灰 (前出)

に同定される可能性が最も大きい。

第98次調査14層 に含まれるテフラ粒子は、火山ガラスの色調、形態、屈折率、角閃石が含まれること、さらに石

英が比較的多 く含まれていることなどから、従来仙台市域 とその周辺で知られているテフラの中では、約5,000年前

に福島県会津地方の沼沢沼火山から噴出した沼沢テフラ(Nm l,只見川第四紀研究グループ,1966a,b)の特徴と

ほぼ同一である。ただし斜方輝石の届折率 (γ)イよ、Nm lのそれ (1.7061.708;町 田。新井,1992)と 比較する

と若干高い。なお火山ガラスが比較的粗粒なことから、これらのテフラ試料が基盤の凝灰岩に由来している可能性

も完全に否定はできない。

第99次調査31層に含まれるテフラ粒子のうち、火山がラスさらに石英については、Nm lに 由来する可能性 も若

干考えられる。ただ今回の分析測定では、分析者は現地の上層断面を観察記載する機会を得ることができず、試料

の産状に関する資料を多 く持ち合わせていない。したがって、試料中のテフラが一次堆積層か否かについての判断

は難しく、複数のテフラに由来するテフラ粒子が混在している可能性についても言及できない。

4。 まとめ

富沢遺跡第95次,96次,97次,98次および99次調査の際に検出された火山灰層について、屈折率測定を行った。

その結果、第95次調査の19層 と第97次調査の15層 については、どちらも十和田 a火山灰 (To a,915年)に同定さ

れる可能性が最 も高いことが明らかになった。また、第96次調査の27層 のテフラについては、十和田中諏テフラ(To

―Cu,約 5,500年前)に よく似ていることが明らかになり、同テフラに同定される可能性の最も高いことが明らかに

なった。第98次調査の14層 と第99次調査の31層 については、沼沢沼火山から噴出した沼沢テフラ (Nm-1,約 5,000

年前)に由来するテフラ粒子の混入している可能性が考えられた。
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表1 宮沢追跡第95柔 96ラ塩 つ7ッ塩 98次,99次調査の届折率測定結果
調査 試料 火山ガラス 重鉱物

量 形 態 色調  最大径 底折率 (n) 鱗 屈折率

__坐_型互______理 __里上____liユ _二上421il:型1___∞茎・hO辺________―――一
つ6次,27層      pm d,tF    O.2 1.511-1.514 (op文 )         .
9費塩 15層       pm  d,仕    0.8  1.497-1.503  (hb)~も
�

~I権~~千
耳
~~面~了~~~~~―

轟6「fれ」
~‐‐~lopx蔦

ア
~~~~~―‐

も議下蒟ξ
=I〒

簿
‐

ho,1.670-1.677
99次,31層  十   pm tr        l.498-1.504 (opx>cpk) opxil_713士

十十 :中程度,十 :少ない。0ぬ :軽石型,opx:斜方輝石,cpx:単斜輝石,ho:1角閃乙―bi:黒雲母.d:無色,

":透
吻。重鉱物組成の ()は量の少ないことを示す。屈折率の測定は,位相差法 (新井,1972)に よる。



第 2節 富沢遺跡出土試料の放射性炭素年代測定

1.試料 と方法

No   試 料   試料の種類   前処理・ 調整    測定法

1 95次 12層下部  樹 木  酸―アルカリー酸洗浄 β―線計数法
ベンゼン処理

2 95次17層    樹 木  酸―アルカリー酸洗浄 β―線計数法
ベンゼン処理

3 95次23層    樹 木  酸―アルカリー酸洗浄 β―線計数法
ベンゼン処理     長時間測定

4 99次 35層    炭化物  酸―アルカリー酸洗浄 β―線計数法
ベンゼン処理     長時間測定

5 99次 36層    炭化物  酸一アルカリー酸洗浄 β―線計数法
ベンゼン処理     長時間測定

2.測定結果

試料名  14c年代  δ13c 補正14c年代

(年 BP) 銘 )  (年 BP)
測定No

Beta―

No 1  4220± 60  28.4  4170± 60 交点 BC 2865,2805,2750,2720,2705        100671
2 σ BC 2900 T0 2575
l σ BC 2880 T0 2610

No 2  5010± 80  -29,3  4940± 80  交点 BC 3705
2 σ BC 3945 T0 3625,BC 3565 T0 3540
l σ BC 3790 T0 3650

血 3  7830± 70 -28.3  7780± 70 交点 BC 6560
2 σ BC 6705 T0 6440
l σ BC 6615 T0 6475

No 4  8530± 60  -25.5  8530± 60  交点 BC 7535
2 σ BC 7595 T0 7470
l σ BC 7560 T0 7505

No 5  8740± 110  25.7  8730± 110 交点 BC 7855,7830,7710

2 σ BC 8000 T0 7525
l σ BC 7940 T0 7575

(2 σ:95%probability, l σ:68%probability)

1)14C年 代測定値

試料の14c/12c比から、単純に現在 (1950年 AD)か ら何年前 (BP)か を計算した値。
14cの

半減期は5,568年

を用いた。

2)ド 3c浪
J定値

試料の測定
14c/12c比 を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)の 同位体比

からの千分偏差 (%)で表す。

3)補正14c年代値

δ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、14c/12cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14c濃度の変動を補正することにより、暦年代 (西暦)を算出した。補正

には年代既知の樹木年輪の14cの詳細な測定値を使用した。ただし、この補正は10,000年 BPよ り古い試料には適

用できない。

※本試料の測定は、米国のBeta Analytic社 において行われた。

100672

100673

103022

103023
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第 3節 宮沢遺跡第95次,96次,97次,98次,99次調査のプラント・オパール分析

1. はじbに

富沢遺跡第95次 ,96次,97次,98次,99次調査では、発掘調査において水田遺構 (畦畔)が検出された (98次 ,

99次)。 また、土層断面の観察から耕作跡 とみられる土層も複数認められた。そこで、検出された遺構における稲作

の検証およびその他の層における稲作跡の探査を目的に、プラント・ オパール分析を行うことになった。

2.試料

分析試料は、第95次調査では、調査区東壁の上位より2層, 3層,4a層,4b層,5a層 ,5b層, 6層,8b層,8
c層,9a層 ,9c層,10層,11層,12層の計14点、第96次調査では、調査区南壁の上位より2層,3a層,3b層,4層 ,

6層, 8層, 9層,10層,11層,12層 の計10点、第97次調査では、A地点の上位より2層, 4層,5b層, 6層,7a

層, 8層, 9層の 7点、B地点の上位より6層,7b層, 8層の 3点、C地点の上位より6層,7a層, 8層の 3点、

D地点の上位より5a層,7a層,7b層 ,8層の 4点、E地点の上位より5a層,7a層 ,SXlの 11層 ,9層の 4点の

計21点、第98次調査では、上位より2層,3層,4層,5層,6層,7層,8層,9a層,9b層の 9点、第99次調査

では、 I区西壁の上位より2層 , 3層 ,5a層,7a層 , 8層,10a層 ,12層,14層,16層 の 9点、 I区東壁の14層の

1点、Ⅲ区北壁の上位より3層,5層,7層,8層,10a層,10b層 ,12層 ,13層 ,14層 ,15層 の10点の計20点 であ

る。

3.分析方法

分析は、プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次の手順で行った。

1)試料土を絶乾 (105℃・24時間)後、仮比重を測定する。 2)試料約 lgを葎量後、ガラスビーズ (直径約40

μm・ 約0.02g)を添加する。 3)電気炉灰化法により有機物を焼却する。 4)試料に超音波 (300W・ 42KHz)を

10分間照射 し粒子を分散する。 5)沈底法により微粒子 (20μm以下)を除去後、乾燥する。 6)封入剤 (オ イキッ

ト)中に分散し、プレパラー トを作成する。

検鏡は、イネ科植物の機動細胞に由来するプラント・オパール (以下、プラント・オパールと略す)を同定の対

象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレ

パラー ト1枚分の精査に相当する。検鏡結果は、計数値を試料 lg中のプラント・オパール個数に換算して示した。

また、おもな分類群については、この値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あ

たりの植物体乾重,単位 :10-5g)を乗 じて、単位面積で層厚 l clnあ たりの植物体生産量を算出した。換算係数

は、イネは赤米 (2.94,種 実重は1.03)、 キビ族はヒエ (8.40)、 ヨシ属はヨシ (6.31)、 ウシクサ族はススキ (1.24)、

タケ亜科については数種の平均値 (0。 48)を用いた (杉山・藤原,1987)。

4.分析結果

採取された試料すべてについて分析を行った結果、イネ、キビ族、ヨシ属、ウシクサ族、

属、ジュズダマ属のプラント・オパールが検出された。これらの分類群について定量を行い、

図 1～ 10に示した。なお、主な分類群については巻末に顕微鏡写真を示した。

5。 稲作の可台コ性について

稲作跡 (水田跡)の検証や探査を行う場合、仙台平野ではイネのプラント・オパールが試料 1

タケ亜科、さらにシバ

その結果を表 1～ 5、

gあた りおよそ3,000
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個以上の密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。また、プラント・オ

パール密度にピークが認められれば、上層から後代のものが混入 した危険性は考えにくく、密度が基準値に満たな

くても稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。これらのことを基準として以下、稲作の可能性について検

討を行う。

(1)第95次調査 :上位 より2層～ 6層 と9c層 においてイネのプラント・オパールが検出された。したがって、こ

れらの層で稲作が行われていた可能性が考えられる。このうち、 2層, 3層,4a層,4b層では、プラント・オパー

ル密度が3,000個/g以上 と高い値であることから、耕作層である可能性が高いと考えられる。

(2)第96次調査 :上位より2層～ 6層, 9層,10層,11層 においてイネのプラント・オパールが検出された。し

たがって、これら各層で稲作が行われていた可能性が考えられる。 このうち、 2層, 4層,10層では、プラント・

オパール密度が3,000個 /g以上 と高い値であり、それぞれピークが認められることから、耕作層である可能性が高い

と考えられる。

(3)第 97次調査 :A地点の 2層～5b層,7a層 , 8層、B地点の 6層 と7b層、C地点の7a層、D地点の5a層 と7

a層、E地点の5a層 と7a層 よリイネのプラント・オパールが検出された。したがって、これら各層で稲作が行われ

ていた可能性が考えられる。このうち、A地点の 2層 と4層および7a層、B地点の 6層 と7b層、C地点の7a層、D

地点の5a層 と7a層、E地点の5a層では、プラント・オパール密度が3,000個/g以上と高い値であり、それぞれピー

クが認められることから、いずれも耕作層である可能性が高いと考えられる。

(4)第98次調査 :2層 , 3層, 4層, 6層, 7層, 8層,9a層 ,9b層よリイネのプラント・オパールが検出され

た。したがって、これら各層において稲作が行われていた可能性が考えられる。 とくに2層, 3層, 4層では、プ

ラント・オパール密度が10,000個/g前後 と非常に高い値であることから、いずれも耕作層と判断される。また 8層

でも密度が3,000個/g以上であり、ピークが認められることから、耕作層である可能性が高いと考えられる。

(5)第99次調査 :I区西壁の 2層～12層、同東壁の14層、Ⅲ区北壁の 3層～10a層 ,12層,13層 よリイネのプラン

ト・オパールが検出された。したがって、これら各層が耕作層であった可能性が考えられる。このうち、 I区西壁

の 2層では、プラント・オパール密度が30,000個/g弱 と非常に高い値であることから耕作層と判断される。 また、

同 3層,7a層、Ⅲ区北壁の 3層, 7層, 8層,12層では密度が3,000個/g以上であり、ピークも認められることか

ら、耕作層である可能性が高いと考えられる。

6. まとめ

富沢遺跡第95次 ,96次 ,97次,98次,99次調査についてプラント・ オパール分析を行った。その結果、検出され

た水田遺構 (98次調査の 2層 と3層、99次調査の 3層,5a層 , 7層 ,7a層 , 8層,12層,14層 )か らはそれぞれイ

ネのプラント・オパールが検出されたことから、各遺構において稲作が行われていたことが分析的に確認された。

なお、これら以外では、95次調査の 2層,3層,4a層,4b層、96次調査の 2層,4層 ,10層、97次調査A地点の 2

層, 4層,7a層、B地点の 6層,7b層、C地点の7a層、D地点の5a層,7a層、E地点の5a層,7a層、98次調査

の 4層 と8層、99次調査の 2層 と3層についても稲作跡である可能性が高いと判断された。
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植物畦酸体 (プラント・オパール)の顕微鏡写真

No 分 類 群       地 点     試料名 No 分 類 群       地 点     試料名

1 イ   ネ       95次 ,東壁

2 イ   ネ       96次 ,南壁

3 イ   ネ       97次 ,A地点
4 イ   ネ       97次 ,C地点
5  イ    ネ        98次
6  イ   ネ        99次 ,Ⅲ区北壁

7 ウシクサ族 (ス スキ属) 95次,東壁

8 ウシクサ族 (ス スキ属) 97次,A地点

9 ウシクサ族 (ス スキ属) 97次,D地点

層

層

層

層

層

層

層

層

層

ｂ

　

　

　

ａ

　

　

　

　

　

ｂ

４

１０

４

７

４

１２

６

９

７

シ バ 族       98次       2 層
シ バ 族       98次       3 層
ジュズダマ属      99次 ,Ⅲ区北壁 14 層
ヨ シ 族       95次 ,東壁   6 層
ヨ シ 族       97次 ,A地点  8 層
ヨ シ 族        99次 ,Ⅲ区北壁 10b層
タ ケ 亜 科       95次 ,東壁   8b層
タ ケ 亜 科       97次 ,E地点  7a層
タ ケ 亜 科        99次 ,Ш区北壁 10b層



遺物集計表、引用・参考文献

98ラk

99次 I区

・97次出土置場集計表

層 縄文土器 弥生土器 土師器 赤焼土器 須煮 器 不 明■ 器 Irg器 磁 器 右 器 傑 種 子

1 2 4 l

2 1 1

1

4 2

1 1 1

6

7 1

2 1 8

1

1

SD01 1 1

SD08 1

河チ|1駄 2 1

計 5 6 l 1 2 1

層 縄 文土 器 弥生土器 土師器 須京器 不 明 陶 器 磁 器 石 器 石製 品 榛 石器 金 属 杭

l 2 2

2 7 1 2 1 1 1 1

3 1

1 6 l

1

1 1

1 ] 3 1

10 l

2 2

X01 1

計 2 3 2 2 2 ユ 6 1

遺構・ 層位 縄文土器 弥生土器 土師器 赤焼土器 須恵器 上師質土器 瓦宵土器 陶器 磁器 燻 瓦 土製品 石器 石製品 金属製品 木製品 種子・昆虫 その他

l 1 9 6 ユ 2

2 1

2 1 8 6

3 1

21 球果・葉・枝

球果 '葉・ 枝

SD01 1

SD02 1

計 1 1 1 1

縄文土器 弥生上器 土師器 赤焼土器 須恵器 瓦質土器 陶器 磁 器 燻 瓦 上製品 石器 石製品 金属製品 木製品 種 子 その他

1 1 3

2 1

6

7 l

8 I 4(,rロ クロ)

1 杭 1

6 1(混入 ?) 1(混 入 ) 1

9 1

6

1

SD2 6

針葉機林

針棄樹林

針葉樹 林

側 溝

壁 切 1 3

カクラン 1 3

計 8 1



引用・参考文献

遺構・層位 縄文上器 弥生土器 土師器 赤焼土器 須恵器 土師質上器 瓦質土器 陶署 磁 器 燻 瓦 上製品 石器 金属製品 木製品 種 子 その他

51(中世 1) 32(中世 2) l(人形 ) 2(抵石 )

針葉樹葉

針葉樹葉

側溝

計

引用・ 参考文献

相原淳- 1990「東北地方における縄文時代早期後葉から前期前葉にかけての上器編年一仙台湾周辺の分層発掘資料を中心として」『考

古学雑誌』76-l PP l～ 65 日本考古学会

五十嵐康洋 1992「第 2章第 1節 富沢遺跡第70次調査」『富沢・泉崎浦・山口遺跡 (4)』 仙台市文化財報告書第163集

太田昭夫他 1991「富沢遺跡―第30次調査報告書第 I分冊 縄文～近世編』仙台市文化財報告書第149集

工藤哲司 1984F富沢水田遺跡 第 1冊―病院建設に伴う泉崎前地区の調査報告書』仙台市文化財報告書第67集

佐藤 淳 1991「第 2章第 8節 富沢遺跡第64次調査」『富沢・泉崎浦・山口遺跡 (3)』 仙台市文化財報告書第152集

佐藤甲二 1989「第 2章第 6節富沢遺跡第41次調査」『富沢 。泉崎浦・山口遺跡』仙台市文化財報告書第128集

佐藤甲二 1990a「第 2章第 6節富沢遺跡第55次調査」『富沢 。泉崎崎・山口遺跡 (2)』 仙台市文化財報告書第135集

佐藤甲二 1990b「富沢遺跡第49次」『富沢遺跡第49次 。東幸寺遺跡第 3次 。青葉山A遺跡』仙台市文化財報告書第142集

佐藤甲二 1991「第 4章 富沢地区基本層序案・層位対応関係案」F富沢・泉崎浦・山口遺跡 (3)』 仙台市文化財報告書第152集

佐藤甲二 1998『下ノ内浦遺跡―第 4次調査報告書』仙台市文化財報告書第■9集

篠原信彦・吉岡恭兵 1989『富沢遺跡・泉崎浦遺跡一仙台市高速鉄道関係遺跡調査報告書 I―』仙台市文化財報告書第126集

主浜光朗 1988『泉崎浦遺跡発掘調査報告書』仙台市文化財報告書第119集

田中則和他 1984『山口遺跡H』 仙台市文化財報告書第61集

中富 洋 1989「第 2章第 4節 富沢遺跡第39次調査」『富沢・泉崎浦・山口遺跡』仙台市文化財報告書第128集

平間亮輔 1991『富沢遺跡―第35次調査報告書』仙台市文化財報告書第150集

渡邊 誠 1986「富沢水田遺跡 泉崎浦地区」『年報 7』 仙台市文化財報告書第94集

須藤 隆 1990「東北地方における弥生文化」「考古学古代史論功』PP243～322伊東信雄先生遺障論文集刊行会

佐藤甲二 1997『富沢・泉崎浦・山口遺跡 (10)一富沢遺跡第86次調査報告書―』仙台市文化財報告書第220集

東北特殊鋼株式会社 1957『東北特殊鋼二十年史』

庄子貞夫・山田一郎 1980「宮城県北部に分布する灰白色火山灰似ついて」『多賀城―昭和54年度発掘調査報告書概報―』宮城県多賀城

跡調査研究所

町田他 1981「 日本海を渡ってきたテフラ」F科学』51

町田他 1996「湖底堆積物から見た10世紀白頭山大噴火の発生時代」『日本第 4紀学会講演要旨集』日本第 4紀学会

調査参加者

相沢あい子、相沢かほる、青木 吉次、赤川 千広、阿部あき子、阿部みのる、阿部美代寿、壱岐 豊子、板橋  実、伊藤 清子、

入間川きみ、岩井レイ子、遠藤いな子、大泉テイ子、大沼みさほ、小野つや子、小畑 和子、加崎みえ子、加藤けい子、金沢沙知子、

熊沢 とも、小林 斎美、斎藤由美子、佐々木瑞枝、佐々木洋介、佐藤 幸司、佐藤 静子、佐藤とき子、佐藤よしゑ、佐野たみえ、

島津レチ子、庄子かつえ、庄子 弘子、菅井 清子、菅井 民子、菅田みき子、菅田わくり、菅谷 裕子、菅原  弘、鈴木 いし、

鈴木 峰子、鈴木 由美、鈴木善しゑ、高橋たづよ、千田タイ子、千葉 恭子、掛馬 悦子、富田  是、冨田美輪子、畠中真知子、

早坂みつえ、本郷  正、三浦たか子、三浦つよの、三浦 陽子、宮崎  都、森 ミヨノ、鑓水 芳子、横尾由記子、吉田 公治、

米倉 節子、渡辺イチ子、渡辺 節子、渡辺 洋子

99次Ⅱ区
選構・層位 縄文土器 弥生土器 土師器 赤焼土器 須恵器 瓦質土器 その他の上器 陶器 磁 器 爆 丸 土製品 石 器 石製品 金属製品 木製品 種 子 その他

10a I

1

1 1

側濤 1

カクラン 1 1 10(中 世 2) 3 2 2 4

計 1 10 4 2 2 4
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ふ り 力ゞ な とみざわ いずみさきうら やまぐちいせき

菫
日 名 富沢・泉崎浦・山口遺跡

一昌 書 名 富沢遺跡第95次～99次・ 101次調査

巻 次

シ リ ー ズ 名 仙台市文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第221集

編 著 者 名 五十嵐康洋・吉岡恭平・佐藤洋 。我妻仁・伊藤孝行

編 集 機 関 仙台市教育委員会

所 在 地 〒98091 宮城県仙台市青葉区国分町三丁目7-l TEL022 21牛 8893～ 4

発 行 年 月 日 1997年 3月 31日

ぶ りが な

所収遺跡名

ぶ り が な

所 在 地

コ ー ド
】ヒ    漁草 東  経 調査期間

調査面積

m2
調 査 原 因

市町村 i遺跡番号

富沢遺跡

第95次調査

宮城県仙台市太白区

泉 崎一丁目218
041009 01369 38° 13ア 04″ 140° 52′ 22″

1996.04 10

^V1996.06.14

共同住宅建設に

伴う事前調査

富沢遺跡

第96次調査

宮城県仙台市太白区

長町南三丁目153・ 4・ 5・ 6
041009 01369 38° 13′08″ 140° 52′ 53″

1996.06.26

ハV1996.08.07

共同住宅建設に

伴う事前調査

富沢遺跡

第97次調査

宮城県仙台市太白区

泉 崎一丁目202
041009 01369 38° 13′02″ 140°52/28″

1996.09.05

-1996 11.26

共同住宅建設に

伴う事前調査

富沢遺跡

第98次調査

宮城県仙台市太自区

長町七丁目211
041009 01369 38° 13′ 17″ 140° 52′ 38″

1996.06.19

-1996.07.24

ビル建設に伴う

事前調査

富沢遺跡

第99次調査

宮城県仙台市太白区

長町七丁目401
041009 1  01369 38° 13ア 18″ 140° 52′ 43″

1996 08 19

-1996.12.18
1,026

道路建設に伴う

事前調査

富沢遺跡

第101次調査

宮城県仙台市太白区

長町五丁目10-46
041009 01369 38° 13′23″ 140° 53ア 08〃

1996.08.01

^V1996.08.02

共同住宅建設に

伴う事前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

富沢遺跡

第95次調査
水田跡 現代～縄文

畠跡 (中世・平安)、 濤跡 (弥生)

掘立柱建物跡 (近世以降)

陶器・磁器・土師器

弥生土器・ 縄文土器・石器

富沢遺跡

第96次調査
水田跡 現代～弥生 水田跡 (現在～弥生) 陶器 。磁器・ 古銭

富沢遺跡

第97次調査

水田跡

散布地

現代～弥生・

縄文
水田跡 (現在～弥生)

陶器 。磁器 。木製品・石器

石製品 。礫石器 。弥生土器・縄文土器

富沢遺跡

第98次調査
水田跡 現代～弥生 水田跡 (現在～弥生) 陶器・磁器・金層製品

富沢遺跡

第99次調査
水田跡

現代～後期旧

石器
水田跡 (現在～弥生 )

陶器・磁器・土師器・弥生土器・縄文土器

石器・礫石器・木製品・金層製品

富沢遺跡

第101次調査
水田跡 現代～弥生

水田土壌 (現在～弥生)

濤跡 (近世以降)
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